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　たった一枚の壁かべを隔へだてて向こう側は、まったくの別世界だった。

　昼夜を問わず、煌こう々こうと灯ともされ続ける明かりが、部屋や通路の隅すみ々ずみまで照らし出す。建物の中は、暑くも寒くもなかった──あらゆるところを這はい回る水流が、赤茶けた大地を焼く太陽を妨さまたげ、刺さすような冷たい風は、窓から吹ふき込んでくることはない。

　城じよう壁へきの向こう側──皇宮の中には、どんな不幸もないように見えた。誰だれ一人、飢うえる者は存在しない。──明日、『魔ま獣じゆう』に襲おそわれて、生命を落とすかもしれないなどと考える者は、ここには一人もいはしない。

　まるで、楽園だ。魔ま法ほうの『印』に選ばれた者だけの、楽園。

「おまえには、そんな風に見えるのか」

　そんな感想を聞いた相手は、意外そうにそう言った。この壁の中で生まれ育った人間は、これ以外の環かん境きようと生活を知らないのだ。

「……確かに、おまえの言う通りなんだろうな」

　ベルダに向かってそう呟つぶやいた少年は、しかしそうした人間たちの中にあって、他ほかとは明らかに違ちがう存在だった。壁の内側の人間──『印』を持ち、魔法の加護を受ける貴族たちは、壁の外の世界を見ようとは思わない。魔法を持たない人々の生活は、不便で非効率的な原始のものだと思っている。卑いやしいものと軽けい蔑べつこそすれ、真しん剣けんに関心を抱いだくことなどない。

　けれど、この少年は違うのだ。壁の外から、この皇宮の内側に迎むかえ入れられてから、馬ば鹿かにする以外の目的でベルダの素す性じようを問い質ただしたのは、まさにこの少年一人だけだ。侮ぶ蔑べつではなく共感で、無関係な世界へのいい加減な興味ではなく、自らの世界への切実な理解を望んで彼に話しかけてきたのは──同じ世界を見ることができる、ただ一人の相手。

「でも……それでも、ここは楽園なんかじゃない」

　壁の内側、それも限りなく皇宮の中心に近い場所に生まれ落ちながら、少年が壁の外の世界に心を惹ひかれるのは、彼もまた皇宮では、外れ者であったからに違いない。たまたま魔法を扱あつかう資質を認められ、皇宮騎き士しとなるべく『印』を授さずけられても、壁の外の出身はいつまでも消えない──高貴な血筋に生まれながら、『印』を持つことさえできない、魔ま力りよくの欠片かけらさえ持たない『皇子』もまた、壁の内側では決して認められない存在だった。

「ここだって、歪ゆがんでいる。血筋がなければ人でない、魔法がなければ生きていけない」

　だが、それで終わらせはしない。こんなことではよくないのだと、少年は至って真剣だった。ベルダが語る壁の外の世界の話に耳を傾かたむけ、騎士見習いの同どう輩はいが彼を詰なじる声を一いつ蹴しゆうして……父の死と家族の不幸を悼いたんでくれた。心を持つのは、何も魔法の恩おん恵けいを受ける者だけではない。むしろ、魔法のあるなしで他人の心のあるなしまで判断する、この世界が異常なのではないか。

「──俺は、証明してみせる」

　だから、少年がそう言ったとき、ベルダは心が震ふるえるのを感じた。それまでは何とも思わなかったこの場所で──単に魔法の資質があると言われて、皇宮騎士の何たるかも気にせず、ただ家族のための小金目当てで入り込んだ皇宮で、彼は理想を見つけたのだ。

「魔法でなくても、この国を守れることを。俺にはできるはずだ。できなければ……生まれてきた意味がない」

　父が死んだのは何故なぜなのか、ずっと考えていた。壁の中の人々が、何一つ傷つかず生きていけるのは何故なのか、解わからなかった。壁の外に生まれた彼と、彼の一家には、救われる価値がなかったというのか。

　だが、きっとそうではない。価値がないのは、この世界の方なのだ。魔法によって隔てられ、『印』によって差別されるこの世界の歪んだ形。

「殿でん下か」

　それはまったく、これまで考えもしなかったことだった。生まれが変えられないのなら、生き方も変えられない。市し井せいで踏ふみつけられて生きることも、皇宮騎士という身分に酔よいしれて生きることもできない以上、このまま歪いびつな世界の中で朽くち果てるよりないと思っていた。けれど、そうでないのなら──もしも、世界が変えられるなら。

「何だ？」

　突とつ然ぜん呼ばれて、皇子は少し驚おどろいたようだった。思えばこうして、彼の方から話しかけるのは、これがはじめてのことだったかもしれない。常には問われたことに答えるか、従順に礼を言うしかなかったのだ。

　しかし、今はどうしても尋たずねなければならない。

「殿下、必ずそうしてくださいますか。魔法でも、『印』でもない……人の価値が、目に見えないもので分かたれることのない国に」

　この世界の、理ことわりを変える。殴なぐることも傷つけることもできない世界を、しかし変えることならできるかもしれない。壁に囲まれた歪な楽園も、父が死ななくてはならなかった理由もない世界に。

　いや、できるはずだ。一いつ瞬しゆん、目が合った後、はっきりと頷うなずいた皇子の前に、彼は跪ひざまずいて応こたえた。今や、さして歳としの変わらない皇子の前に跪くことに躊躇ためらいはなかった。この広大な皇宮の中で、この皇子だけが、彼と同じものを見ている。この救われない世界の歪みを、彼の他にはこの人だけが知っている。

　この人はきっと、世界を変える。ならば、何もかもを捧ささげることに、何の迷いがあるだろう。

「あなたに剣けんと忠誠を、我が君」




　皇宮へ来たのは、幸運ではない。──これは、きっと運命だったのだ。
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　皇帝の謁えつ見けんの間、議場、大勢の廷臣が一堂に会する広間、それらに付ふ随ずいする多くの控ひかえの間を挟はさんで同じ棟とうの中に、フォーセガルド帝てい国こく宰さい相しようの執しつ務む室はあった。

　その扉が叩たたかれて、秘書官が来訪者を告げたとき、部屋の主であるロキシスは、密ひそかに深くため息をついた。これからこの部屋で話さなければならないことを考えると、どうしても気が重くなる。話の解らない貴族どもに、どれだけごちゃごちゃ言われようと、この国のあらゆるところからこの部屋に持ち込まれるどの揉もめ事に対しても、苛いら立だちこそすれ対処を放ほう棄きしたことなどないロキシスであるが、その彼にしてこの来訪者と相対するのは、どうにも気乗りがしなかった。

　だが、放置しておくわけにもいかない。窓辺から外を眺ながめ、扉には目も向けないまま、ロキシスは答える。

「──入れ」

　扉が開かれ、一人の男が現れた。音を立てないしなやかな動きで、折り目正しく敬礼した青年は、恭うやうやしい態度で告げる。

「皇宮騎き士しベルダ、お召めしに従いまかり越しました。宰相閣下」

　抑よく揚ようを抑おさえた声こわ音ねは、儀ぎ礼れいに則のつとった申し分のないものだ。窓の向こうから視線を戻もどし、ロキシスはようやく振ふり向いた。僅わずかな乱れもない身なり、その胸に輝かがやくマント留めの紫し暗あんの宝玉、腰こしに帯びた剣が、彼の名乗りを裏打ちしていた。帝国の宰相の執務室で、帯たい剣けんを許される者は多くない。執務室を警護する衛兵を除けば、皇帝直属である皇宮騎士にのみ与あたえられる特権。

　皇帝の直属と言いはするが、その皇帝の権能のほとんどをロキシスが預かっている現状からすれば、皇宮騎士は彼の直属と言っても過言ではない。そしてベルダは、そうした中でも特に彼と近しい一人だった。まだロキシスが宰相の地位に就つく前から──彼らがともに少年だった頃からの知り合いだ。

　皇宮の外に生まれて、皇宮騎士となれる者は多くない。貴族に生まれていれば、せいぜい魔ま法ほうの『印』を入れられる程度の魔力があればいいところだが、平民であればそうはいかない。『印』なくしても、地に満ちる魔法の力を感知できるほどの資質に恵めぐまれていなければ、到とう底てい皇宮に迎むかえられることはない。

　生まれ持った資質は確かに偶ぐう然ぜんではあるが、今こん日にちのベルダが皇宮騎士として身を立てているのは、決して幸運の故ゆえではなかった。剣けん術じゆつはもちろんのこと、身分に相応ふさわしい教養や知識、貴人に対する礼れい儀ぎ作法や身の処し方、皇宮内の生活のあらゆることを一から学ばなければならないということは、そうしたことを生まれたときから心得ている貴族出身の同輩と比べて大変な不利である。血けつ縁えんも、有力な後見もなく、理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けることも度たび々たびあったに違ちがいないが、それでも腐くさらずに、帝てい国こくと皇こう帝ていに対する誓いに従い、彼自身の務めを正しく遂すい行こうしてきた。

　そうした来歴のせいか、それとも単に本人の馴なれ合わない性格のせいか、時折は他人に目の敵かたきにされることもあるようだが、そうしたところも含ふくめて、ロキシスは彼を好ましく思っていた。ある意味で、彼は同志だからだ。家門の権勢にも、血の名めい誉よにも関かかわりを持たない──皇宮では異い端たんであるが故に、同じものを見ることができる人間。

　だが、その彼に、どうしてこんなことを言わなければならないのか。

「何故なぜ、ここに呼び出されたか、解っているか」

「はい。『精せい霊れいの民たみ』に対する私の手落ちは承知しています。どのようなご譴けん責せきがあろうと、お受けする覚悟です」

　先だって、ロキシスが彼に与えた任務は、ある娘むすめの身を守り、その動向を監かん視しすることだった。ルーナという名のその少女は、遥はるか昔に『輝き石せき』を生み出し、やがて姿を消したとされる『精霊の民』の末まつ裔えいだ。

　現在、帝国を支える魔法の源となっている『輝石』だが、その詳しよう細さいな仕組みは未いまだ謎なぞに包まれている。帝国の初代皇帝ヴァルシウスが作り出した術式により、魔法という形で使われているその力が、どうして生じているのか、本来はどのように使うものであったのか、知る手立てはこれまでなかった。
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『輝石』の本来の所有者である『精霊の民』の血を継つぐ娘は、この謎を解くための鍵かぎになり得る。『輝石』の仕組みが解明されれば、魔法の体系にも大きな影えい響きようを及およぼすだろう。より進化した、より効率的な理論が生み出されれば、やがて『ヴァルシウスの術式』も必要なくなるかもしれない……そして、それを維い持じするために捧げられる犠ぎ牲せいも。

『精霊の民』は、帝国の未来を変える可能性だ。だがその可能性を、別の立場で利用されることは避さけなければならない。もし彼女の存在が明らかになってしまえば、この国の未来ではなく現在の権力だけを求める輩やからが、各おの々おの勝手な目もく論ろ見みを抱いだいて蠢しゆん動どうする事態になるのは目に見えているし、実際にそうした企たくらみが生じたこともある。彼女を秘ひ密みつ裡りに保護し、外部との接せつ触しよくを監視することは、彼らの側の都合だけでなく、彼女にとっても最善の方策だったはずだ。

　しかし、その任を与えられたベルダは失策を犯おかした。ルーナは、彼の監視の目から逃のがれ出て、皇宮の舞ぶ踏とう会に紛まぎれ込んだのである。そして、彼が彼女を保護できずにいる間に、更さらなる騒そう動どうが皇宮に生じた。

「おまえの失策は、取り返しがつかなくなるところだった──あの忌いむべき魔ま獣じゆうどもの牙きばが、もう少し鋭するどくあの娘を傷つけていたらな」

　言いながら、ロキシスは忌いま々いましくあの夜のことを思い返す。あれは皇宮の歴史を遡さかのぼっても、他ほかに類を見ない出来事だった──皇宮を、異形の「魔獣」が襲しゆう撃げきするなどという事態を、これまでに想像した者があるだろうか。

　皇宮を含め、帝てい都とにいる人間で、魔獣を間近に見たことのある者は少ない。帝都にいる魔獣は、そのすべてが闘とう技ぎ場で見世物として戦わせるために、人の手で運ばれてきたものだ。地上に生きる、他の獣けものとはまるで違う異形の怪かい物ぶつは、主に帝国の辺境にのみ現れるものと決まっている。

　そんな魔獣が、あの夜、皇宮の中に突とつ如じよとして現れたのだ。それも一匹ぴきや二匹ではない、広い皇宮に溢あふれ返った魔獣に対し、皇宮を守る兵士たちは不利な戦いを強しいられることになった。魔獣を見たことのある者は少ない、まして戦ったことのある者などほぼ皆かい無むだ。魔獣による破は壊かいの規模から考えれば奇き跡せき的なことに、生命までも落とした者はいなかったが、深刻な傷を負った者は少なくない。

　そして、ベルダの目を逃れたルーナもまた、魔獣との戦いを強いられていたらしい。もっとも、闘技場で魔獣と戦う〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉であった彼女は、並の兵よりもよほど巧たくみに戦っていたようであったが。……彼女がその剣で庇かばった同行者が誰だれであるかを考えれば、いっそルーナが舞踏会に紛れ込み、彼と行動をともにしてくれていて幸運だったのではないかという気もしなくはないが、しかしそれはあくまでも結果論に過ぎない。

「……まあ、魔獣の襲撃までは、想定しろとは言わないが」

　だが、あの襲撃を企き図とした者は確かに存在する。その後の調査の結果、皇宮の下層、魔法の力の干かん渉しようが遮しや断だんされている区画の中心に、奇き妙みような装置が見つかったのだ。数多くの術式を正確に組み合わせたその装置は、これまで誰も考えてもみなかった目的のために作られたものだった──ほぼ無限に、魔獣を生み出し続けるための装置。

　高度な魔法を操あやつり、大だい胆たんな発想を持ち、皇宮の内部に詳くわしい者。装置の主について、解わかっていることはそれだけだ。特定するには、あまりにも情報が少なすぎる。

　だから──ほんの一いつ瞬しゆん、心に兆きざしたこの影かげにも、まったく根こん拠きよなどないのだ。

「おまえらしくもない失態だ。魔獣はともかく、こうした不測の事態のために、おまえをあの娘につけていたのに」

「存じております。命めいを果たせず、申し訳なく……」

「──何故だ」

　相手に皆みなまで言わせず、ロキシスは鋭く問うた。それまでは礼れい儀ぎ正ただしく伏ふせられていた目を、はじめて怪け訝げんそうに上げたベルダを真っ直すぐに見み据すえる。

「何故、ルーナを見失った？　あの娘が何を仕出かすか、おまえは察しがついたはずだ──彼女に舞踏会のことを知らせたのはおまえだろう」

「軽けい率そつだというお叱しかりはお受けします。ですが、それがあの段階で、雑談として不適切な話題であったとも思えません。私にも彼女にも、関わりのないものの話でしたから」

「彼女が関心を持つとは思わなかったと？」

「正直なところ、私は今も理解できないのです。彼女が何のつもりで、あんなところへ行ったのか」

　決して丁てい重ちようさを損そこないはしない、けれどその口調にどこかうんざりした響ひびきを感じ取って、ロキシスは相手の内心を悟さとった。舞踏会などという、貴族たちの怠たい惰だな催もよおしに好き好んで混ざりたいと思う気が知れないと言いたいのだろう。

「……あの規模の舞踏会なら、外から人を雇やとい入れるからな。元いた場所のことが、気にかかるんだろう」

　ルーナに、華はなやかな貴族の世界を覗のぞき見たいと思うような浮うわついた気持ちはなかったであろうことを、ロキシスは確信している。彼女にしてみれば、ずっと生きてきた場所から無理矢理引き離はなされ、自由を制限されて皇宮に閉じ込められたのだから、現状に反発する気持ちがあるのは当然だろう。彼女に不自由を押しつけた側のロキシスとしては、その判断自体に間ま違ちがいはないと思いはしても、ルーナの立場が同情すべきものであることも解っている。

「愚おろかなことです。手の届かなくなった過去をただ眺ながめてみても、何の意味もない──この先に何かを成す、その礎いしずえになってはじめて、どういうものであったのか理解できるものなのに」

　現在に、あるいは未来に、何かを成し遂とげてからでなければ、振ふり返る過去の本当の価値も解らない。きっぱりと言ってのける口調には、しかしそうでないものを詰なじり、非難するような気配は少しもなかった。愚かだと断じた彼の言葉は、決して他に向けられたものではないのだ──そうして後ろを振り返ることがあった人間でなければ、そんな風には言えないはずだ。

「……それは、おまえらしい言い分だな」

　心に兆した小さな影を、僅わずかに安あん堵どが押しやった。この男は変わっていない。ロキシスのよく知る人間のままだ。富でも栄達でもなく、何かを成し遂げるために生きる──帝国に対する皇宮騎き士しの忠誠の誓ちかいを、その通りに実現するだろう。

　彼を信じている、部下というだけでなく、同志として。だが、こうなった以上、最低限の処分はしなくてはならない。

「では、おまえに抗命は問うまい」

　本来の用件に立ち戻もどり、ロキシスはそう告げた。

「本来なら、過失の程度を査問会で問うところだが、今回は見み逃のがしてやる。ただ、戒かい告こくの事実は記録する。いいな」

　軍の査問会にかけるなら、ベルダの失策のみならず、ロキシスが彼に与あたえた任務も明らかにせねばならず、ひいては『精せい霊れいの民たみ』の存在についても公おおやけになってしまう。査問会沙ざ汰たになるよりは遥はるかにましとは言え、それでも皇宮騎士としての経歴に芳かんばしくない傷を付けることになってしまったベルダは、しかし表情一つ変えることなく、恭うやうやしく一礼して、決定を受け入れただけだった。

「──そして、おまえをこの任から外す」

　しかし、続いてそう言い渡わたされたとき、はじめてその表情を変える。はっとしたように顔を上げたベルダを見つめて、ロキシスは冷静な口調で、何か問題があるか、と言った。

「一度失策を犯おかした者には、妥だ当とうな処置だろう。それとも、従えない理由でもあるのか」

「……いえ。ご決定には従います」

「もう、あの娘に近付く必要はない。おまえは任務に戻るがいい」

「私の後任は誰になるのですか」

「それを訊きいてどうする？　おまえにはもう、関かかわりのないことだ」

　ベルダの問いを、冷然と切って捨てる。実際のところ、ルーナの側そば近ちかくに付けるのに、彼に代わる人材はなかなか思いつかなかった。皇宮騎士としての忠誠に揺ゆるぎないだけではない、皇宮内の貴族とあらゆる意味で繫つながりを持たず、かつその能力にも素行にも問題のない者となると、ベルダほどの適任はいない。だからこそ、真っ先に彼をこの任に就つけたのだが、しかしこうなってはそれを続けるわけにもいかない。

　根拠はない、明白にそれと告げる証しよう拠こもない。彼のことを信じている。けれどそれでも、心の中のあの影は追いやられこそすれ、決して消えてはしまわない──魔獣に襲おそわれたあの夜に、ベルダが犯すはずのない失策を犯したのは、ただの偶ぐう然ぜんなのだろうか。

　もちろん、偶然に違ちがいない。この先に必ず、それは証明されるはずだ。ベルダの言う通り、過去を正しく判断するのは未来である。ルーナから遠ざけた彼が、これまでと同じく実直に務めを果たすなら、彼に悪意のないことは遠からず解るだろう。

　ともあれ、今、彼に対してできることはこれですべてだ。用件が終わったことを悟り、ベルダは再び美しい敬礼をすると、踵きびすを返して退出する。

「ベルダ」

　だが、その手が扉とびらにかかった瞬しゆん間かん、ロキシスは思わず彼を呼び止めてしまう。振り返った彼を見つめ、ほんの少し逡しゆん巡じゆんした後、意を決して告げる。

「──おまえを信じている。こんなことで、手放したくない」

　ベルダは一瞬、驚おどろいたように目を見開く。が、すぐにその顔が微かすかに歪ゆがんだ。微笑ほほえみのようにも、苦痛のようにも見える曖あい昧まいな表情は、しかしその真意を摑つかむ前に見えなくなった。深く一礼して、ベルダは答える。

「私には、あなたにお仕えすること以上に、望むものはありません──閣下」

　ベルダは再び扉に手をかけ、やがて去った。静かに消えたその後ろ姿を見送って、ロキシスは晴れない胸中を吐はき出すように、深く息をついた。
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　少し予定を変える必要がある、とベルダは考えた。たった今、後にしてきた扉の向こうで言われたことを、再度思い起こす。帝てい国こく宰さい相しようロキシス、彼の敬愛する主あるじは、彼の『失策』に対しての処分を下したのだ。

　正直、どのように責を問われたとしても構わなかった。皇宮騎士を辞やめさせられることになるのはさすがに困るが、『失策』を問われているのであれば、そうしたことにはならないと解っていた。宰相直々の譴けん責せきの記録が残るのは、皇宮騎士としては不ふ名めい誉よな経歴の汚お点てんではあるが、それさえもどうでもいい。目的を果たすために、今だけ皇宮騎士の身分が必要なだけだ──やがてことが成ったなら、いつだって捨ててしまえる。

　だから、先刻ロキシスに告げられた処分は、ベルダにとって致ち命めい的てきなものではない。ただ、一つだけ不都合があるだけだ。

　──おまえをこの任から外す。

　──もう、あの娘むすめに近付く必要はない。

　つまり、彼が『精霊の民』に関する詳しよう細さいな事実に触ふれる機会は、著いちじるしく減ることになる。考えてみれば、当然起こり得るはずの事態だったが、ベルダにとっては思いがけない誤算だった。これから本格的に、あの娘の利用価値を探さぐろうと考えていた矢先に、対象から遠ざけられてしまったのだ。

　いやむしろ、その矢先だったからだろう。彼が企たくらみを抱いだいているからこそ、ロキシスは彼をルーナの護衛兼けん監かん視し役から外したに違いない。

　──おまえらしくもない失態だ。

　そう言ったロキシスは、きっとどこかで感づいている。ベルダが何をしたのか、何をしようとしているのかまでは解わかっていないにしても、彼の動きにぼんやりとした不ふ審しんを覚えるほどには、何かを察している。だからこそ、真っ先にルーナから離したのだ。

　だが、それを嘆なげくつもりはない。むしろ、密ひそかに喜んでさえいる。──自分の仕える主が明めい敏びんであることが証明されて、喜ばずにいられようか。

　しかしこれからしばらくは、その明敏さと戦わなくてはならない。通路を歩きながら、ベルダは窓の外に目をやった。皇宮のあちこちで工具の音が響き、崩くずれかけた塔とうの外がい壁へきに人が取り付いている──彼が生み出した魔ま獣じゆうたちが残した爪つめ痕あと。

　あの夜、魔獣によって壊かい滅めつに追い込まれるところだった皇宮は、しかし一いつ瞬しゆんにして悲劇の顎あぎとから逃のがれることに成功した。皇宮を守るのが務めの兵の力ではない、ましてやいつもは大きな顔をしている貴族たちの力でもない。皇宮の真の主である皇こう帝ていの力だ。皇宮の隅すみ々ずみまで吞のみ込む光のうねりは、魔獣が存在するのに欠かせない魔ま力りよくの歪みを消し去って、魔獣を一いつ掃そうしたのだ。

　帝てい国こくに力を供給し続ける『ヴァルシウスの術式』、それを維い持じするために、皇帝となる者は強い魔力の持ち主でなければならないということは、ベルダも知っていた。しかし、正しくその力を認にん識しきしたのははじめてだった。ベルダ自身、常人よりも魔ま法ほうを扱あつかう資質に恵めぐまれていたために、皇宮騎士の資格を得たようなものだが、到とう底てい彼に敵かなうものではない。あの力が全すべて生まれ持ったものであるのか、それとも『ヴァルシウスの術式』を継けい承しようすることが影えい響きようするのかは解らないが、一つだけははっきりと解った──『皇帝』をどうにかしない限り、皇宮を打ち倒たおすことはできないのだ。

　そのために、『精霊の民』を利用できないかと考えていたが、しかしこうしてロキシスに先手を打たれた以上、それも難しくなった。彼のそうした行動から考えれば、あの娘に隠かくされた力があるのは確かなのだろうが、それが何なのか突つき止めなければならないことまで考えると、今すぐ利用できる駒こまとも言いがたい。

　何か、別の駒を探すべきだった。──あの厄やつ介かいな皇帝の力を退け、この皇宮を陥おとしいれるための駒を。

　──おまえを信じている。

　しかし、考えを巡めぐらせはじめたベルダの脳のう裏りに、あの言葉が蘇よみがえる。去り際ぎわ、わざわざ彼を呼び止めて、ロキシスは真しん摯しな声こわ音ねでそう言った。

　解っている。信じていると口にするのは、本当は信じてはいないからだ。彼が自分を信じないのは正しいことだと解っていながら、しかしそれでも彼にそう言われるのは、どこか苦い痛みを伴ともなった。

「……あなただけだ」

　もし彼が真実を知ったなら、何と言うだろうか。きっと、裏切られたと思うだろう。けれど、最後は解ってくれる。彼らの理想は、同じもののはずだ──幼かったあの日の彼の言葉を、信じているからここまできた。

「あなただけが、同じ夢を見ることができるのです──この世界を変える夢を」

　窓の外に、尖せん塔とうが幾いく重えにも重なって見える。まるで鉄てつ格ごう子しのように、見る者の視界を閉とざすその眺ながめを一いち瞥べつすると、ベルダは再び律動的な足取りで、一人通路を歩き出した。
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「──どういうことだ！」

　一方的に告げられた決定に、ルーナは思わず声を上げて相手に詰つめ寄った。

「どうもこうもない。今言った通りだ」

　しかし詰め寄られた相手は、表情一つ変えなかった。冷たい眼まな差ざしで憤いきどおる彼女を見返すと、ロキシスは無情に告げる。

「ベルダを、おまえの護衛から外す。任務を果たせない者に、任せておいても意味がない」

「だから、それは違うんだって！」

　ロキシスが、何をもって彼女付きの護衛にその判断を下したかは解っている。そもそもの原因は、少し前、皇宮で開かれた大規模な舞ぶ踏とう会に、彼女が無断で入り込んだことだ。

　だが、皇宮騎き士しベルダの任務はそれを阻そ止しすることだった。彼が、皇宮で暮らすようになったルーナの側そば近ちかくに常に付き従うようになったのは、表向きは護衛のためだが、実際には監かん視し役も兼かねていた。稀き少しような『精せい霊れいの民たみ』であるルーナを危険から守ること、そしてその存在が他ほかに知られないよう、彼女に対する接せつ触しよくを極力なくすことが彼の務めだったのだ。

　その護衛と監視の対象であるルーナが、よりにもよって大勢の人間が集まる舞踏会の場に現れることは、わざわざベルダを寄よ越こしてまで彼女の行動を制限しておきたかったロキシスにとっては、甚はなはだ面おも白しろくないことだったに違ちがいない。それはルーナにも解っていたし、実際にロキシスに頼たのんで断られてもいる。だから強行した結果、それが知られれば更さらに厳しく行動を制限されるか、何かしら厄介なことになるとは思ったし、ある程度は仕方がないと覚かく悟ごしていた。

　しかし、それはあくまでも彼女自身に限ってのことだ。その咎とがが他に行くなど、到底納なつ得とくできない。

「ベルダは悪くないだろう。私があいつをはめたんだから。巻き込まれただけなのに、どうしてベルダに罰ばつなんて！」

「自分の行動を悪かったと思う程度に、自覚はあるのか」

　その言い方がまた腹立たしい。そもそも、彼女の意志も希望も無視して、皇宮に閉じ込めておこうとするのは悪くないのか。無理矢理強しいられた環かん境きように従わなかったといって、責められる謂いわれもないとルーナは思うが、今いま更さらそこを言い争っても話が進まないので止やめた。今抗こう議ぎすべきは彼女の待たい遇ぐうではなく、ベルダに対する処分の方だ。

「ああ、私が悪かったってことでいい。でもそれなら、私に文句言えばいいじゃないか。あいつは関係ない」

「もちろん、おまえの軽挙も許し難がたい。だが、それとこれとは別の問題だ。おまえがどんな馬ば鹿かげたことをやらかそうと、それを止めるのがあの男の任務だった」

「だから、それは……」

「なのに、それに失敗したのであれば、相応の処分が下されるのが当然だろう。おまえの動きも見み抜ぬけなかった、無能さの報むくいだ」

　それは違う、ベルダはちゃんと気付いたのだ──しかしそれを口にはできず、ルーナは黙だまるよりなかった。あの夜、ひっそりとこの屋や敷しきを抜ぬけ出そうとしていたルーナの、先回りをするように現れた彼は、どこへ行くつもりかと鋭するどく彼女に問うたものだ。

　それでもルーナが舞踏会に潜もぐり込むことができたのは、そのベルダのおかげである。見み逃のがしてほしいという彼女の訴うつたえを聞き届けてくれた彼は、敢あえて自らの任に背そむいて、ルーナを行かせてくれたのだった。

　彼が何を思って、そうしてくれたのかは解らない。しかし彼女の力になってくれたことは確かであり、そのせいで彼が責められるのは心苦しかった。

「恨うらむなら、自分の短たん慮りよを恨め。おまえの浅はかな行動が招いたことだ。自分で責任が取れることかどうかくらい、少しは考えろ」

　冷たく言い捨てるロキシスの言葉は、ある意味正論である。あのときの彼女は自分のことだけで、そうして都合をつけてくれた結果、ベルダにどのような不利益が降りかかるのか、考えてはみなかった。もっとも、たとえあのときそこに気付いていたとしても、彼女の行動は変わらなかっただろうが、それでも思いを巡らすくらいの配はい慮りよはあってもよかったはずだ。

　しかし、己おのれの非は非として認めるにしても、ロキシスにそう言われるのは気に入らない。──その『責任』とやらを、自分の判断で好きなように要求することができる人間が、彼女には責任が取れないだろうなどと断罪するのは、とても公平とは言い難い。

「……私が馬鹿だったのは間違いないけど。でもそれで、ベルダに責任を取らせるのはおかしい」

「何度同じことを言わせる気だ。あの男は任務を……」

「ベルダが私を取り逃にがしたのが悪いって言うんだろう。でも、それってベルダだけがしたことじゃないじゃないか」

「何のことだ？」

「私が皇宮に来たとき、最初に出で迎むかえてくれたのが誰だれだったか、忘れたわけじゃないよね？　私はよく覚えてる。皇宮騎士まで動かして、私に逃げられた誰かさんはどうなったんだ」

「…………」

　相手の眉み間けんに皺しわが寄る。帝てい都とで〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉として生計を立てていた彼女を、噓うその仕事話で皇宮に呼び寄せて捕とらえようとしたものの、見事に彼女に逃とう亡ぼうを許してしまったのは、他ならぬロキシス自身である。揶や揄ゆは正しく伝わったのだろう、忌いま々いましげにこちらを睨にらむ視線を、ルーナもまた真っ向から見返す。二人の間に、険悪な火花が散ったとき。

「ああ、それは確かにそうだ！　ロキが言っても説得力ないな」

　笑いとともに、あっけらかんとした声が割って入った。緊きん迫ぱくした空気などものともしない声の主は、険悪な表情で振ふり返った二人の刺さすような眼差しもまるで気にならない様子である。くつろいだ姿勢で椅い子すに腰こし掛かけている様は、その無造作なところさえ優ゆう雅がなものだったが、しかしルーナは特に心を動かされたりはしなかった。誰もが一度見たら忘れられない美び貌ぼう、だが素す直なおにそれを愛めでるには厄やつ介かいすぎる相手だと、とうに知っているからだ。

「おい、イシュト。おまえは口を挟はさむな」

　そしてそれは、現在彼女と対立しているロキシスにもまた、共通する認にん識しきであるらしい。しかめ面つらで牽けん制せいするが、しかし他の人間ならともかく、彼がロキシスに遠えん慮りよして言行を慎つつしむような真ま似ねをするはずはなかった。帝てい国こくの実権のほとんどを握にぎる宰さい相しように、それを許している存在。

「だって、それはルーナの言う通りだと思ってさ。おれがいなかったら、ずっと取り逃がしたままだったんじゃないか」

「足引っ張ったの間違いだろうが！　おまえがこの娘むすめを黙ってこの屋敷に匿かくまったりしなければ、もっと早くに見つけられたんだ」

「あのときは良かったな、ルーナと同じ家で過ごせてさ。朝から晩までずっと二人きりで、他た愛わいない話なんかして。一いつ緒しよに庭を散歩したり、ふざけてかくれんぼしたり、本当に楽しかったのに……」

「ちょっと待て！」

　その思い出は何事だ。澱よどみなく過去の出来事を口にするイシュトに、ルーナは思わず声を上げてしまう。イシュトが彼女絡がらみで言うことは、大たい概がい戯たわ言ごとだと知ってはいるが、それでも否定せずにはいられなかった。

「勝手に捏ねつ造ぞうするな。私にそんな記き憶おくは欠片かけらもないぞ」

「嫌いやだな、もう忘れたの？　二人の大事な思い出じゃないか」

「何度振ふり払はらってもしつこくつきまとわれた、忌いまわしい思い出ならある。どこに隠かくれても逃げられなくて、何度嫌いやだと言っても無視された思い出も」

　それを、よくもそこまで美化できたものだ。当時も、多分全く聞いていないのだろうとは思っていたが、それでも彼女の心からの訴えを『他愛ない話』で片付けられていたのかと思うと、今更ながらに腹立たしい。

「あれ、そうだっけ？」

　だが彼女の指し摘てきにも、イシュトはまるで悪気なくそう言って、首を傾かしげただけだ。反省どころか、どうしてそんな認識の齟そ齬ごが生じているのか心底不思議だという顔をしている。ルーナは怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうに駆かられたが、結局はそれを吞のみ込んで、ため息をつくだけに留とどめた。そんなことをしても無む駄だなのは、よく解わかっている。

「もういい。おまえに私の話を聞く機能が備わってないのは、もう知ってる」

　出会ったときからそうだったから、実はそろそろ慣れはじめている。イシュトの言うことを全すべて真に受けるほど、神経に悪いことはないのだ。噓つき、というのとは少し違う。根本的に常識がおかしいから、通じる話も通じない。──初対面の相手に、「愛してる」などという言葉が適切だと判断するような人間の常識など、推おして知るべしだ。

　その上、自分勝手とくればどうしようもない。どれだけ彼女が嫌がろうと、そんな声は気にも留めずに、自分のやりたいようにやる。あの都合のいい思い出も、きっとそういう思考の下に成立しているはずだ。彼女の抗議など聞いていない──その心など、関係ない。

　だから、もういい。彼が性しよう根ねを入れ替かえるとも思えない以上、彼女が諦あきらめる方が現実的な対処法である。そもそも、イシュトなんかに構っている場合ではなかったのだと、ルーナは思い出した。──ベルダの処分について、ロキシスに考え直してもらわなければ。

「それより、ロキ、さっきの話だけど……」

「──聞いてるよ」

　しかし、彼女が再度話しはじめる前に、イシュトは遮さえぎるように言った。さっきまでと変わらない──けれど何かが違う声。

「君の話は、ずっと聞いてた。だから今、君が望んでいることも解る」

　一度逸そらしかけた視線が、引きつけられる。正面から見つめた瞳ひとみは見慣れた色、しかしその揺ゆるぎなさに、逆に妙みような不安を覚えて、ルーナは微かすかな胸むな苦ぐるしさを感じた。かつて、彼の瞳を心のない、作り物のようだと思ったことがあるが、そのときとはまた異なる感覚だ。引き込まれて、目が離はなせない──その奥に何があるのか、少しも見通せないままに。

「つまり、そのベルダという皇宮騎き士しの処分を取り消したいってことなんだろう？　彼に落ち度はない、君の行動のせいで、責められる理由はないってね」

「……ああ」

「そういうことにしてあげてもいいよ。君が望むなら」

「イシュト！」

　突とつ然ぜんの発言に、傍かたわらでロキシスが目を剝むく。彼にしてみれば、その場の思いつきで決定を覆くつがえされるようなことは、許し難い事態であろう。しかし現実に、それは起こり得ることなのだ。帝てい国こく宰さい相しようのさらに上位に位置する権能、ロキシスにその地位と権力を許した人間──皇こう帝ていイシュトヴァルドの名において、動かぬものはこの国にない。

「ロキは言うこと聞いてくれると思うよ。たかが皇宮騎士の扱あつかい一つで、おれと揉もめてもつまらないだろうし」

　横から、ロキシスが何か言いかける。しかしイシュトが牽制するような一いち瞥べつを向けると、その言葉を吞み込むようにしてふいと顔を背けた。

「その皇宮騎士の処分を取り消す。君が気に入っているなら、また君の護衛役に任じてもいい。どうする？」

「……本当に、そんなことできるのか？」

　それはまさに、ルーナが望んでいた通りのことだ。思わぬところからもたらされた救いに、ルーナは半ば呆ぼう然ぜんとしながら尋たずねた。本当にそうなるなら、どんなにいいだろう。ルーナの問いにすぐさま、もちろん、と答えたイシュトは、しかしそこで小さく首を傾げて付け加えた。

「ただし、条件があるけど」

「条件？」

　もっとも、それも仕方がないことだ。元はといえば、彼女の行動が招いた厄介事である。そのつけがベルダに行くところを、ルーナの方に戻もどしてくれるというのだから、その分の払はらいはしなければなるまい。ロキシスのように、彼女に払わせもしないまま、他所よそへ回してしまうよりましだ。

　だが、そう思いながら訊きき返したルーナに、イシュトは笑えみを浮うかべて言った。

「おれと結けつ婚こんしてくれ、ルーナ」

「……は？」

「そうしてくれたら、君の望みを叶かなえる。仕事と報ほう酬しゆう、簡単な話だ」

「……私は、真面目まじめに話してるんだけど」

「おれだって、真面目に話してるよ」

　このやりとりの、一体どこが真面目だと言うのか。ルーナは相手を睨んだが、しかし次の瞬しゆん間かん、得体の知れない感覚に身を硬かたくする。不意にイシュトは笑みを消すと、じっと彼女を見つめたのだ。──底知れない光を宿す、引き込まれそうな、あの瞳。

「よく考えて。君に悪い話じゃない」

　音もなく、立ち上がる。その場に立ち尽つくしているルーナの前に立つと、イシュトは手を伸のばしてきた。頰ほおに触ふれる、凍こおるように冷たい感かん触しよく──血の通わない掌てのひら。

「おれは君が欲しい。君は、おれから欲しいものを引き出せる。ちょうどいい、お互たがいに」

　表情のない美貌が、間近に迫せまる。華はなやかと言うよりは、一分の狂くるいもない精せい巧こうさを思わせる顔立ちが、何の感情も映さないでいる様には、何とも言えない力がある。意識が引きつけられて、目が離せない。

「──ルーナ、愛してる」

　しかし、その言葉を聞いた瞬間、ルーナははっと我に返る。気がつけば、頰に触れていたはずの手は静かに滑すべって、彼女の顎あごを支えている。発された言葉を、直接肌はだに感じる気さえする──唇くちびると唇が触れ合うまで、あと少し。

「────っ！」

　瞬間、視界を一面に染め上げたのは、真っ白な怒いかりだった。愛していれば、勝手に口付けをするのか。都合がいい相手だから、結婚しようなどというのか──何でも願いを叶えてやると言いさえすれば、それで彼女の身も心も、従わせられるつもりなのか。
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　衝動に、息が詰つまる。唇が触れる寸前に、ルーナは怒りにつき動かされるように手を上げると、目の前の綺き麗れいな顔を鋭するどく打って、意に沿そわぬ事態を未然に阻そ止しした。
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　扉とびらが音高く閉とざされて、怒りに満ちた後ろ姿が消えてしまうのを見送ると、イシュトは肩かたを竦すくめた。

「うまくいくと、思ったんだけどな」

「……おまえなあ！」

　誰だれにともなく呟つぶやくと、不意に怒鳴られた。見れば、苦々しい顔をしたロキシスがこちらを睨にらんでいる。何やってるんだ、と詰め寄られたので、イシュトは素す直なおに答えた。そんなの決まっている、というか、一部始終を見ていただろうに。

「ルーナに、おれと結婚してもらおうと思って」

「口説くんなら他所でやれ！　他人の話の邪じや魔まするな！」

「だって、ちょうどいい話をしてたからさ。ルーナに何か望みがあるのなら、それを叶えればこっちの要求も通りやすいだろう」

「そんなことのために、俺を黙だまらせたのか！」

　何と言われようと、皇宮騎士に与あたえた処分を取り消すつもりはないロキシスの姿勢は、彼女と取引をする上では不都合だった。イシュトとしては、目配せ一つでこちらの頼たのみを察して、黙ってくれた彼の聡さとさに感謝しているのだが、しかし相手はそうして見守ったその後の成り行きが不満らしい。

「何をするつもりかと思って見ててやったら、くだらんにも程ほどがある。いいか、制度上はおまえに仕えているにしても、皇宮騎士はおまえの私兵じゃない。その処分も公用だ、私情でどうこう口出すな。それも、女を口説くためだなんて、悪ふざけも大たい概がいに……」

「でも、そうするだけの価値はあったと思うけど」

「おまえにとってだけだろうが！」

「この国にとっても、そうじゃないか。──彼女を皇こう妃ひにすれば、ずっと皇宮に置いておける」

　そう言うと、ロキシスは呆あつ気けに取られたように口を閉ざした。いい考えだろう、とイシュトは続ける。

「いつまでも、今の形で彼女を拘こう束そくしてはおけないだろう。今は言うことを聞いてくれても、いつまで大人しくしてくれてるか解らないし。それに、彼女の力を利用するにしても、今のままじゃおおっぴらにもできないしね。公おおやけの立場を押しつけてしまえば、彼女もここから離れられなくなる──彼女を縛しばりつける枷かせになる」

「…………」

「そのためなら、皇宮騎士一人の処分を変えるくらい、安いものだと思わないか。どうしても気になるなら、本当の理由の方で追い払えばいい」

「おまえ……」

　ロキシスが、一いつ瞬しゆん驚おどろいた声を上げた。彼が、ルーナにつけた皇宮騎士の任を解いた背景には、単なる信しん賞しよう必ひつ罰ばつという以上の理由があることには、イシュトも気づいている。もしロキシスが明言した通り、ルーナが騎士の監かん視し下から逃のがれたことに対しての処しよ罰ばつだというのなら、彼をルーナの側そばから外して終わりというのはおかしい。

　ロキシスのやり方から考えれば、むしろその騎士に引き続き任に当たらせ、更さらに監視の方策を立てるくらいはするはずだ。一度失策を犯おかした相手をその場で切り捨てるよりは、誰がやっても成功するような仕組みを構築する方を選ぶ。人間を使い捨てにしたならば、いつか使える人間も尽きると知っていなければ、帝てい国こくのような大きなものを動かすことはできない。

　にもかかわらず、ルーナに付けられていた皇宮騎士が任を外されたのだとしたら、失策以外の何かがあると考えるのが当然だ。ましてその皇宮騎士は、公に秘ひ匿とくすべき『精せい霊れいの民たみ』の身の安全を任されるほどに、ロキシスに信しん頼らいされていたはずなのだから。

「……何か、知ってるのか」

「いいや。ただ、君はどうしても、そいつをルーナの側から引き離はなしたいように見えたから」

「……処分としては、妥だ当とうなはずだ。他ほかに理由なんかなくても」

「別に責めてるわけじゃない。目に見えて不当ってわけでもないし、君の好きにしたらいい」

　興味もない。その皇宮騎き士しがどうなろうと、イシュトにとってはどうでもいいことだ。その騎士の一件が彼の注意を引いたのは、ただ一点、それがルーナの関心事であったからだ。──それを餌えさに、彼女に結婚を承しよう諾だくさせられるかどうか。

「でも、どうやら彼は、ルーナにとってそれほど重要じゃないみたいだな」

　どうしたら、言うことを聞いてくれるだろう。何をすれば、彼女はその身を差し出してくれるのか。

　それさえ解わかれば、うまくいく。見合う対価を払いさえすれば、どんなものでも手に入れられる。生まれ持った魔ま力りよくのために、彼は帝国の玉座さえ手に入れた。他の能力は何一つ、本人の意志さえも関係ない、魔力だけが、玉座の要求するものだったからだ──どれほど望んでも、魔力以外の全すべての資質と志があっても、手に入れられない。それが、玉座の望む対価ではなかったから。

　何かを得るということは、そういうことだ。彼女を手に入れるのだって、同じようにすれば間ま違ちがいない。彼女が自身と引き替かえにしてもいいと思うほど、強く望む何かを探さぐり当てることができれば。

「……イシュト」

　しかし、返ってきたのは、予想外に芳かんばしからぬ反応だった。低く彼の名を呼んだロキシスは、何故なぜか険しい顔をして問い返す。

「おまえは……それでいいのか？」

「何が？」

「それでは、あの娘むすめは望みの代だい償しようとして、おまえの側にいることになる──おまえ自身を望むことはない」

　それが、何だというのだ。相手の言わんとすることが理解できず、イシュトは首を傾かしげる。

「できるだけ、無む理り強じいはしたくないと思ってるよ。彼女自身が解ってくれるのが一番いい。ルーナが受け入れてくれたなら、もう彼女が逃にげないように気をつける必要もなくなるんだから」

「そういうことじゃない」

　イシュトが答えても、しかしロキシスは表情を変えなかった。何をどう言ったものか考えあぐねたように黙ったが、やがてため息をついて言った。

「……おまえがしようとしていることは、希望という名の鎖くさりで、相手を縛りつけることだ。人を従わせることはできる、敵を懐かい柔じゆうすることも。だが──あの娘は、おまえの敵なのか？」

「だから、縛りつけたりなんかしない。選ぶのは彼女だ」

「おまえが選ばせるんだ、おまえに都合のいい答えを」

　意味が解らない。先の見えない問答に、イシュトは次し第だいに苛いら立だってきた。彼は何が言いたいのだろう。何が気に入らないと言うのか。

　大体、気に入らないことがあるなら、はっきりとそれを言えばいい。こんなもって回った言い方をするのは、彼らしくない。その顔に浮うかぶ、何ともいえない表情も──怒いかりとも悲しみとも諦あきらめとも後こう悔かいともつかない、何故そんな顔をされなくてはならないのだ。

「それで、何が悪い？　おれは彼女を、彼女は望むものを手に入れる」

「そうしておまえにできるのは、彼女を側に置いておくことだけだ。それは、『一いつ緒しよにいる』とは違ちがう」

「何が違うんだ、同じことじゃないか──今、君がここにいるのが、何よりの証しよう拠こだろう」

「何……」

「おれだけが、君の望みを叶かなえられたからだ。この国を──君の父上の国を、おれだけが君にあげられたから」

「…………」

「それとも、それじゃ足りなかったって意味なのか？　だから、止やめろって？　ルーナを頷うなずかせることができないって」

「……違う」

　答えは絞しぼり出すような、押し殺した声だ。一瞬、言葉を失ったように見えたロキシスの表情からは、憤いきどおりの気配は消えていた。ただ、ひどく疲つかれた顔をしている。

「違う。……不満に思ったことなど、一度もない」

「なら、おれにはできるって解ってるはずだ。大だい丈じよう夫ぶ、君に迷めい惑わくはかけないから」

　むしろ、イシュトの目もく論ろ見みが成功するのは、ロキシスにとっても望むところのはずである。ルーナを皇宮に留とどめておくのは、ロキシスが守りたいと願うこの国の利益になる。彼が反対する理由はない。

「もう一度、ルーナに訊きいてみる。何をしたら、おれのものになってくれるのかって」

　さっきは思い切り引っ叩ぱたかれたが、落ち着いてちゃんと話せば彼女にも解るはずだ。彼女にだって、望んでも叶わないことの一つや二つはあるに違いない──そして彼の皇こう帝ていという地位は、案外いろんなことが叶えられるものなのだ。

「イシュト」

　だが、話を切り上げて部屋を出ていこうとする彼の背を、ロキシスが呼び止めた。まだ何か文句があるのかと、多少鬱うつ陶とうしい気持ちで振ふり返ったイシュトに、依い然ぜんとして何か言いたげな表情のまま、ロキシスが尋たずねる。

「何をそんなに急ぐんだ。確かに、あの娘の処しよ遇ぐうははっきりさせた方がいい……でも、今のままでいたところで、すぐに困るわけじゃないだろう」

「…………」

「あの娘の気を引くくらいはいい。だが、代価を払はらって手に入れられるのは売り物だけだ。それ以外のものを得ようと思うなら、時間を払わなければうまくいかない」

　咄とつ嗟さに答えに詰つまったのは、それを支し払はらうことができないと知っていたからだ。しかし、そう言うのは嫌いやだった。やがては知られることだとしても、今はまだ駄だ目めだ。せめて、ロキシスに約束したものを維い持じできる、算段がつくまでは──もし遠からず、約束が果たされなくなると解ったら、もう彼が、イシュトと一緒にいる理由もないのだ。

「決めたんだ、これからは、『皇帝らしく』やろうってね。おれが、国を支えて民を守る立派な皇帝だったら、ルーナが喜んでくれるから」

　口にした言葉は、しかしそれも噓うそではない。彼女が望むなら何だってやる。それで彼女が気をよくして求きゆう婚こんを受け入れてくれるなら、言うことはない。

「仕事は速い方が、気に入ってくれると思うんだ」

　返事を聞く前に、扉とびらを開ける。相手の表情は見ないまま、イシュトは再び背を向けると、今度こそ部屋を出て行った。
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「──ふざけるな、あの馬ば鹿か！」

　憤りに任せて地を踏ふみしめながら、庭園へ下りる。天気は快晴、夏を迎むかえて日差しは強いが、木々の緑を通り抜ぬけて吹ふく風は清すが々すがしい。こんな日は、木こ陰かげでのんびり昼ひる寝ねでもすればさぞ心ここ地ち好よいだろうが、残念ながら今のルーナは、とてもそんな気にはなれそうもなかった。先刻の出来事が、怒りとともに意識に焼きつけられている限りは。

　──ルーナ、愛してる。

　イシュトのそんな言葉は、正直今いま更さら動どう揺ようするものではない。特に意味などない、挨あい拶さつか寝ね言ごとと同じだと思うようにしている。しかし、彼の態度は許し難がたい。もし彼女が、もう一瞬でも手を上げるのを遅おくらせていたら……またしても勝手に口付けられていたはずだ。

　──一度したなら、二度も同じって？

　しかしその一度目も、断じて許可した覚えはない。あの舞ぶ踏とう会の夜、普ふ段だんは思い出さないようにしている記き憶おくが蘇よみがえりそうになり、ルーナは慌あわてて意識を現在の憤りに戻もどした。あのときのことは、あまり思い出したくない──押さえつけられて、強ごう引いんに唇くちびるを塞ふさがれた、本来なら絶対に許せるはずのない行こう為い……けれどあの一瞬に感じた、身体からだの芯しんが震ふるえるような感覚は、それまでに経験したことのないものだった。唇に触ふれられているだけなのに、目の奥が熱くて、息が苦しいのに離れられない。

　もっとも、経験したことがなくても当然だ。そもそも、誰だれかと口付けを交かわすなんてこと自体、はじめてだったのだから。……あんなもの、ただのちょっとした接せつ触しよくと同じだ。人ひと混ごみで誰かの肩かたにぶつかるのと、さして変わらない、と自分に言い聞かせて、ルーナは忘れようと決意していた。その後すぐに、ぐずぐず文句を言ってはいられない状じよう況きように陥おちいったこともあって、あの『不幸な事故』については、何となくうやむやになったままだったのだが……こんなことなら、あのとききつく責めておくべきだったのか。

　しかも、懲こりもせず彼女に口付けようとしながら、あの男は何と言ったか。

　──おれと結けつ婚こんしてくれ。

　──そうしてくれたら、君の望みを叶える。

　ベルダの処分を覆くつがえしたければ、その条件を吞のめと言う。これほど他人を馬鹿にした言い分もあるまい。それでは、代価は払ってやるから言うことを聞けと、脅おどしているのと同じことだ。代価で取引されるのは人ではない、奴ど隷れいだ。

「馬鹿じゃないのか……！」

　憤りに駆かられて、吐はき捨てるように呟つぶやく。いつもそうだ、あの男は。無神経で礼れい儀ぎ知しらず、他人の気持ちなど考えない。というか、他人に気持ちがあることすら、解っていないのではないかと思うときさえある。悪意があって、他人を踏みつけにするのならまだ解るが、そうではなさそうなのがまた性質たちが悪い。

　一体、どう育てればあんな心ない人間になるのか。やはり何不自由なく、誰もに傅かしずかれて生きる立場の弊へい害がいなのだろうか。おそらく今回だって、彼は本気で思っているのだろう──望みを叶えさえすれば、彼女が大喜びで求婚に応じると。

　だが、皇帝の身分で平民と、しかも生まれ素す性じようも解わからない孤こ児じと結婚できると思っている不見識はともかくとして、彼がそんなことを言い出したのは、他ほかならぬ彼女自身の蒔まいた種である。思い返して、ルーナはため息をつく。

「……馬鹿だな」

　──ロキは言うこと聞いてくれると思うよ。たかが皇宮騎き士しの扱あつかい一つで、おれと揉もめてもつまらないだろうし。

　イシュトがそう言ったとき、思わず心が動きそうになった。彼女の行動に巻き込まれたせいで、ベルダが被こうむった不利益を払ふつ拭しよくできるなら、どんな手段を取っても構わないと思った。実際に、彼に落ち度はないのだ。その後のイシュトの態度がああだったせいで、結局話も聞かずに出てきてしまったが、しかしもし彼がもう少しまともな態度でその申し出をしてきていたら、彼女は一も二もなく頷いていただろう。自分の罪悪感を、軽減するために。

　──けれど、きっとそれは、してはならないことだったのだ。

「ルーナ」

　庭の片かた隅すみで座り込んでいる彼女に、背後から声がかかる。振り返る前から既すでに、声の主は解っていた。見れば案の定、ついさっき別れたはずの相手が、建物からこちらへ歩いてくる。

「急にいなくならないでくれ。まだ、話は終わってなかったのに」

　あの状況で、話も何もあったものではなかっただろうとルーナは思ったが、ともあれ、近づいてきたイシュトはごく平静な調子でそう言った。さっき頰ほおを引っ叩かれたことなど、まるでなかったかのように、気まずそうな顔一つしない。

「……何の話だ？」

「何のって、さっきの話の続きだよ。まだ、返事を貰もらってない」

　ルーナは一いつ瞬しゆん、言葉に詰まる。まだ、心の片隅に迷いがある。どうにかして、自分の引き起こした事態を拭ぬぐい去りたい。彼女の行為に、彼女以外の人間が巻き込まれるのは申し訳ないと思う。だがもう、それは取り返しのつかないこと──むしろ、取り返してはならないことだ。

「もう一度、よく考えてくれ。おれと結──」

「──悪かった」

　意を決して謝ると、何か言いかけていたイシュトは目を瞬またたいて言葉を切った。咄嗟に何のことか思い当たらない様子で、首を傾かしげて訊き返してくる。

「何……ああ、おれのこと叩いたから？　あれはひどいよ、びっくりした」

「違ちがう！　そこは、謝る気なんか少しもないから」

　むしろ、拳こぶしでなかっただけ感謝してもらっていいくらいだ。二度とは許さない、今度は必ずそうしてやる、とルーナは相手を睨にらんだが、しかし今言いたかったのはそれではない。

「そうじゃなくて。……私が間ま違ちがってた。おまえの力を当てにして、ベルダを助けてもらおうなんて。──そのために、おまえとロキがうまくやれなくなったら、そんなまずいことないのに」

　帝てい国こくの魔ま法ほうの力を担になう皇こう帝ていと、それ以外の全すべてを任された宰さい相しよう。一見、現実的な権力はすべてロキシスにあるように見える。実際に国を動かすという意味においては、イシュトはお飾かざりの皇帝に過ぎないが、しかしその歯車が嚙かみ合わなくなったらどうなるのか。

「私のせいで、ベルダに迷めい惑わくかけてるのは本当だけど。でもそれで、おまえにロキの決めたことを覆してもらうのは筋すじ違ちがいだ。私のせいなんだから、私がロキに言って改めてもらうか……ベルダに謝るかしないと」

　そして先刻の問答から推おし量るに、彼女が採ることのできる道は後者しかない。本当は、ロキシスの言う通りだと、ルーナにも解っている。ベルダはあのとき、皇宮騎士として、彼女の訴うつたえに耳を貸すべきではなかった。ルーナが何と言おうと、彼女に同情したりせず、屋や敷しきに閉じ込めておかなければならなかった。唆そそのかしたのは彼女だが、選んだのは彼自身だ。『皇宮騎士として』の責任を果たさなかったと、言われて仕方ない部分は確かにあるのだ。

「もう一度、私がロキに頼たのんでみる。それでも駄目なら、ベルダに謝ってくる」

　それが多分、自分にできる、しても許される全てだ。イシュトに、自分の引き起こしたことのせいで、ロキシスとの間に溝みぞを作らせていいはずがない。ルーナがそう言うと、イシュトは何やら当てが外れたような顔をした。

「……それじゃ、ロキは考え直したりしないと思うけど。その騎士のことは、諦あきらめるのか」

「私にできることなら何でもする。でも、おまえがロキに無む理り強じいするのは違うだろう」

「そのくらいで、ロキはおれから離はなれたりなんかしないよ」

　到とう底てい、政務のほとんどを相手に丸投げしている人間の言葉とも思えない。しかしその点に、全く悪びれることなくそう言うイシュトに、ルーナはわずかに眉まゆを顰ひそめる。信しん頼らいしている、といえばそうなのだろうが……。

「……そんなこと言って、面めん倒どうをかけすぎて嫌いやになられたらどうするんだ」

「それでも、彼は離れて行かない。そんなことはできないんだ──ロキが一番大事なのは、この国だから」

　まるで疑っていない様子で、イシュトは答えた。確信、というのとは少し違う。空は青いものだとか、太陽は東から昇のぼるだとか、そうした当たり前の事実を口にするような調子で。

「この国を守ることが、使命だと思ってる。そのために、どうしたっておれは必要なんだ。多少の無理は聞いてくれるよ」

　もちろん、イシュトの言う通りではあるのだろう。ロキシスは皇帝の信任を得る宰相として、国政を取り仕切る権力を委ゆだねられている。彼がその地位を維い持じするためには、イシュトの存在が不可欠だ。滅めつ多たなことでは、イシュトと手を切ろうとまでは考えまい。

　だが、それだけなのだろうか。それだけだと、イシュトは思っているのだろうか。ルーナは、胸の中に何やらもやもやとしたものを感じた。イシュトが、自分勝手な男なのは知っている。およそ、他人の気持ちというものを気にかけることがない。愛していれば口付ける、弱みに付け込んで、他を従えようとする──他の人間もそうするものだと、無意識に信じている。

「……じゃあ、おまえはどうなんだ」

「うん？」

「ロキがこの国のために宰相をやってるんだとしたら、おまえはどうなんだ。ロキの一番大事なものがこの国なら──おまえの一番大事なものは何なんだ？」

　自分がそうだから、他人もそうだと思うのだ。ロキシスが、その地位のためだけに彼の側そばにいると思うのは、イシュト自身が相手を利用しようと考えている裏返しではないのか。他人の心などお構いなしのこの男なら、十分に考えられることだ。一体どんな悪あく辣らつな事情で、ロキシスを今の地位に縛しばり付けているのか。

　しかし、反応は思いがけないものだった。彼女の問いを聞いたイシュトは、ぽかんとした顔で言葉を失ったのだ。心底驚おどろいたようなその様子に、ルーナもまた黙だまってしまう。……そんなに変なことを訊きいただろうか。

「…………」

「…………」

「……あっ、そうだ、君だ。君のことは、大事に思ってる」

「いや遅おそいから。考える間がありすぎだから」

　そんなに無理矢理思い出されてもありがたくない。というか、そもそもそんなことを訊いたのではない。大体、その明らかに今思いつきましたという態度は何なのか。そんなついで扱いにするくらいなら、いっそ黙っていた方がずっといいだろうに。

　しかしそう思いつつ、ルーナは思わず笑ってしまう。どうやら彼なりに、愛を囁ささやいている立場としての義理を果たそうと思いついたのだと思うと、妙みようにおかしかった。どうしてそんなところだけ、律りち儀ぎにやろうと思ったのか。

「何で笑うんだ？」

「笑うに決まってるだろ。そんなに無理してくれなくてもいいのに」

「別に、無理なんかしてない。おれは本気で」

「本気ですぐには思い出せないくらいには、大事に思ってくれて嬉うれしいよ」

　揶や揄ゆする口調でそう言うと、イシュトは黙った。どうやら自分でも、説得力がないことは解ったらしい。しばらく口を閉とざしていたが、やがてルーナが一ひと頻しきり笑ってしまうと、逆に問い返してきた。

「それじゃ、君はどうなんだ？　何が一番大事か、答えられる？」

「少なくとも、おまえじゃないことは確か」

　下手な口説き文句には、相応の冗じよう談だんで返すのが似合いだろう。即そく座ざにそう言ったルーナだが、ふと相手の表情に気付いて口調を改めた。彼女を見つめるイシュトは、意外にも真しん剣けんな表情をしている──まるでその答えが、運命を決める託たく宣せんであるかのように。

「……今すぐに答えろって言われると、困るけど。でもきっと、また見つかる」

「また？」

「前にはあった。もうそれは終わったけど……でもまだ私が生きてるってことは、きっとこの先に、何かあるはずなんだ」

　闘とう技ぎ場に立っていた頃ころ、彼女の目的ははっきりしていた。生命を賭かけて金を稼かせぐのは、自分の生活のためという以上に、恩を返したかったからだ。何の見返りも期待せず、身寄りのない彼女を拾って育ててくれた人たちに、できるだけのことをしたかった。

　だからそれが終わって、もう必要ないと言われたら、どうしていいか解わからなかった。何のために生きていけばいいのか、知らなければ一歩だって動けないと思っていた。──あの夜、彼と一いつ緒しよに、皇宮の下層へ落ちるまでは。

「さっき、言ってたじゃないか。ロキは、この国を守ることを『使命』だと思ってるって。多分、誰だれでもそういうものなんだ──その人にしかできない何かが、いつか目の前に現れる」

　あの夜が、まさにそうだったように。あの暗い迷めい宮きゆうを彷徨さまよって、襲おそい来る魔ま獣じゆうと戦わなければならなかった。突とつ然ぜんのこと、事故のような事態に、当然生命を賭ける覚かく悟ごなどあるはずがなかったが、にもかかわらず、彼女は十分に満足していた。それがあの場で、彼女に与あたえられた『使命』だと思ったからだ──この国に唯ゆい一いつ無二の皇帝陛下を、生きて上層へ帰すこと。

　あのとき、確かに彼女はあの場に必要とされたのだ。どうすればいいか、考える必要などない。生きていく場所など、どこでも構わない。どこでだって、『使命』と出会う──彼女を必要とする、そして彼女もまたそれを望むような、何か。

「だから、また探す。今は見つからなくても、信じて探すよ」

　それが解っただけでも、あの舞ぶ踏とう会に紛まぎれ込んだ意味はあった……と考えて、ルーナははっと思い出す。そうだ、ベルダの件がそのままだ。忙いそがしい宰さい相しよう閣下が、あっさり屋敷から姿を消す前に、もう一度彼の扱あつかいを考え直してもらわなければ。

「イシュト、出てくるとき、ロキまだいた!?」

「あ、ああ」

「ちょっと、先にロキを捕つかまえてくる！」

　こうしてはいられなかった。まだ何か、言いたいことがあったような気がしたが、とりあえずそっちが先だ。またな、と声をかけて、ルーナは屋敷へ引き返す。

「……一番大事……？」

　だから、残されたイシュトが、その背を見送りながら誰にともなく呟つぶやいた声を、彼女が聞くことはなかった。
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「──このようなことが、あっていいはずはない」

　議場に姿を現した男は、室内を睥へい睨げいする目で見み渡わたして言った。大きな窓から夏の日が零こぼれ差し、室内のあらゆる華か麗れいな装そう飾しよくを細部まで照らし出すほどに明るかったが、しかし室内にいる人間は誰も、そうしたものに目を向けはしない。

　居並ぶ人々の視線を一身に受けても、男は微み塵じんも動じる様子はなかった。張り詰つめた空気が場を支配する中、ロキシスはうんざりしながら、しかしその内心を表さないよう注意して、長ちよう卓たくの向こうについた相手を見やる。宝玉の嵌はめこまれた杖つえを従者に預け、天鵞絨ビロードの衣い装しようを纏まとった初老の男は、己おのれの言葉が受け入れられるのを見張るような表情で、どっかりと腰こしを下ろしていた。皇こう帝ていの諮し問もん機関である枢すう密みつ院いんの構成員が集つどう中、その資格のない人間が取る態度ではない。

　だが、いくら疎うとましかろうと、この男を追い返すことはできない。感情を押し殺し、ロキシスは平静な表情を崩くずさず答えた。

「由々しき事態なのは確かだ、ヘムダル卿きよう」

「由々しき、どころではない」

　長卓が、苛いら立だたしげな音を立てる。男の拳こぶしが、磨みがき抜ぬかれた黒こく檀たんの卓を叩たたいたのだ。握にぎりしめられたその手の甲こうにあるのは、魔ま法ほうの術式であり、貴族の証あかしでもある『印』──そこに刻まれたものは特別だ。通常使われる『印』よりも更さらに高度な、より強大な魔ま力りよくを要する術式を、一族で有しているのは、その血統に対する強きよう烈れつな自負ゆえである。名門ストラシア家──彼らの持つ一族の『印』は、〈王の目〉と呼ばれている。

　そして今、ロキシスの目の前にいるヘムダル・ストラシアは、そのストラシア家の家長である。彼が左右に侍はべらせている、揃そろいの服を身につけた男たちの存在に、ロキシスは内心で舌打ちしていた。皇宮の衛兵が守る中に、わざわざ私兵を連れて現れる、その意図は明白だ。

「前ぜん代だい未み聞もんだ、あり得うべからざることだ──我が皇宮が、下等な魔獣どもに蹂じゆう躙りんされるとは」

　口に出して取り沙ざ汰たするほどもない言い回しではある。貴族の多くが帝てい都との居としている皇宮は、彼らにとっても我が家には違ちがいない。しかしヘムダルが、そんな無難な意味で満足しているはずがなかった。この男にとっては、まさに『我が』皇宮のつもりなのだろう。かつて、この国の帝てい位いを伝えていたのは、他ほかならぬ彼らストラシア家であったのだから。

　だが、今はもう違う。言葉の含がん意いには気付かなかった振ふりで、ロキシスはとりあえず無難な答えを返す。

「その折は、ストラシア家にも大いにご助力いただき感謝している。〈王の目〉の協力なくしては、この程度の被ひ害がいでは済まなかった」

「当然だ、我が一族の血は濁にごらぬ。皇宮を守り、『輝き石せき』を支配する血だ。……それも能あたわぬ出で来き損そこないなど、決して生まれん」

　微かすかに息を吞のむ音が聞こえる。皮肉というにはあまりにも侮ぶ蔑べつに満ちたその言葉が、誰に向けられたものなのか、察知できない者はいなかった。ただでさえ張り詰めていた室内の空気が、更に凍こおるように冷え切る。

　しかし当の本人はといえば、特に衝しよう撃げきを受けることはなかった。ただ、鬱うつ陶とうしいと思うだけだ。そんな言葉で、彼を貶おとしめることができると思っている相手も、こちらを窺うかがうようにみる周りも。生まれてこの方、数えきれないほど向けられてきた視線だ。今いま更さら、何を思うことがあるだろうか。

「それで、ヘムダル卿。あなたがわざわざここにいらしてまで、お伝えくださる重要なお話とは何だろうか」

　どうせなら、もう少し気の利きいた厭いや味みでも言えばいいものを。口にする代わりに冷たく問うと、ヘムダルは機き嫌げんを損じたようだった。ストラシア家の長たる彼は、最大の敬意を払はらって迎むかえられるべきである。暗に『たいした用件もないのに出しゃばってくるな』と皮肉られ、我が慢まんできようはずもない。憤いきどおりを込めて睨にらみつけてくる相手から、しかしロキシスも目を逸そらさず、今にも怒ど声せいが響ひびきそうになったとき。

「その、お伺うかがいしたいことがありまして」

　焦あせったように口を挟はさんできたのは、そのヘムダルをこの場に連れてきた男だった。エイリック・アダルは皇宮の内務にかかわる一人であり、枢密院に名を連ねる貴族だ。

「先日の、魔獣の襲しゆう撃げきの件です。ヘムダル卿の仰おつしやる通り、あれは前例のない大事件でございましょう。にもかかわらず、未いまだその詳しよう細さいは発表されていない」

　言葉の最後に込められた不満の響きが、決してアダル一人のものでないことは、ロキシスにも解わかっている。辺境の小こ競ぜり合いを除けば、大国フォーセガルドはこの百年ほど、本格的な戦争を経験していない。帝都に侵しん攻こうの危機が迫せまったのは建国後の動乱期のみ、そしてその頃でさえ、皇宮に対して攻こう撃げきが加えられたことなど一度もない。

　それが、得体の知れない異形の化物に襲われて、あわや大だい惨さん事じともなりかねないところだったのだ。当初はただ衝撃を受けていただけの住人が、それが行き過ぎた今、その理由を求めはじめるのは当然の流れといえる。人々のそうした声を知りながら、しかしロキシスは事件の詳細は公表しない方針を取っていた。

「まだ、調査中だからだ。全すべて判明し次し第だい、発表する」

「それでは遅おそい。世間は大いに不安がっております。少しでも事情が解れば、動どう揺ようも収まるかと」

「中ちゆう途と半はん端ぱに知らせてどうする？　それこそ、余計に不安を煽あおるだけだ」

　むしろ、真相を明らかにする方が人心の動揺を招くに違いない。一いつ般ぱん的には、あの魔獣による襲撃は異常な自然現象だと考えられている。大おお嵐あらしや洪こう水ずいのように、人の力の及およばない現象が、辺境から魔ま獣じゆうを呼び寄せたのだと。

　しかし、実際はそうではない。あの魔獣は、皇宮を襲おそうために人じん為い的に生み出されたものだ。だからこそ、今それを周知させることはできなかった。そんなことが人の手でできるとなれば、ますますの混乱は必至だ。人々の安全のためにも、皇宮の威い信しんのためにも、真相を公表することはできない──せめて、ことを成した者を捕とらえるまでは。

　そしてここにいる者たちは皆みな、そうした事情を知っているはずだ。皇宮の下層から、魔獣を生み出す術式が行われた痕こん跡せきが発見されたときに、枢密院には緘かん口こう令れいとともに話を通している。そのときには一いつ致ちして、まだ公表には時じ期き尚しよう早そうという結論になったはずなのに、今更何を、と眉まゆを顰ひそめるロキシスに、思いがけない言葉が返ってくる。

「──本当に、それだけかな」

　再び、ヘムダルが口を開いた。依い然ぜん、剣けん吞のんな眼まな差ざしを向けながら、意味ありげな問いを投げかけてくる。

「どういう意味だ？」

「果たして本当に、調査なるものは進んでいるのか。本当は、とうに事態ははっきりしていて──ただ、それが明らかになっては困る者があるのではないか」

「卿は、この場の正当な出席者ではない。ただ妄もう言げんで場を乱すことが目的なら、即そつ刻こく退去してもらわざるを得ない」

「こんな噂うわさがあることはご存じか」

　ロキシスの発した警告も聞こえないふりで、ヘムダルは勝手に言葉を続ける。その目を眇すがめ、聴ちよう衆しゆうの気を引くように間を置いてから、はっきりとした声で言う。

「魔獣が皇宮に侵しん入にゆうしたということは、皇宮の障しよう壁へきは奴やつらを防げなかった──皇帝には、障壁を維い持じするだけの力がないのだと」

　咄とつ嗟さに、二の句が継つげなくなる。ロキシスは一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしたが、すぐに相手の意図を察知した。『噂』などというのは噓うそだ、本当は、この男がそう言いたいに違いない。フォーセガルドの皇帝に求められる資質はただ一つ、『ヴァルシウスの術式』を維持し続けるだけの魔力、だが皇宮を守る障壁を魔獣に破られたとなれば、その資質も疑わしい──今きん上じよう帝ていイシュトヴァルドの帝位を問う、絶好の機会だと。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　心から、ロキシスは言った。そんな無茶な言いがかりが通るはずもない。そもそも、皇宮の障壁は破られてはいないのだから。魔獣は外から襲ってきたのではない、内部で何者かが、新しい術式を使って発生させたものだ。

「ヘムダル卿。あなたはご存じないから、そう思われるのも解わからないではない。だが、それは見けん当とう違ちがいだ。障壁は……」

「破られなかった証しよう拠こはおありか。あるいは、魔獣が外から押し寄せたのではなく、皇宮内に生じたという証拠は」

　こともなげにヘムダルは言い、ロキシスはまたしても一瞬言葉を失ってしまう。この男は、既すでに魔獣がどこから現れたのか知っているのか。

　まあ、ストラシア家の力を以もつてすれば、この程度の情報を摑つかむのは容た易やすいことだろうが。そう思いつつも、ロキシスは居並ぶ顔をじろりと見回した。どうせ知られると思ってはいたが、実際に話を洩もらされるのはやはり歓かん迎げいできない。

　しかし、今はそれも好都合と言えなくもない。知られているなら、話が早い。

「証拠か。戴たい冠かんの儀ぎ式しきの間に残るあの術式が、何よりの証拠だろう。『輝石』の影えい響きようを排はい除じよしたあの場所に、無理矢理『輝石』の力を引き込むことで、国境と同じような状態を作り出したと──」

「しかし、我々の誰だれも、その術式を目にしてはおりません」

　それまで黙だまっていた人間が、唐とう突とつに口を開いた。ダンジェス・ベルファリは、他国との外務に携たずさわる者として、この場に席を有している。意外な発言者に、ロキシスは密ひそかに驚おどろいた。身分のある貴族だが、特に有力な一族の出身とは言えないこの男は、常に力ある他ほかの貴族とは距きよ離りを置いて、しかしロキシスに近付くでもなく、独自の立ち位置を占しめるよう動く。一方的に、ストラシア家の肩かたを持って口出ししてくるとも思えない。

「件くだんの術式は、発見直後より宰さい相しよう閣下のご命令によって、軍に厳重に守られています。近付けるのはごく一部の、閣下の許可された研究者のみ」

　しかし、情勢を読めないとも思えない。続く言葉に、ロキシスは眉まゆ根ねを寄せる。確かに、彼の言う通りだ。だが、それがどうしたというのか。

「であれば、我々には正直判断ができません。本当に、その術式が魔獣を生み出すものか、それとも」

「──ただの飾かざり、落書きであっても同じことだ。誰の目にも晒さらされないのなら」

　ベルファリは最後まで言わなかった言葉を、ヘムダルが無ぶ遠えん慮りよに引き取って告げる。元の発言主は迷めい惑わくそうに顔をしかめていたが、敢あえて訂てい正せいはしなかった。つまりは、そういうことか。

「……私が、噓をついているということか。魔獣を生む術式など、本当に存在するのか解らないと？」

「噓でないのなら、公開すればよかろう。あれほどに厳重に隠いん匿とくしなければならない理由が、他にあるとでも」

「言いたくはないが、随ずい分ぶんと耄もう碌ろくしたな、ヘムダル卿きよう。魔ま法ほうと術式は国の機密だ。ましてや、見つかったのは過去に類を見ない術式だ、簡単に人目に晒せるものではないことくらい、理解できると思っていたが」

　そうは言いながら、しかしロキシスの方も、己おのれの言を証明できないことに気付いている。あの術式を、彼らに見せることはできなかった。彼らに不ふ審しんがられるほどに急いで兵を遣やり、厳重に封ふう鎖さしているのも、そのためだ。高度な術式だからではない、むしろその逆だ。

　──あれ、もう消しちゃった方がいいんじゃないか。見られたら、すぐ真ま似ねされるよ。

　魔獣の発生装置を発見し、そこに使われている術式を確かめたイシュトは、一見しただけでそう言ってきたものだった。彼に言わせれば、この装置を作った者の功は、魔獣が特定の条件で発生する『状態』であることを突つき止めたことであって、使われている術式自体はひどく単純なものらしい。魔獣とは、『輝き石せき』の力が干かん渉しようする場と、そうでない場の境目に現れる、実体のある影かげである。闇やみの中で明かりを灯ともせば、影を生み出すことができるように、やり方さえ解れば、魔法の知識を有する者なら、容易に再現することは可能だ──そして今度は、誰が何の目的でその力を振ふるうか、解ったものではない。

「根も葉もない憶おく測そくを聞いている暇ひまはない。用件はそれだけか、ヘムダル卿」

「我が問いに答えぬか。『噂』はそのままにしておく方針と、理解していいのだな」

「方針も何も、妄言に対する答えなどあるものか。魔獣を生む術式は確かに存在するし、皇宮の障壁は破られていない。皇こう帝てい陛下はご健在だ──あの魔獣どもを消し去ったのが誰の力か、解らなかったわけではないだろう」

　あの夜、広大な皇宮に満ち溢あふれた魔獣を、一瞬で消し去った白い光。その力の本質を感じ取ることはできないロキシスでも、あれが尋じん常じようならざる力の奔ほん流りゆうであることはすぐに知れた。こんなことができるのは、一人しかいない──これができなければ、皇帝になどなれないのだと、改めて思い知るほどの力。

　だがそう指し摘てきしても、ヘムダルは悪びれる様子もない。どころか、唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「ああ、あれか。確かにたいしたものだ。だが、あれは本当に、意図的に行われたことなのかどうか」

「……何が言いたい？」

「『ヴァルシウスの術式』から力を引き出せば、あんな魔獣ごときを一いつ掃そうするのは容易かろう。しかし問題は、それが制せい御ぎよされたものであるかどうかだ。あれは、人の器うつわを超こえた力よ──あれが、暴走でないとどうして言える？　既に皇帝には、『術式』の手た綱づなを取る力はなく……そしてそなたが、それを必死に隠匿しておるのではないとどうして言い切れる？」

「馬鹿な……！」

　そんなことがあるはずがない、難なん癖くせも大たい概がいにしてほしい──しかしそう言いかけて、ロキシスは周りの空気に気付いた。これほどに明らかな言いがかりを耳にしても、ヘムダルの言い分を窘たしなめる者はない。もちろん、ストラシア家の名に遠えん慮りよするところもあるのだろう。余計なことを言って、睨にらまれたくないと考えるのも当然だ。しかし一方で、彼らはどこかで疑ってもいる。本当に、皇帝に『術式』を維持する力があるのかどうか。彼らの前に姿を見せない皇帝は、実はその資格を失っていて──その名を利用する者が残っているだけなのではないかと。

「……あの皇帝がいなくなって、一番困るのはそなただ、宰相閣下」

　敢えて敬けい称しようをつけて呼び、ヘムダルは侮ぶ蔑べつに満ちた視線を向けてくる。昔から、この男にとってロキシスは人ではなかった。魔法の血脈、名門ストラシア家の血に誇ほこりと執しゆう着ちやくを抱いだく男は、その血筋を帝てい位いから退けたものに敵てき愾がい心しんを隠かくさない。先帝であった父にも、そしてその血の『欠けつ陥かん』を示すロキシスにも。

「出で来き損そこないの皇子が、今もってこの場に座っておられるのは、あの皇帝の存在あってのことだからな。失いたくはなかろう」

「ヘムダル卿」

　さすがにこれは暴言も過ぎると聞こえたのだろう、肩を怒いからせる老貴族に、窘める声が浴びせられる。しかし、だからといって風向きが変わったわけでもない。これまでは黙っていた者たちからも、ぽつぽつと意見が発せられる。

「こうなっては、一度、陛下にご臨席いただくべきでは」

「直接お話をお伺うかがいできれば、間ま違ちがった風説もすぐに消えよう」

「未いまだ詳しよう細さいは解らぬとはいえ、公平な場で正しい情報を発してもいい頃ころ合あいでしょう」

　何が公平だ、とロキシスは苦々しく思った。この流れではどう考えても、イシュトが吊つるし上げられるのは避さけられないだろう。予期せぬ魔ま獣じゆうの侵入に怯おびえた皇宮の住人は、その責任を問う矛ほこ先さきを探している。魔獣を生み出した真の犯人を捕とらえないうちに、皇帝を矢や面おもてに立たせれば、彼の責任でないことまで押しつけられかねない。

「無論だ。いや、必ずそうしてもらおう」

　議場の空気を受けて、ヘムダルはいよいよ尊大に言い放つ。

「皇帝の能力は、帝てい国こくの存続に関かかわる大事。その力なき者に、玉座を任せておくわけにはいかん。……所しよ詮せん、田舎いなか貴族の倅せがれごときには過ぎたものであったと、明らかになろうよ」

　尽つきることのない悪意。向けられることには慣れている。けれど、それを自分以外のところに向けられるのは我が慢まんならない。ロキシスは半ば反射的に言い返した。自分はともかく、イシュトに対する悪意にだけは報むくいなければ。

「もちろんだ。相応ふさわしくない者が玉座に上ればどうなるか、歴史が証明してくれている。〈狂きよう王おう〉は、追われるべくして玉座を追われたのだから」

　瞬しゆん間かん、ヘムダルの表情が歪む。〈狂王〉は、ストラシア家が輩はい出しゆつした最後の皇帝ミディアスの通り名だ。皇帝に相応しい強大な魔ま力りよくと、皇帝に相応しからぬ暴ぼう虐ぎやくな気き質しつの主であり、最終的には騙だまし討うちのような形で帝位から引きずり下ろされた。その結果、帝位を得たのがロキシスの曾そう祖そ父ふに当たる人物で、以降帝位はストラシア家の手から離はなれたままである。家門の誉ほまれが傷つけられた事件のことを、それもロキシスの口から言げん及きゆうされるのは、ヘムダルにとっては腹に据すえかねる屈くつ辱じよくに違ちがいない。

「この若造が……！」

「陛下には、私から申し上げておく。諸卿らの総意で、異存はないか」

　見回して尋たずねる。異議が出ないのを確かく認にんして、ロキシスは素す早ばやく席を立った。これ以上、戯たわ言ごとを聞くのは時間の無む駄だだ。閉会の合図に、慌あわてて席を立つ一同の中、怒りに満ちた表情のまま立ち上がりもしないヘムダルに一言告げる。

「……その折には、もう少しまともな礼節を期待している。今日はともかく、皇帝陛下に膝ひざも折れない輩やからなど、皇宮に必要ない」

　意外にも、相手は激高しなかった。炯けい々けいと輝かがやく目が、得体の知れない迫はく力りよくで、投げかけられた言葉を跳はね返す。その異様な雰ふん囲い気きに、思わず立ち去る足を止めたロキシスに低く答えながら、ゆっくりと立ち上がる。

「礼節だと？　わしは心得ておるつもりだがな……真実、皇宮に必要ないのは、一体誰だれなのかも」

「…………」

「すぐに、解わかる──次に会うときにはな」

　従者が差し出す杖つえを取ると、立ち尽くしている他の人々を意にも介かいさず、老貴族は悠ゆう然ぜんとその場から立ち去る。粘ねばつくような、怨おん念ねんにも似たその声を振り払はらうように、ロキシスもまた身を翻ひるがえすと、常よりわずかに乱暴な足取りで、その部屋を出ていった。
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　──今いま更さら、何だというんだ。

　屋や敷しきへ戻もどったロキシスは、自室の扉とびらを閉めると、我知らずため息をついた。既すでに窓の外からは、夕ゆう陽ひの残照すら消え去っている。室内にも迫せまる闇やみの気配を、灯火の明かりが退ける。皇宮では一いつ般ぱん的な、魔ま法ほうで生み出される紫むらさきの炎ほのおではない、赤みがかった光を放つ、本物の炎──紫の炎を扱あつかえない彼のために、召めし使つかいが定時にやってきて灯ともしておくのが、この屋敷の習慣である。

　だが、ちらちらと揺ゆれる明かりが、今日は妙みように疎うとましい。つい光から目を背そむけて、しかしそんな自分がまた腹立たしく、ロキシスは胸の内で再び繰くり返した。今更だ、何を言われたって構いはしない。言いたい者はどうしたって言うものだし、それを抑おさえる術すべなどない。

　──出来損ないの皇子──。

　……しかし、まあ、『今更』『構わない』からといって、無ぶ遠えん慮りよに対し腹が立たなくなるわけでもない。ロキシスは一つ舌打ちを漏もらして、己の心を認めることにした。やはりどう考えても、腹が立つものは腹が立つ。

「あの老いぼれが……。いつになったらくたばるつもりだ」

　今にはじまったことではない、ヘムダル・ストラシアは昔から彼の仇きゆう敵てきである。彼の、というよりは、彼の血族の、というべきか。〈狂王〉以降、再び帝位を取り戻すことは、ストラシア家の悲願となった。特に、現在の家長であるヘムダルは、権けん勢せい欲よくの強い男だ。ロキシスの父であった先せん帝ていの時代から、絶えず帝位を狙ねらい続け……そしてロキシスは、その絶好の口実であり続けた。皇こう帝ていとしての能力にも、為い政せい者しやとしての才覚にも欠けたところのなかった父の、ただ一つの『欠陥』として。

　苛いら々いらと、室内を歩く。来客用の長なが椅い子すの上に、小さなクッションが目に留まった。いつもはそこにあることすら意識になかったが、この際ちょうどいい。手に取って、腹立ち紛まぎれにそれを椅子に叩たたきつけたとき。

「珍めずらしいな。八つ当たり？」

　吞のん気きな声が背後から聞こえて、ロキシスはぎょっとして振ふり向いた。断りもなく扉を開けて入ってきたのは、よく知った相手だ。

「冷静沈ちん着ちやく公平無私の誉れも高い、宰さい相しよう閣下らしくもないじゃないか」

「イシュト……おまえ、入ってくるなら扉を叩くくらいしろ！」

　多少の気まずさから、咎とがめる口調も険しくなる。といっても、イシュトの行動は十分それに値あたいする。他人の部屋に無断で入るな、などという基本的な礼れい儀ぎもなっていないとはどういうことか。しかしイシュトは軽く肩かたを竦すくめただけで、悪びれず答える。
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「扉の向こうからでも、機き嫌げんが悪そうな感じがしたからさ。先に合図して、入れてもらえなかったら嫌いやだから」

「…………」

　普ふ通つうはそれなら、余計に部屋の主の様子を窺うかがおうと思うものではないのか。そもそも、機嫌が悪いと気付いていたなら、出直そうとは考えないのだろうか。……考えなかったのだろうと容易に結論が出て、ロキシスはそれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめた。イシュトに常識などというものがないことは、よく解っている。皇宮から出ることも、ロキシス以外の他人と意見を摺すり合わせるような経験もない──他人とのまともな関わり方など、身に付くはずもない。

「……それで、何の用だ？」

　だがそう思っていながらも、結局は訊きいてやってしまう彼も、その傾けい向こうを助長させてしまっているに違いない。薄うす々うす自覚はしているものの、しかし幼い頃ころからの習慣がすぐに変えられるはずもなかった。今更ながらに昔むかし馴な染じみの言動と自分の対応を省かえりみるロキシスだが、当の本人はまるで反省する様子もなく答える。

「ああ、そうだ。一応、ロキにも言っておこうと思って。──今度、ルーナをここから連れ出すよ」

　切り出された用件は、ある意味、予想できてはいたことだった。あの娘むすめをこの屋敷に置くようになってから、イシュトの関心はほぼ彼女に集中している。それにしても、突とつ然ぜん何を言い出すのか。

「ちょっと待て、何をする気だ？」

「書庫を見せてあげようと思ってさ。『精せい霊れいの民たみ』について、ちゃんと知りたいって言うから」

　頼たのまれたんだよ、とイシュトは言い、ロキシスは訳ありの居い候そうろうの顔を思い出した。元は闘とう技ぎ場に立つ〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉、壁かべの外でごく普通に生活していたルーナは、当然のことながら、己おのれの意志とは無関係に強制された皇宮での生活に、不満と疑問を抱いだいているようだった。もちろん、彼女にとって理り不ふ尽じんな環かん境きようを押し付けたということはロキシスも承知している。少し前、屋敷を離れて舞ぶ踏とう会に紛れ込んだ彼女の行動も、きつく咎めこそしたが、本当は心情が理解できないわけでもない。むしろ、そんな気持ちを抱かかえていながら、泣きもせず怒り狂くるいもせずここで暮らしはじめた彼女の態度は、理性的と評価できるものだとも思う。

　その彼女が、今になって改めて『精霊の民』のことを知りたいというのは、おそらく抱えた不満と疑問を解決したいからだろう。彼女は彼女なりに、この場所にいることを受け入れようとしているということか。

「……必要なら、誰か説明できる奴やつを寄よ越こすが。わざわざあんなところに出向くこともないだろう」

「おれより詳くわしく話せる奴なんているの？　それに、話だけじゃなく証しよう拠こが見たいんだってさ」

「じゃあ、少し待て。誰を護衛につけるか決める」

「ルーナになら、要いらないよ。おれが一いつ緒しよにいれば問題ない」

「おまえがくっついてるなら、余計に要る」

「要らないって。それに、差し当たって当てもないんだろ」

　見み透すかしたように言われ、ロキシスは渋しぶ々しぶ認めざるを得ない。ベルダをルーナの側そばから離はなしたのはいいものの、その後任はまだ決めていなかった。皇宮騎き士しであれば、誰であっても能力や任務に対する忠実さは疑うべくもないが、皇宮内の貴族との縁えんがなく、その筋からの圧力に無む縁えんで、万が一にも秘密を漏らすことがないと確信できるベルダの存在に比ひ肩けんするものはない。

「……仕方がない。滅めつ多たな奴を選ぶよりは、おまえでいい。だが、書庫まで往復するだけだ、他ほかには行くな。あと、目を離すなよ」

　結局のところ、細々注意を与あたえて、ロキシスは頷うなずいた。どうせ止めても、イシュトはしたいようにするだろう。彼に話を切り出してきたときに、「連れ出してもいい？」ではなく「連れ出すよ」と宣言していたのがいい証拠だ。はじめから、許可など求めていない。事前に報告してきただけましか。

「ああ、解ってるよ」

　しかし、その報告が終わったというのに、彼は立ち去る気配を見せなかった。嬉うれしそうにそう答えたものの、その場に留とどまったまま、まだ続く言葉を待っている。

「……？　まだ何かあるのか」

「おれにはないよ。今度は君の番だ」

　何気ない言い方で水を向けられ、ロキシスははたと思い出す。今日、枢すう密みつ院いんの議場で話されたことは、イシュトにも伝えなくてはならない。魔ま獣じゆう襲しゆう撃げきの件を受けて、彼にも釈しやく明めいの場に出てきてもらわなければならないと。

　そしてイシュトは、何かを薄々察しているらしい。じっと言葉を待つ瞳ひとみと目が合って、ロキシスは少し逡しゆん巡じゆんしたが、やがて一つため息をついて言った。

「……すまない」

　真っ先に口をついて出た詫わび言に、イシュトは怪け訝げんな顔をする。しかし、そう言わずして何と言うべきか。今日の会議の結果は不本意だった。ヘムダルのような男に相対するのは、ロキシスだけで十分だったはずなのに、結局イシュトを引っ張り出すことになってしまった。

「次は、おまえにも来てもらわないといけない。……おまえは嫌かもしれないが」

　先日の魔獣襲撃の件が、話題に上っていることを伝える。皇宮に動どう揺ようが広がっていること、それを機に、皇宮を守る皇帝の力にまで疑いを煽あおろうとする者があること。会議の席上でぶつけられた、明らかな悪意のことは黙だまっておいた。知らせてどうなるものでもない……改めて口にしたくもない。

「……なるほど。つまり、おれが帝てい位いに相応ふさわしいかどうか、見定めてやるっていうことか。びっくりするほど今いま更さらな話だな」

「言いがかりなのは確かだ。が、何の見込みがあってそんな主張をしてきたのかが解わからない。とにかく、おまえは注意して……」

「でも、それで向こうが満足するなら別にいい。どうせ、おれと君に文句言いたいだけなんだろうから」

　しかし何も言わずとも、イシュトは気付いていたらしい。あっけらかんとそう言うと、ロキシスを見やって微かすかな笑えみを浮うかべる。

「相変わらずみたいだね、ストラシアの御ご仁じんは。あそこまで主張が徹てつ底ていしてると、いっそ清すが々すがしい気もするな」

「……おまえ、何で知って」

「何も知らないけど、それしか考えられないじゃないか。言いがかりだって解っていながら、君が譲じよう歩ほせざるを得ない相手なんて、決まってる」

　その口くち振ぶりは本当に何気なくて、すっかり何もかも心得ているようで、ロキシスは思わず言葉を失ってしまう。これまで、イシュトにはそんなことを知らせないできたつもりだった。イシュトがその身を代だい償しように、帝てい国こくの魔ま法ほうを維い持じする皇帝の務めを果たすなら、それ以外のものを引き受けるのが自分の役目だと思ってきた。帝国のために何かを切り捨てることも、誰だれかを敵に回すことも、謂いわれない悪意を受けることも──それができなくて、どうして『宰相』など存在する意味があるというのか。

　もしイシュトまで、ストラシア家の悪意に晒さらされているとしたら、それは守りきれなかった彼の力不足に他ならない。ロキシスは愕がく然ぜんとするが、しかしイシュトは、そうしたことは気にしていないようだった。ふと真顔に戻もどると、じっと彼を見つめる。

「それで、どうしたんだ」

「？　何がだ」

「さっき、椅い子すにクッション投げてたじゃないか。また、喧けん嘩かでもした？」

「……おまえには、関係のないことだ」

　咄とつ嗟さに、質問を回かい避ひする。できるだけ何事もなく告げたつもりではあったが、僅わずかに声が強こわ張ばった自覚はあった。ロキシスは口を噤つぐみ、目を背そむける。

　今更、何を言われようと構わないと思っている。しかし、それでいてヘムダルの悪意に満ちた言葉を自分で口にできないのは、やはりどこかで、それが正しいと知っているからだろう。父の帝国を支えることができなかった、『出で来き損そこないの皇子』──この国を守るためには、どんなことだってしようと思うのに、彼にはその力がない。

「関係あるさ。──たとえ何が理由でも、君にストラシアと揉もめてもらうのは困る」

　しかし、話を終わらせようとロキシスが再度口を開く前に、イシュトが思いがけないことを言った。もう一度、視線が合う。真っ直すぐに向けられる眼まな差ざしに、ロキシスは少し戸と惑まどってしまう。見慣れたはずの緑の瞳が、見慣れない光を帯びて見える。

「……どういうことだ？」

「どうって、そのままの意味だよ。ストラシア家が、完全に敵対するようなことになったら、おれたちだって困る。どの程度喧嘩したのか教えてくれ、今度会ったら、機き嫌げんでも取っておかないと」

「機嫌だと！」

　思わず、声を荒あららげて言い返す。それは、咄嗟には受け入れ難がたい言葉だ。ロキシスは、まじまじと相手を見つめた。イシュトは何の表情も浮かべないまま、淡たん々たんと続ける。

「ヘムダル・ストラシアが、いけ好かない男だってことは解ってる。それでも、ストラシア家とは手を組んでおかなきゃいけない」

「正気か？　そんなこと、できるわけがない。奴らの望みは帝位だけだ。懐かい柔じゆうなんかしようとすれば、手を嚙かまれるだけだぞ」

　敵対するようなことになったら、どころではない。既すでに敵対しているのだ。そして帝位を有する者が彼らに対して取るべき態度は、彼らの要求を毅き然ぜんとはねのける以外にあり得ない。共存することはできる、しかし並び立つことはできない。絶対に許してはならない。

「帝位か、結構なことじゃないか。彼らには、それを狙ねらうだけの力がある。人ひと柄がらはともかく、ストラシアの血脈は優ゆう秀しゆうだよ」

　一いつ般ぱん的に、魔法の資質は遺伝するものとされている。もちろん例外はあるものの、優すぐれた魔ま力りよくを持つ者の子は、また資質に恵めぐまれているものだ。帝国貴族の中でも、長く歴史を持つ家は、まだ『印』が発明されていなかった時代から魔法を扱あつかうことができた人々の、優れた資質を受け継ついでいる。

　中でもストラシア家は、より魔力の強い子を得ることを最大の目的として代を重ねてきた名家だ。何代にも亘わたって皇こう帝ていを出してきたその血は、現代になっても薄うすまってはいない。

「ヘムダル卿きよう自身はたいした魔力の持ち主じゃないけど、一族を見み渡わたせば、確かに帝位に相応しい人材はいるよ。卿の……息むす子こだっけ、甥おいだっけ？　彼なんかとてもいい。ヘムダル卿が、なかなか諦あきらめないのも解る」

「何が言いたい」

　ロキシスは苛いら立だちを込めて睨にらむ。しかし険悪に質ただされても、イシュトは口を閉とざそうとはしなかった。淡々とした声こわ音ねは揺ゆるぎもしない。

「彼らには、この国を支える力がある。魔力、名声、全すべてにおいて。ロキ、君は彼らとうまくやるべきだ──おれ以外に、帝国と『ヴァルシウスの術式』を支えられそうなのは、間ま違ちがいなく彼らだろうから」

「ふざけるな！」

　そんなことが、あってたまるものか。あんな連中に、この国を渡わたすことなどできない。一いつ瞬しゆん、何もかもぶちまけてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。父を侮ぶ辱じよくし、皇帝に敬意の欠片かけらも払はらわない、彼らと手を組む理由がどこにある。

　そしてイシュトもまた、そう考えていると思っていた。だからこそ、ロキシスを宰さい相しように置いているのではなかったのか。父の帝国を守ることを是ぜとするなら、ストラシア家の権けん勢せい欲よくを容いれることなど、あってはならないことなのに。

　──おれ以外に、帝国と『ヴァルシウスの術式』を支えられそうなのは……。

「おまえは、役目を放ほう棄きするつもりか。帝位を捨てて、何もかもストラシアに明け渡すとでも」

「そんなつもりはない。ただ……」

「つもりはなくても、結果的にそうなる。譲歩はする、妥だ協きようもせざるを得ないなら仕方がない。だが、この国をくれてやるわけにはいかない。……おまえには、価値のないものであったとしてもだ」

　言い様のない感情が、胸に広がる。イシュトにとって、帝位も帝国もさして大事なものではないのだ。そのこと自体は別にいい、とうに知っていることだし、今更価値を強制できるものでもない。

　ただ、どうしても考えてしまう。いつもは割り切った振ふりをして、見ないように押し込めているその感情が、こんなときには溢あふれ出て、身体からだの内側を搔かき毟むしる。どうして、彼なのだろう。こんなにも願っているのに──どうして父の帝国を守るのは、この自分ではないのかと。

　目の前の幼おさな馴な染じみを見やる。はじめて出会ったときから、ずっと思い知らされてきた。この国が必要としているのは、いつだってイシュトの方だ。彼が望んで止やまないものを、当たり前に持っていて……あっさりそれを手放してしまえる。

　少しの間、沈ちん黙もくがあった。だが結局、先に目を逸そらしたのはロキシスの方だ。疾やましい気持ちを誤ご魔ま化かすように、事務的に話を戻す。

「とにかく、次に奴やつらと顔を合わせるときには、おまえにも来てもらう。だが、ストラシアと馴なれ合う必要はない。余計なことはしなくていい」

「……解ったよ」

　答える声もまた、平静なものだった。落らく胆たんも、逆に茶化すような響ひびきもない。しかしだからといって、イシュトが何も感じていないというわけではないようだった。ぽつりとそう答えると、そのまま背を向ける。別れの言葉もないままに、さっさと扉とびらを出て行ってしまう。

「…………」

　その後ろ姿を見送って、ロキシスは深く息をついた。イシュトは腹を立てただろうか。そうだとしても、彼が出て行ってくれたのはありがたかった。これ以上話していたら、言いたくないことまで言ってしまいそうだ。言ってはならないことも──彼にとっても自分にとっても、傷つく結果にしかならないことも。

　閉ざされた扉から、視線を転じる。長なが椅い子すにぶつけられたクッションが、先刻のまま転がっているのを拾い上げて、ロキシスは一人呟つぶやいた。

「……イシュト。おまえは間違ってる」

　──珍めずらしいな。八つ当たり？

「珍しくなんかない。俺は……いつもそうなんだ、ずっと」

　彼が望みを叶かなえられないのも、イシュトが力を持っているのも、誰だれのせいでもないと解わかっているのに──それでも思いを止められない。

　再び手にしたクッションを、しかしもう投げつける気にはならなかった。憂うさ晴らしのはずが、何故なぜか更さらに鬱うつ屈くつした気分を抱かかえ込んでしまい、ロキシスは何とも知れない罪悪感に駆られながらクッションを叩たたくと、丁てい寧ねいに元の位置に戻しておいた。
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　ひんやりとした石造りの通路に、人ひと気けはなかった。外には夏の焼けつく日差しが容よう赦しやなく降り注いでいるはずだが、辺りは肌はだ寒ざむいくらいだ。魔ま法ほうで、ありとあらゆる人間の欲求に応こたえている皇宮では、窓に術式を嵌はめこんで外の暑熱を遮さえぎり、適度に冷たい空気を循じゆん環かんさせるようなことさえしているらしいが、ここの空気はそうした人じん為い的なものではないようだった。厚い石いし壁かべは熱も通さず、小さな明かり取りの窓だけがぽつぽつと、昼間でも薄うす暗ぐらい通路を照らしている。

「君を、書庫に連れて行ってもいいってさ」

　その日、いつも通りふらりとルーナの前に現れたイシュトは、唐とう突とつにそう告げた。何のこと、と首を傾かしげたルーナだが、続く言葉で思い出す。

「前、言ってたじゃないか。『精せい霊れいの民たみ』のことを知りたいって」

　積極的にそう思うようになったのは、皮肉なことに、この屋や敷しきから出ることを完全に止められてからのことだ。以前、軍の研究所に行かされていたときは、勝手に調べればいいと思っていただけだった。『精霊の民』の血を引いていると言われても、ルーナの与あずかり知らぬことである。それで何が解っても解らなくても、関係ない。もう帰る場所はないのだから、どうなっても構わないと。

　だが、そんな風に考えるのは馬ば鹿かげていると気付いた。帰る場所がないのなら、行き先を見つければいい。彼女の人生が縛しばられるのは、『精霊の民』であるが故ゆえのことだとしたら、その点について無関心でいることはできない。もちろん、魔法のことは何も解らないし、そもそも学もない彼女に何ができると言われれば返す言葉もないのだが、しかしこのまま何も知らずに、運命が変わるのを待ち続けるのは嫌いやだった。自分の『使命』は、自分で動かなければ見つからない。

「この国が興おこってから今までの記録が残っている。まあ、『精霊の民』についての記録は限られてるんだけど……おれに訊きいてくれたらいいのに」

　後半は少し不満げに、イシュトは呟いた。遠い昔に姿を消した古い民族について、ルーナに一通り話をしてくれたのは彼なのだが、彼の話だけではなく、彼の説明の基もとになった遺物が見たいと言ったのが気に入らないらしい。

「思いつくことはもう訊いたもの。これ以上は、何を訊いたらいいのか解らない。実際に見たら、また何か知りたいことが出てくるかもしれないじゃないか」

　しかし、今の彼女はこの屋敷を出ることができない。結局、皇宮騎き士しの処分を解こうとしたルーナの試みは、徒労に終わっていた。新たに護衛をつけられないのは適任がいないせいか、それとも忙いそがしい宰相閣下が忘れ果てているせいかは解らないが、目付役もなく屋敷から出すわけにはいかないと、事実上の軟なん禁きん状態になっている有様だ。勝手にここを抜ぬけ出したことで迷めい惑わくをかけたと思ってはいるから、しばらくは大人しくしているつもりではあるが、せっかく動き出すべき方向を定めたというのに、実行に移せないのは耐たえ難がたかった。せめてもう少し早く思いついていれば、動きようもあったかもしれないのに、と今いま更さらながらに後こう悔かいしていたところに、イシュトのこの誘さそいだった。

「いいのか、本当に？　ロキもいいって？」

「ちゃんと言ったよ。おれと行くから心配要いらないって」

　やがて二人は通路の奥で、重じゆう厚こうな大扉に突つき当たった。今にも飛び出してきそうな躍やく動どう感を持って彫ほり込まれた異形の怪かい物ぶつは、扉を守る番人のつもりであろうか。威い圧あつ感かん溢あふれる扉に、思わず足を止めるルーナと違ちがい、イシュトは慣れた仕草で扉を押した。意外にも音一つ立てず、扉は奥へと開かれる。

　真っ先に感じたのは、独特の空気だ。微かすかな香かおりは黴かび臭くさいとでも言うべきものなのだろうが、不思議と嫌な感じはしなかった。圧あつ倒とう的な静せい寂じやくの中、一歩足を踏ふみ入れて、ルーナは小さく声を発する。

「……すごい」

　見上げた先に、天てん井じようがなかった。あるにはあるのだろうが、暗がりの向こうに消えてはっきりとは見えない。人の手が届く高さに作られた窓以外は、巨きよ大だいな棚たなが壁かべを覆おおっており、その棚が果てしなく天まで聳そびえているのである。一つの塔とうを丸々くり抜いた空間に、ありとあらゆる古いものがぎっしりと詰つめ込まれている様は、吹ふき抜けというのに異様な圧あつ迫ぱく感かんさえ感じる。まるで空間が実体をもって、圧おし掛かかってくるようだ。

　少しの間固まった後、ルーナは恐おそる恐る足を進めた。壁かべ際ぎわに辿たどり着くと、棚を眺ながめる。古い紙の束が横向きに重ねられ、整然と収蔵されている。簡単に綴とじられたものもあれば、厚い革かわ表紙に華か麗れいな装そう飾しよくを施ほどこした立派な装そう丁ていのものもあるが、その全すべてが本である。

　これほど多くの本を見たのははじめてだ。帝てい都とグラシリアの庶しよ民みんの間でも、近年、お伽とぎ話ばなしや巷ちまたの噂うわさなどを書きつけた読み物が、文字の読める者の娯ご楽らくとして出回ってはいるが、その全すべてを集めても、こんな量になりはしないだろう。

「そっちに閲えつ覧らん席がある。窓まど際ぎわの方が明るくていいと思うけど、好きに座ったらいい」

　壮そう観かんに圧倒されていたルーナだが、側そばで落ち着いた声がして、はたと我に返った。当然というべきか、彼女の驚きよう嘆たんとは裏腹に、イシュトは慣れた態度で歩いていく。自由を与あたえられたものの、ルーナは思わず彼を追った。こんな場所は想定外だった。彼女の心積もりとしては、古い文書などそれほど数も残っていないだろうから、書庫にある分などすぐにも発見して目を通せるものと思っていたのだ。これでは、残りの人生を全て費ついやしても足りはしない。

「ちょっと待ってくれ。これじゃ、どこに何があるのか……」

「『精霊の民』に関する記述があるのは、あの辺り」

　しかし、焦あせった問いにはすぐさま答えが返ってくる。勝手知ったる自室ででもあるかのように、イシュトは壁を埋うめ尽つくす棚の一部を指差した。

「主に建国史とか、古い伝承の記録に出てくる。もしかしたら、別のところにも記述があるのかも知れないけど、おれも全部目を通したわけじゃないから解らないな。とりあえず、解ってる範はん囲いから確かく認にんしてみるのはどう？」

「あ、ああ」

　どうもこうもない。澱よどみなく提案されれば、ルーナは頷うなずくしかない。一人ではどうしていいか、見当もつかないところだった。

「そうしてみる。……でも、あそこまで行かなきゃいけないのか……」

　指し示された方向を見上げる。棚は、随ずい分ぶん高い位置にあるようだった。採光の加減からみて、文字が読み取れるかどうかといった薄暗さだ。当然、上れば足あし下もとも危ないだろう。万一、落ちたらひとたまりもない高さだ……と思いかけて、ルーナは改めて目の前の棚を見つめた。壁一面を覆うのは、巨大な書しよ棚だな……それのみだ。階段のようなものは見当たらない、通路もない。

「行く？」

　気付いてルーナが困こん惑わくするのと同じく、彼女の呟きを聞きつけたイシュトがきょとんとする。

「どこに？　まさか、壁を攀よじ登ろうっていうんじゃないだろうね」

「じゃあ、どうやってあそこの本を取るんだ？」

「もちろん、下りて来てもらうに決まっている」

　イシュトは、書庫の中央に立っていた。天まで聳えるかのような棚に囲まれた中、円い天板の卓たくが備え付けられている。さっきまでは書見台かと思い、ルーナは特に注意を払はらっていなかったが、やがてそれが間ま違ちがいであったことを悟さとった。イシュトが手を触ふれた途と端たん、卓の表面がぼんやりと輝かがやき出す。今はもう、ルーナにも見慣れた反応──魔法の術式が起動したのだ。

　突とつ然ぜん、軋きしむような音がして、ルーナは再び壁へき面めんに視線を転じる。まるで印でも付けたかのように、一部が仄ほのかに光を帯びている。それこそ、先刻イシュトが指し示していた部分だ、と気付いたときには、棚は緩ゆるやかに動きはじめていた。目には見えない軌き道どうに乗って、真っ直すぐに下へと落ちてくるが、床ゆかに激げき突とつする前に速度を減じてふわりと着地する。見上げれば、ちょうど石造りの壁から積み上げられた石を一つ抜き取ったような状態だが、棚が崩くずれる気配はない。

「……どうなってるんだ。おまえがやったのか？」

「うん。でもここに術式があるから、おれじゃなくても動かせるよ」

　どこに何があるか解わかりさえすれば、と答えて、イシュトは卓から離はなれた。動きを止め、再び微び動どうだにしなくなった書棚に歩み寄り、何冊か本を選び出す。その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺めながら、ルーナはたった今目の前で起きたことを反はん芻すうしてため息をついた。この城の、魔ま法ほうによる奇き妙みような仕し掛かけの数々にはだいぶ慣れたと思っていたのだが、まだまだ甘かったらしい。考えてみれば、魔法でもなければ、こんな空間を維い持じしておけないだろう。

「……こんなものでいいか。ルーナ、見つけたよ」

　しかし、そう声をかけられれば、いつまでも呆ほうけてはいられない。当初の目的を思い出し、ルーナは招かれるままに歩き出した。明るい大窓の側の、閲覧席へと向かう。塔の下方にある窓は、方角や他ほかの塔の陰かげに隠かくれて、直接日光が当たることはないようだが、それでもこの書庫の中では、もっとも光に満ち溢あふれた場所だった。古びて黄ばんだ紙の上に残る文字に目を走らせるには、うってつけの明るさ。

「まずは、こっち」

　蔵書の圧倒的な量から考えれば、用意されている席はほんの僅わずかな数だったが、書庫には彼女たちの他に訪ねる者はないようだった。気がねなく窓際の席に落ち着くと、イシュトはそう言いながら、持ってきた文ぶん献けんを彼女の書見台の側に積み上げる。

「これが、正史。この国の成り立ちとして、公おおやけに認められている歴史だ。厚いけど、別に全部目を通す必要はないと思うよ。『精せい霊れいの民たみ』についての記述は、最初の方にちょっとあるだけだから。それは、『輝き石せき』に関する研究書だ。書かれたのは後の時代だけど、当時伝わっていたことも書き残されてるから、気になるなら読んでみるといい」

　持ち出した本について、一つ一つ説明してくれるイシュトの声を聞きながら、ルーナはそっと頁ページを捲めくってみる。本、それも何百年も前に書かれたものを、この目で見るのははじめてだった。そんな昔のものであれば、文字の形も違っているのではないかと危き惧ぐしたのだが、幸いにもそこまでのことはないらしい。見たことのない単語も多いが、少なくともまるで意味が取れないものでもなさそうだ。

「ありがとう。読んでみる」

　本を受け取って、ルーナは示された部分を読みはじめた。金の背文字が入れられた大判の本の冒ぼう頭とうは、建国の皇こう帝ていヴァルシウスの偉い大だいな事績を語っている。生活条件の悪い荒こう野やの隅すみに追いやられた、小さな国の王だったヴァルシウスが、啓けい示じに導かれ『輝石』を発見するくだりは、庶民にもよく知られている。艱かん難なん辛しん苦くの果てにそこへ辿り着く物語は、大衆向けの演劇になっていたりして、帝都では子供も知る話なのだが、しかし意外にも、正史とされるものにはそんな記述はどこにもなかった。『輝石』についても、元々『精霊の民』の遺物として伝わっていて、実際に発見したというものでもないらしい。ただそれを、新たな力として使う方法を生み出したのが彼だったのだ。

　古めかしく読みにくい文章の意味を、全て理解することはできなかったが、ルーナは辛しん抱ぼう強づよく言葉を追った。彼女が間違って理解しているのでなければ、初代皇帝の時代から既すでに『精霊の民』というのは伝承上の存在だったということになる。血筋というのは続くものだから、どこで誰だれの血が混ざっていても不思議はないが、それにしても彼らはどこへ行ってしまったのか……。

　と、そこまで考えたとき、ふと視線を感じてルーナは顔を上げた。見れば、いつの間にか隣となりに腰こしを落ち着けたイシュトは、特に何をするでもなく、何やら不思議そうな顔で彼女を見つめている。しまった、彼のことは意識から飛んでいた。

「ああ、ごめん、付き合わせて。退たい屈くつなら、戻もどっていいよ。私はしばらく、ここにいるから」

　しばらくというか、この調子では何日か通わなければならなそうだが。イシュトが教えてくれた資料だけでも、一日で読み終えられるとは思えない。ルーナにはあの本ほん棚だなを動かすことはできないが、今のところその必要もないから、彼を拘こう束そくしておく理由もない。ありがとう、好きにしていいと言ったが、しかしイシュトは席を立たなかった。

「いいや、全然退屈じゃないよ。こうして君を見つめていられるなら」

「やっぱりむしろ帰ってくれ。邪じや魔まくさい」

「そんな姿が見られるとは思わなかった。君は、本が読めるんだな」

　顔をしかめるルーナには構わず、イシュトは心底意外そうに言った。聞きようによっては失礼な話だが、しかし彼の驚おどろきも仕方がない。文字を読むということは、市し井せいでは一種の特とく殊しゆ技能である。学ぶのは商あきないをする者か、中流以上の家庭の子、それ以外は自分の名さえ書けない者も多い。

「読めるって、ほどじゃないけど。昔、少し学校に通わせてもらったから。字が読めないと、契けい約やくのときに騙だまされるって」

　それが、彼女の保護者たちの考えだった。舞まい手てとして生計を立てていたユミルも、剣けん闘とう士しであったイェーガも、どちらも決まった給金を得る仕事ではなかったから、契約と交こう渉しようの大切さが身に染しみていたのだろう。ちゃんとした学校へは行かなかったが、小さな商店の子供に読み書きと算術を教える私し塾じゆくに通わされた。

　子供の頃ころは、それが不本意だった。周りの子供は、子供なりに働いて家計を支えているのに、彼女にそれができないなんて思われたくなかったのだ。けれど何度そう言っても、子供がそんなことを気にしなくていいと取り合ってくれなかった。そのときは不満に思ったけれど、今はこれ以上なくありがたいことだったと思える。

「本当に、感謝してる。……何言ってるんだって思われるかもしれないけど、今でもそう思うよ。ユミルも……イェーガも、私に十分以上のことをしてくれた。もし私に親がいたとしても、こんなには面めん倒どうを見てくれなかったはずだし」

「君の親はどうしたんだ？」

「最初からいないよ。気付いたときには夜の街の店にいたから、多分私を売ったか捨てたかしたんだろうけど、もしかしたら死んだのかもしれない」

　生みの親のことは、全く知らない。そうした店にいる娘むすめというのは、大たい概がいは家が貧しくて売られたとか、出で稼かせぎにきたという場合が多いから、単純に自分もそうかもしれないと想像するだけだ。とはいえ、彼女の親にまとまった金が入ったとも思えないが。胸の痣あざを気味悪がられて、商品ではなく労働力として扱あつかわれていたルーナに、あの店の主人が高い値をつけたはずはない。

　──……親か。

　再び頁に視線を落とす。これまで、血の繫つながった親について考えることはなかった。ごく幼い頃は考えたかもしれないが、それもよく思い出せない。自分がどこの誰でも構わなかった、血など繫がっていなくても、平気だと思っていた──彼らとずっと一いつ緒しよにいるのだと、信じて疑っていなかった。

　けれど、今になって考える。どうして親は、彼女を手放したのだろうか。手放すときに、少しは悲しんでくれただろうか。もし血が繫がっていたなら……イェーガは彼女を手放したりしなかっただろうか。

　意味のない仮定、けれどどうしても考えてしまう。血が繫がっているだけでは駄だ目めだった、信じているだけでも駄目だった。──誰かが、ずっと一緒にいてくれることなんて、決して有り得ないことなのだろうか。

「別に、今いま更さら会いたいとは思わないけど……」

　けれど、これまでほとんど考えたことのない親の存在を考えて、妙みように胸がざわつく。自分も誰かの子供として生まれてきたのだという当たり前のことを認にん識しきするのは、妙に落ちつかなかった。あるはずだった絆きずなは、その喪そう失しつを際きわ立だたせる。核かくとなるもののない自分を、否いやが応でも思い知らされる。一人で生きていけるのではない、一人で生きていかなければならないのだということを。

　胸の内に、ひんやりとした感覚が沁しみ透とおる。ルーナは急いで意識を逸そらそうとした。耐たえられないものではない、むしろそれは、ずっと彼女の内にあったものだ。常には存在も忘れているのに、けれどふとした折に顔を覗のぞかせて、断だん崖がいの際に立つような気分にさせる。居場所もない、頼たよるべき者もない──この世界に、どこまでも一人。

「それより、そういうおまえはどうなんだ。親おや御ごさんは、どんな人？」

　これ以上、自分のことは考えたくない。咄とつ嗟さに、ルーナは相手に話を振ふった。彼女が言えた義理でもないが、イシュトの親というのもなかなか想像し難がたい。こんな息むす子こを育てるとは、どんな常識外れな人々なのかと、ルーナは勝手に危惧したが、返ってきた答えは予想もしないという意味では遥はるかに常識外れであった。

「おれの？　ああ、まだ元気で生きてるんじゃないか。死んだとは聞いてないから」

「……え？」

「さすがに、死んだら誰かが知らせてくると思うし。知らされてもどうしようもないけど」

　淡たん々たんと答えるイシュトの声は、まるで他人ひと事ごとのようだった。情愛どころか、関心すら感じられない。ルーナは目を瞬またたいて彼を見返した。彼女は親というものを知らない、けれどイシュトの態度が、親に対する一いつ般ぱん的なものとは違ちがうことくらいは解わかる。

「……もしかして、仲悪いのか？」

「いや？　別に悪くはない──記き憶おくにある限り、一度も顔を合わせたことはないからね」

　仲が悪くなりようもない。答えにはやはり澱よどみがなくて、ルーナはますます困こん惑わくする。わけが解らないなりに、踏ふみ込まない方がいい話題なのかと口を閉とざしたが、しかしイシュトは特に嫌いやな顔はしなかった。構わずに言葉を続ける。

「実の両親は、西のエンガルド地方の小領主らしい。でも、一応はアールレックの遠とお縁えんだったみたいで、先せん帝てい陛下がおれを皇宮に入れた」

　アールレック家は、直近三代の皇帝を出した家系である。現在の皇帝であるイシュトも、この家との縁えん続つづきであることから、単に『皇家』と呼ばれることもある。

　帝てい位いは基本的に、親から子へ受け継つがれるものだ。単に継けい承しよう順位をはっきりさせて争いを防ぐという以上に、皇帝の責務を果たすための力もまた、遺伝するものだからだ。『ヴァルシウスの術式』を維い持じするために必要な魔ま法ほうの資質は、血統が大きく左右すると言われている。

　しかし何事にも、例外というのはつきものだ。先帝は、帝位を譲ゆずるべき者に恵めぐまれなかった。帝てい都との遥か彼方かなたから、ほんの僅わずかばかり血の繫がった子供を探し出して引き取り──子供の親も、諾だく々だくとそれに従った。

「それはそうだ、小領主が皇こう帝ていと縁を持てるなんて、そんな機会を逃のがすわけにはいかない。子供の一人や二人くれてやっても、全然惜おしくはなかったんだろう」

「そんな……ただ、断れなかっただけじゃ」

「おれは、彼らと一度も会ったことがない。彼らは一度も、皇宮にやって来なかった。先帝陛下の崩ほう御ぎよのときも──おれが即そく位いしたときも」

「…………」

「払はらった金きん子すの行ゆく方えを、気にかける者なんかいない。彼らは、既に目的を果たしたんだ」

　だから、関心を持たない。手放した息子の動向など、今更知る必要はない。ルーナは今度こそ本当に、言葉を失って黙だまり込んだ。親に捨てられるなど、世間ではない話ではない。かく言うルーナ自身も、まさにそうした境きよう遇ぐうではある。しかし、どこの誰とも知れない相手と、はっきりと存在が解っている相手とは感じ方も違うだろう。親を知らないルーナは、心こころ許もとなさの他ほかには何も、彼らに思うところはない。けれどもし、彼らが目の前に現れたらどう思うか。

　親ではない、けれど手を離はなされるときの気持ちは、ルーナにもよく解る。恨うらんではいないけれど、憎にくむまいと決めてはいるけれど、それでも心のどこかで思い切れない。どうしようもないことだ、そんな巡めぐり合わせだったのだと頭では思っていても……やはり、忘れられるものではない。

「……悪かった。辛つらいことを訊きいてしまって」

　結局、ルーナは悄しよう然ぜんと謝った。何の気なしに尋たずねたのだが、まさかそんなこととは思わなかった。誰だれが想像するだろう、あらゆる者に傅かしずかれるべき皇宮の主、願って叶かなわぬことなどないはずの彼が、その立場と引き換かえに失ったもののことを。

「辛い？」

　しかし、相手の心中を思いやって俯うつむきかけたルーナの耳に届くのは、思いがけない返答だった。イシュトは心底不思議そうな顔をして彼女を見返す。

「別に、辛いことなんかない。何でそんなことを思うんだ？」

「な、何でって」

「彼らは賢かしこかった。立ち回り方を心得ている。皇家に恩を売って、自らの足場を固める、最良の策だ」

　そこには憤いきどおりも、自じ虐ぎやくもない。いっそ心から感心している風にも聞こえる声こわ音ねで、イシュトははっきりとそう言った。

「おれを手放して、彼らが手に入れたものを考えれば、その選せん択たくに非難するべき点はない。──子供の使い方として、彼らは完全に正しい」

　眉まゆ一つ動かさず言い切るイシュトは、己おのれの言葉を疑っていないようだった。その言葉にあるのは感情ではなく、評価だ。利益と損失、目に見えるものを秤はかりにかけて、その結果を読み上げて躊躇ためらわない。

　しかしルーナにとって、それは許し難い暴言だ。『仕方がない』なら認められる、けれど『正しい』だなんてことが、あってたまるものか──信じるものに裏切られ、一方的に手を離される。確かにあったはずのものは、存在しないと解ったときのあの空くう虚きよが、『正しい』などと言わせておくものか。

「おまえ……！」

　強く拳こぶしを握にぎりしめ、腰こしを浮うかしかける。しかし次の瞬しゆん間かん、真っ直すぐに見えた相手の瞳ひとみの色に、ルーナは頭の芯しんが冷えるような感覚を覚えた。無機的な緑の瞳が、逸らされることなく彼女を見つめている。感情のない瞳、それでいて決して虚うつろではない。はっきりとした意志を持つ眼まな差ざし、だがそれが何なのかは解らない。

　彫ちよう像ぞうめいた顔が近くなる。相手の瞳の底まで覗き込めそうだと思ったとき、不意に息が止まる。反射的に目を閉じてしまったのは、何が起こったのか、半ば無意識のうちに悟さとったせいだろう。強ごう引いんに唇くちびるを塞ふさがれる──何もかもを奪うばうような口付け。

　咄嗟に動けない。こんなときに、どうしていいか解らない。身体からだの奥から湧わき上がってくる得体の知れない感覚に慄おののく。震ふるえのような、痺しびれのような刺し激げき──唇で触ふれられるたび全身を巡り、深く入り込まれるたびに強くなる。

「ん……っ」

　前にも、こんなことがあった。脳のう裏りを過よぎったのは、暗い石造りの庭園の記憶だ。無断で皇宮の舞ぶ踏とう会に紛まぎれ込んだルーナに腹を立てたらしい彼は、やはりこんな風に、彼女に口付けてきたものだった。

　そしてあのときと同じく、ルーナにできるのは、それを避さけようともがくことだけだ。この男は根本的に間ま違ちがっている、とルーナは思わざるを得なかった。不ぶ躾しつけなことを訊いてしまったと自分でも思うから、彼が腹を立てるのは解る。きっと今だって、機き嫌げんを損そこねた腹いせをしたいだけなのだろう。しかし、何だってその方法がこれなのか。

　自分で経験したことは、彼にされるまでなかったけれど、それでも口付けというものに特別な意味があることくらいはルーナにも解る。鼓こ動どうが速まって、少し苦しくさえあって、けれどその感覚を分かち合いたいと願う者のすることだ。感覚とともに、互たがいを思う心も伝えるために……少なくとも、こんな嫌がらせのためにするべきことではない。

　だが、執しつ拗ような口付けは止やむ気配がない。悪ふざけも大たい概がいにしろ、とばかりにルーナは顔を背そむける。

　続く一いつ瞬しゆん、世界が回った。奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに次いで、背中に軽い痛みが走る。突とつ然ぜんのことに、ルーナは思わず目を開ける。見えたのは、闇やみのわだかまる、がらんとした空間──固い床ゆかに押し倒たおされて、天てん井じようを見上げる自分を認識する。

　──何……？

　起き上がりたくても、敵かなわない。柔やわらかい重さが身体に圧おし掛かかって、彼女の動きを封ふうじている。身動きもならない彼女に、一方的な口付けが落とされる。唇に、首筋に、喉のどに。冷たい感かん触しよくは、更さらにその下へ……。

「──ちょっと待て！　何するんだ！」

　ことここに至って、ルーナはようやく我に返った。気付けば胸むな元もとに手をかけられている。『精せい霊れいの民たみ』の証あかしとも言える痣あざ、滅めつ多たに人目にも外気にも触れることのない肌はだが、ひんやりとした空気の中に露あらわにされる。

「イシュト！」

　ぞわりと背筋を駆かけ上がる震えは、先刻のものと似ているようで違う。働きの鈍にぶった頭が、空転して警けい鐘しようを鳴らす。ただの口付けとは違う、これは身を任せてはならない衝しよう動どうだと。

　相手の肩かたを押し返そうとした腕うでが乱暴に摑つかまれて、危機の予感は確信を帯びる。抗あらがいようのない力が、彼女の全すべてを縛しばりつけていた。もがくほどに裾すそが上がって、脚あしを覆おおう術すべもない。相手の顔は見えない──無ぶ遠えん慮りよに鎖さ骨こつの下に印をつけて、顔を上げようともしない。

「放せ……！」

　重なった身体の重みを跳はね返すことができない。もはや彼女にできるのは、声を上げることだけだった。止めろ、触さわるな、こんなことしたくない──。

「──放してほしい？」

　不意に、硬かたい声が落ちてきた。床に落ちて転がる様が見えるような、感情のない、冷たい声音。はっとするルーナの視線の先で、いつの間にかイシュトが顔を上げていた。思わず身を強こわ張ばらせる彼女を見下ろして、彼は問いを繰くり返す。
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「放してあげようか。そう、そんなにも君が望むなら、そうしてあげてもいい──おれからも、皇宮からも」

　形のいい唇が、僅わずかに歪ゆがむ。彼としては笑えみのつもりだったのかもしれないが、しかしルーナにはそうは見えなかった。心にもない表情を作る、道どう化けのようだ。不自然で、気味が悪くて──どこか、哀かなしい。

「君を解放してあげられる。街でも、他のどこでも、好きなところで好きなように暮らせばいい。君が、ただ一人の『精霊の民』じゃなくなれば」

「……おまえは、何を言って」

「単純なことだよ」

　唐とう突とつな申し出に、思わず抵てい抗こうすることも忘れて、ルーナは呆あつ気けに取られる。もちろん、自由にしてくれるならそれは嬉うれしいが、しかしいつそんな話になったのか。というか、今まさに彼女を動けなくしておきながら、解放してやると言われても、説得力がないにも程ほどがある。どういうつもりだと問い質ただしかけたルーナだが、しかしイシュトが続けて言う方が早かった。

「君の子供が欲しいんだ」

「……は？」

「君の血を継つぐ、子供が欲しい。子供と引き換えだ、ルーナ。それで、君は自由を手に入れられる」

　灰色がかった瞳が、冷たく光を跳ね返す。道化めいた笑みさえ消えたその顔には、いよいよ何も見み出いだせなくなった。情も、欲も、憤りも、親愛も──心というものの存在を感じられない。

　けれど、再び口付けられる。息いき遣づかいさえ感じられない愛あい撫ぶを受けて、ルーナは声も出せない混乱に陥おちいった。つまり、彼は子供が欲しくてこんなことをはじめたのだろうか。自分が手のかかる生き物のくせに、子供なんてどうするつもりなのか。愛あい玩がん動物とはわけが違ちがうのに……いや、そうではない。子供というからには……行きつく先は一つしかない。

「え……待って、何だそれ……っ」

　しかし言いかける端はしから、唇を塞がれる。肌に触れる冷たさが、思考の糸を断たち切っていく。一体、これは何なのか。どうしてこんなことになっているのか。

　意味が解わからない、けれど何か言わなければいけない。僅かに唇が離はなれた隙すきに、ルーナは思わず尋ね返していた。

「イシュト」

「放せと言ったのは君だ。今いま更さら、止めるなんて……」

「そんなに、子供が好きなのか？」

「…………」

　答えはなかった。ぴたりと動きが止まったのを感じて、ルーナは再び視線を上げる。見下ろすイシュトは、今度は先刻とは違う顔をしていた。あの作り物めいた無表情ではない、啞あ然ぜんとした様子で、まじまじと彼女を見つめている。ルーナは少しほっとした。今はもう、見慣れた顔だ──ちゃんと生きて、心がある、彼女の知っているイシュトだと。

　だが同時に、猛もう烈れつな怒いかりが湧いてくる。──こいつときたら、人のことを何だと思っているのか！

「──っの、馬ば鹿か！」

　罵ののしったときには、既すでに手が出ていた。拘こう束そくの外れた手で、目の前の呆ほうけた顔を引っ叩ぱたく。一瞬の間に彼の身体の下から抜ぬけ出して、ルーナは素す早ばやく立ち上がった。急いで距きよ離りを置くと、床の上にいる相手を、今度は逆に見下ろして睨にらむ。

　急に、心臓が痛くなってきた。ようやく現実感が戻もどってきて、彼女は全てを理解した。自分が何をされたのか──彼が、何をしようとしたか。

「…………。しばらく、おまえの顔は見たくない」

　何か、思う様に罵ってやればよかったのかもしれない。しかし、何と言えばいいのかは解らなかった。乱れた胸元を片手で庇かばい、じりじりとあとじさる。

　イシュトが動く気配はなかった。見つめ合った視線が、向こうから逸そらされた瞬間、ルーナは彼に背を向けて、一目散に書庫を飛び出した。
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「──ふざっけんな！」

　誰だれもいない通路を、荒あら々あらしい足取りで進みながら、ルーナは今更ながらに憤いきどおりを込めて吐はき捨てた。聞く者もない声が、澱よどんだ空気を震ふるわせて虚うつろに響ひびく。

　まだ日のある時刻だというのに、通路は暗かった。採光のための窓という窓を、蔦つたが厚く覆っている。しかし、皇宮の暗がりを照らしているはずの紫むらさきの炎ほのおは灯ともっていない。目に見えるわけではないのに、どこか埃ほこりっぽい気配がするのは、ここが既に住人に見放された場所だからだ。

　また、通路が交差する場所に出た。ルーナは折り畳たたんだ紙を取り出すと、角灯の明かりで照らして確かく認にんする。屋や敷しきを出てからここまでに通ってきた道筋から、即そく座ざに行くべき方向を決めると、その旨むねを書き込んで再び歩き出す。この広大な皇宮には、今は使われておらず、誰も足を踏ふみ入れない区画が幾いくつもあって、迂う闊かつに迷えば二度と出られないこともあると聞いている。屋敷を出ては来たものの、しかし半永久的に彷徨さまようつもりもないからには、面めん倒どうでも記録を取りつつ進むしかない。

　──まあ、少しくらい迷っても、死にはしないと思うけど……。

　背に負った袋ふくろの重さが、しばらくは彼女の生命を保障してくれる。持てる限りの水と糧りよう食しよく、火打石に軽い掛かけ布ふまで詰つめ込んで、さながら旅たび支じ度たくである。これで、少なくとも数日は餓が死しの危険はない──数日は帰らないつもりで、屋敷を出てきた。

　書庫を飛び出して、ルーナが真っ先に考えたのは、イシュトから離れることだった。生々しく肌に残る感触が、焼けつくような焦しよう燥そうとなって彼女を追い立てる。あれは、決して許してはならないことだった──力ずくで組み伏ふせられ、望まぬものを受け入れさせられる。心までをも、地に叩きつけて踏み躙にじる行こう為いだ。現実に、彼女の身体からだを床ゆかに叩きつけたように。

　屋敷に引き返したときには、まだ腹が立っているだけだった。無神経で不ふ埒らちな扱あつかいを受けたことに憤っていたルーナが、しかしより深刻に事態を認識したのは、与あたえられた自室に飛び込んで、乱れた衣服を脱ぬぎ捨てたときだ。何気なく覗のぞいた鏡の中で、彼女は見知らぬ姿をしていた。結ゆい上げていたはずの髪かみは、半ば以上解けて落ちている。摑まれた手首に、うっすらと残る拘束の跡あと。だが、何よりも彼女の目を奪うばったのは、自分では見えない位置に付けられた印だ。首筋に、胸元……肩かた口ぐちに残されたものに至っては、いつ口付けられたものか記き憶おくにさえない。肌に残る、生々しい赤みを見た瞬しゆん間かん、ルーナは冷や水を浴びせかけられたような気分になった。それまで麻ま痺ひしていた感覚が、ようやくその働きを蘇よみがえらせる。

　──駄だ目めだ。

　ここにいては駄目だ。悟さとった瞬間、ルーナは手近な服を纏まとって、すぐさま部屋を飛び出していた。ここにいてはいけない。この屋敷は、あの男の侵しん入にゆうを許してしまう。

　これまでも、イシュトは何かというと勝手に彼女につきまとってきて、そのたびにルーナは文句を言ったり嫌いやな顔をしたりしてきたものだが、もはやそんな生易しい対応では済まされない。蘇った感覚は、恐きよう怖ふだ。彼女の身命を侵しん害がいする力のある、平気でそれらを蹂じゆう躙りんすると思おぼしき対象に向けられる感情。

　恐怖を収める方法は二つ、戦うか、逃にげて離れるかだけだ。戦うことはできない。

　となれば、選せん択たく肢しは逃げるしかない。

　屋敷の厨ちゆう房ぼうで数日分の食糧を得て、必要な品をまとめると、ルーナは素早く屋敷を出た。ぐずぐずしていると、我に返ったイシュトが追ってくるかもしれない。たとえ、先の一件を謝られるのだとしても、しばらくあの顔を見たくはない。まして、それで告げられるのが謝罪以外の言葉だったら、彼に剣けんを向けずにいる自信はない。

　そして今、彼女は、皇宮のどこともしれない場所を小一時間ほど彷徨っている。皇宮の衛兵も滅めつ多たなことでは入り込まないという、古い時代の遺い棄きされた区画に、彼女の姿を見み咎とがめる者はいない。もちろん、ルーナの行ゆく方えを捜そう索さくする命令でも出されれば別だが、そんなことにはならないだろうと踏んでいた。捜さがされないように、書き置きを残してきたからだ。数日したら帰ると書いておけば、その数日の間は、放ほうっておいてくれるだろう。

　──帰る……。

　業ごう腹はらなことではある。しかし結局は、そうせざるを得ないだろう。彼女一人では、この城から逃げ出すことはできないのだ。皇宮には魔法の障しよう壁へきが張り巡めぐらされ、『印』のない者を通さない──通れたとしても、障壁を通過した者があることは、たちどころにその管理者に知れる。障壁を生じさせる『ヴァルシウスの術式』を支える、皇帝その人に。

「……くそっ」

　しまった、また思い出してしまった。軽く頭を振ふって、ルーナは忌いま々いましい相手の存在を思考から追い払はらう。せっかく、あの男の顔を見ずに済みそうなのだ、敢あえて思い出したくもない。現状は逃とう避ひに過ぎない、この数日の間には真しん剣けんに対処を考えなければならないと解ってはいても、とりあえず今日は考えたくない。

　角を曲がると、壁かべに扉とびらが横並びになっていた。開けてみると、どこも同じような部屋ばかりだ。調度は粗あら方かた持ち去られているが、白に黄金の模様を描えがいた壁や、少しの狂くるいもなく模様を合わせた床石などは贅ぜいを凝こらした作りである。寝しん室しつや、その他ほかのくつろいだ生活の場とは思えない。おそらく往時は宮きゆう廷ていの一部だったのだろう。

　中でも、比ひ較かく的てき小こ綺ぎ麗れいな一室に目をつける。埃まみれの卓たくが一つ捨て置かれている他は、何もない小部屋。床の敷しき物ものさえ剝はがして持ち去られたらしく、古びた床が剝むき出しになっているが、逆にその何もなさが良かったらしい。他の部屋のように、残された家具が鼠ねずみに荒あらされたり、かつては見事だっただろう綴つづれ織おりが、虫と黴かびの温おん床しようになっていたりしない。

「ここでいいか」

　ルーナは一人呟つぶやいた。

　耳が痛いほどの静せい寂じやくの中、角灯の炎が燃える微かすかな音だけが響く。何年も開けられていないのであろう窓の外は、いつの間にかすっかり暗くなっていて、ルーナはまたしても不思議な感覚に囚とらわれた。まるで、時の狭はざ間まのような場所だ。外界とは時の流れが違うと言われても、すんなり納なつ得とくしてしまいそうな雰ふん囲い気きだ。

「……ん？」

　今日はここをねぐらにしようと思い決め、辺りを見回す。暗がりを照らすべく、部屋の中央で角灯を掲かかげ、そこでルーナははじめて気付いた。この部屋に残されているのは、卓だけではない──壁にもう一つ。

　──絵？

　扉の影かげが長く壁に張り付いていたせいで見えなかったが、白しら壁かべに額がかかったままだ。さして高価なものではなさそうな、小さなものである。

　白く埃に覆おおわれたその絵を、見てみたいと思ったのは気き紛まぐれだった。何もない壁へき面めんにただ一つ、その絵だけが残っているのが印象的だったのだ。他の物は全すべて持ち出されたのだろうに、時の狭間に残されたのは、一体どんな絵なのだろう。

　埃を拭ぬぐうと、思いがけず鮮あざやかな色しき彩さいが見えた。それほど古いものではないのだ。現れたのは肖しよう像ぞう画がだった。ただし、一人ではない。椅い子すに腰こし掛かけた男が一人、そしてその傍かたわらに、まだ幼い少年が立っている。

　おそらくは父子なのだろう、描かれた二人にはどこか面おも差ざしの似たところがある。しかしルーナの目を引いたのは、椅子の男が身に纏う、壮そう麗れいな衣い装しようだった。幾いく重えにも施ほどこされた金糸の装そう飾しよく、佩はいた剣に嵌はめこまれた輝かがやく宝石の色形も、確かに見覚えのあるものだ──只ただ人びとが身に纏えば、逆に衣装に着られて失しつ笑しようを買いそうな大おお仰ぎような出いで立ちだが、あの男には恐おそろしく似合っていた。

　──これ……イシュトが着てたやつと同じ……か？

　公式の場における、皇帝の正装。しかし絵姿の男はイシュトではない。理知的な印象の顔に穏おだやかな表情を浮うかべ、側そばに立つ息むす子こを抱だき寄せるように、その肩かたに手を置いている。そんな父の手に少しは安心したのだろうか、少年は緊きん張ちようした様子ながらも、微かに笑えみを浮かべてこちらを見つめていた。

　見知らぬはずの人々、しかしルーナは思わずその姿に見入ってしまう。何かが脳のう裏りで囁ささやきかける。どこかで、彼らに会ったことはないだろうか……。

「──ああ！」

　答えは、唐とう突とつに天から降ってきたようにも思えた。弾はじけるように思い浮かんだ面おも影かげが、絵の中の少年と重なる。

「この子……ロキじゃないか」

　そうだ、間ま違ちがいない。意外なところで知ち己きを発見し、ルーナは知らず声を上げていた。現在はフォーセガルド帝てい国こく宰さい相しよう、目下のところルーナの家主である青年は、もはやこの絵のような可愛かわいげは残していないが、それでもこの少年が長じて彼になることは疑い得ない。

　となれば、隣となりの男の正体も自おのずと知れる。

　──ロキシス殿でん下かは、先せん帝ていの御み子こです。ただ一人の、皇子殿下であらせられる。

　以前に聞いた言葉を思い出す。なるほど、皇帝の正装も道理である。この絵姿の男こそが、先の帝国皇こう帝ていであるらしい。帝てい位いを継つがせるべく、イシュトを親元から皇宮へ迎むかえた──ロキシスの父親。

「…………」

　ルーナは何とも言えない気持ちになって、絵を見つめる。もしこれまで彼女が耳にした話が正しければ、ロキシスは先帝の玉座を『継げなかった』ことになる。理由は解らないが、普ふ通つうに考えて、それは望ましいことではなかったはずだ。

　にもかかわらず、絵の中の父子は幸せそうに見えた。絵の雰囲気からも、それは窺うかがえる。父は息子を気き遣づかって、息子は父の横に立てることを誇ほこらしく思っている。

　だが、その一方で、現実に玉座を継いだイシュトはこう言ったのだ。

　──おれを手放して、彼らが手に入れたものを考えれば、その選せん択たくに非難するべき点はない。

　──子供の使い方として、彼らは完全に正しい。

　どう足あ搔がいても、思考はそこへ戻もどってしまう。昼間、イシュトのしたことは最低だ。腹が立つし恐ろしくもある。けれど決定的な憎にくしみを抱いだかないのは、あのとき彼の瞳ひとみを覗のぞき込んだからだ。

　子供が欲しいと、彼は言った。けれどそのために伴ともなうはずの情欲の欠片かけらも、あの瞳の奥には見み出いだせなかった。あるのはただ、透とう徹てつした意志の輝きだけだ。そうすることが、絶対に正しいと信じているような──そうしなければならないと、追い立てられているような。

「……馬ば鹿からしい」

　声に出して吐はき捨てて、ルーナは思考を断たとうとする。国に並びなき皇こう帝てい、『ヴァルシウスの術式』を動かす最強の存在を、一体誰だれが追い立てるというのか。いつだって、イシュトはやりたいようにやるのだ。それだけの力が、彼にはある。

　──けれどその力が、彼から何を奪うばったか知ってしまった。

　ルーナは苛いら々いらと唇くちびるを嚙かみしめる。何だってあいつは、こうも纏まとわりついてくるのだろう。せっかく顔を見なくて済むというのに、考えまいと決めたのに、それでも彼女の思考の中に居座り続けるというのはどういうわけなのか。

　胸の中に、得体の知れない感情がわだかまる。その思いを吐き出すように、ルーナは大きく息をつくと、今度こそは真剣に、彼のことを意識から叩たたき出そうと努めた。
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　僅わずかに、空気が震ふるえる気配がした。

　眠ねむりの霧きりが、すっと晴れる。夜の中、ルーナは全く唐突に目を覚ました。窓から差し込む一条の月光が、がらんとした室内を薄うすく照らしている。見慣れない眺ながめに一いつ瞬しゆんの当とう惑わくを覚えるが、すぐに思い出した。ここは皇宮の忘れ去られた場所──彼女は『家出』して、ここに入り込んだのだった。

　包くるまっていた掛かけ布ふが、肩から滑すべり落ちる。いつでもどこでも、たとえ寝しん台だいのない場所でもぐっすり眠れるのは、彼女の特技だ。今のように、石造りの床ゆかの上でも、身体からだを起こしていようと平気だ。もちろん、身体の疲つかれの取れ方は違うのだろうが、支障があるほどではない。

　だからこうして、突とつ然ぜんに眠りから放ほうり出されるなんて、滅めつ多たにないことだ。軽く目を瞬またたいて、はっきりと見る室内には、眠る前とどこも変わった様子はなかった。窓辺に置いた角灯の明かりは消えたまま、寄り掛かかっていた糧りよう食しよく入りの荷物もちゃんとある……。

「────」

　しかし、何かが違う。物音というには密ひそやかな、音として耳に届かないほどの小さな揺ゆらぎを感じ取り、ルーナは半ば反射的に剣けんに手を伸のばした。屋や敷しきを出るときに、ついでとばかりに持ってきた真しん剣けんは、皇宮で暮らすようになってから日々振ふっているおかげで、今ではだいぶ手に馴な染じむようになっている。油断なく柄つかを握にぎり、音もなく立ち上がると、ルーナは息を殺して気配を探さぐった。この闇やみの中、比ひ較かく的てき近いところで、自分以外の何かが蠢うごめいている。

　──……扉とびらの、外か？

　僅かの間、逡しゆん巡じゆんする。気配の主が彼女に気付いておらず、また害意を持たないものであれば、わざわざ出ていく必要はない。しかしどこの誰がこんな場所に、その上こんな夜よ更ふけに、好き好んで足を踏ふみ入れるというのだろう。

　意を決するのに、時間はかからなかった。気配の正体を突つき止めなければ。

　そっと扉を開ける。夜の冷えた空気が、頰ほおを撫なでた。日中は暑熱の厳しい季節だが、染しみ込んでくる夜気は肌はだ寒ざむくさえ感じられる。闇を透すかすようにして、ルーナは慎しん重ちように歩き出した。明かりはない、闇に慣れた目でも、足あし下もとは危あやうい。

　と、不意に暗くら闇やみが薄くなった。通路を曲がった先の方に、光が漏もれる。

　──人が、いる。

　そこは、扉のない広間だった。かつてここが宮きゆう廷ていとして使われていた頃ころには、出仕する貴族たちの社交場として使われていたのだろう。ルーナの出てきた小部屋の連なる棟とうだけでなく、幾いくつもの通路と繫つながっていて、別の方向から自由に行き来ができるようになっている。

　だがもちろん、現在、まともな理由で行き来などする者があるはずはない。ルーナは陰かげに身を隠かくすと、じりじりと入り口へ近付いた。光の正体は、その広間の中心に置かれた角灯だ──そして光とともに、密やかな声も聞こえる。

「……さか、貴様の仕し業わざとはな」

　低く掠かすれた、男の声だった。あまり若くはない、おそらくはそれなりの年ねん齢れいの人物だろう。重々しい声こわ音ねは、同時に他人を従え慣れた傲ごう岸がんさも感じさせる。

「下げ賤せんの血しか持たぬにしては、なかなか面おも白しろいことを仕出かしたものだな。いや、下賤の血しか持たぬ故ゆえか──あの異形の化物どもを、生み出そうなどと考えたのは」

　決して大きな声ではない。男の言葉は、むしろ密やかな囁きに近かったが、しかし虚うつろな静せい寂じやくに満ちた空間では、それさえも響ひびき渡わたるかのようだ。ルーナははっとしたが、驚おどろきの息を漏らすことは注意深く避さけた。ますます耳をそばだてたのは、その言葉の意味するところに、心当たりがあるからだ。

　──異形の化物……『魔ま獣じゆう』。

　いや、彼女だけではない。あの夜、皇宮にいた者なら誰もが思い出すはずだ。魔ま法ほうの障しよう壁へきに守られ、どんな外敵も寄せ付けないはずの皇宮に、本来は国境近くにしか現れない魔獣が、何の前まえ触ぶれもなく溢あふれ出した事件は、まだ記き憶おくに新しい。

　魔獣は、外部から襲おそってきたのではなかった。皇宮の下層、とある儀ぎ式しきのために作られた迷めい宮きゆうの奥に、魔獣を生み出すための術式が仕し掛かけられていたのだ。ルーナ自身、実際にその場に辿たどり着き、魔獣が生み出される様を目もく撃げきしてもいる。しかし今日に至るまで、それを誰が何のために為なしたのかは解わかっていなかった。

　だが、この男は知っているのだ。あの夜、確かに誰かが魔獣を解き放ったのだということを──いや、それどころではない。男はまさに、あの術式を仕掛けた張本人に語りかけているのだ。

「およそ、魔法を血に継ぐ者のすることではないが……効率的ではある」

　依い然ぜん、陰に隠れたまま、ルーナは相手に悟さとられないように中の様子を窺う。光の中に、まず見えたのは一人だった。紫むらさきがかった色の魔法の炎ほのおは明るさを抑おさえられ、はっきりとその姿は見えないが、おそらく今発言している主であろう。片手に杖つえを持ってはいるが、堂々たる態度で光に照らされる様は、長く権力を有してきた者特有の雰ふん囲い気きを持っている。

　しかし、男が話しかけているはずの人間の姿は見えない。気配は感じるが、光の届く範はん囲いには出てきていない。

「それにしても、何が望みだ？　主あるじを裏切って、皇宮を沈しずめようとは──その胸の宝玉が泣くぞ」

「裏切ってなどいない」

　ようやく、別の声が聞こえた。揶や揄ゆするような男の言葉に反はん駁ばくするのは、落ち着いた響きではあるが、まだ若い青年の声だ。しかし冷静なその声に、ルーナは心臓が跳はね上がるのを感じる。

「皇宮に、無用な危害を加えるつもりはありません。私はただ、ここを正統な主の手に戻したいと思っているだけです」

　全身に衝しよう撃げきが走る。その声は、確かに聞き覚えのあるものだった。しかし、まさかそんなはずはない。あの男は、剣に誓ちかった身のはずだ。

　──その胸にある紫暗の宝玉は、魔法の加護と皇帝の信任を示す。紛まぎれもない、皇宮騎き士しの証あかし。

「正統な？　ふん、身の程ほど知らずな物言いよ。貴様のような血筋正しくない者が、取り立ててもらっておきながら」

「私に対する扱あつかいがどうであろうと、それでも事実は変わりません。──帝てい位いにあるべきは、あの男ではない」

　その声を、知っている。はっきりと意志を示す、媚こびることのない物言いも。今や慎重に隠れているというより、愕がく然ぜんとして身動きならないでいる彼女の視界に、ようやくその男は現れた。光と闇のせめぎ合う位置に立ち、表情までは読み取れない──だがしかし、その姿は間ま違ちがいない。

　──ベルダ……。

「もちろんだ。奴やつらは……アールレックの一族は簒さん奪だつ者だ。我がストラシアの玉座を奪った。再び取り戻もどすのは、父祖からの『正当な』権利」

「お力ちから添ぞえができるものと、思っております」

「よく言う、魔獣使いめが。貴様は失敗したのだろう？」

　無理もないが、と男は続けた。いかな大軍、どのような化物でも、この皇宮の守りを崩くずすこと能あたわぬ。

「それこそが、『ヴァルシウスの術式』だ。偉い大だいなる建国の祖が遺のこした奇き跡せきだ。何としても、後代へ受け継つがねばならん。だというのに、アールレックの血には欠けつ陥かんがある──貴様も知っての通りな」

「…………」

「慧けい眼がんだ、魔獣使いよ。我が一族こそが、帝てい国こくを救うのだ。我らの血に汚けがれはない、必ずや『術式』を後に伝える。……先せん帝ていが、あれほど蒙もう昧まいな男でなければ、今いま頃ごろは我が甥おいが、帝位と『術式』を継いでいたのだ。それがどうだ、あんな血筋の劣おとる者を帝位に据すえて、それこそが亡国の道よ……欠陥品で『術式』の継けい承しようが途と切ぎれる前に、何としても我らの手に帝位を取り戻さねば」

「──そのために、私にどのようなことをさせようとお考えですか」

　ベルダの声が、冷静に質ただすのが聞こえる。慇いん懃ぎんな口調は、しかし相手の饒じよう舌ぜつを断たち切るような硬こう質しつさを持つ。恭うやうやしく接しているはずの相手の言葉を、まるで聞き苦しく思っているかのように。
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　対する男も、少し鼻白んだらしい。が、相手の態度に無礼と難なん癖くせをつけられる挙きよ措そが欠片かけらも見受けられなかったのか、非難めいたことは何も言わなかった。そうだろうとも、とルーナは内心で呟つぶやく。あの男は何一つ、無礼な行いなどしない。彼女に対しても、常に気き詰づまりなくらい……むしろそれを狙ねらっているのではないかと思うほど、礼れい儀ぎ正ただしく振ふる舞まってきたものだ。

「ならば貴様には、もう一度あの化物どもを呼んでもらおうか」

　やがて、男は尊大な口調で命じた。

「あの夜を、白日の下に再現するのだ。一度は夜よ闇やみに隠しおおせても、二度はない。──魔獣ごときにしてやられる皇こう帝ていなど、この国には必要ない」

「承知致いたしました、閣下」

「時は追って知らせる。準備を進めよ。気け取どられぬようにな」

　その声に応じて、一礼する気配。と同時に、それまで定まっていた光が大きく揺ゆらいだ。角灯の明かりが、持ち去られようとしている──密談は終わったのだ。

　足音が、闇の中に空くう虚きよに響く。遠ざかっていくそれらの足音が十分に離はなれるまで待ってから、ルーナは隠れていた壁かべの陰かげから身を乗り出した。音が完全に消えてしまう前に、後を追わなければならない──。

「──こんなところで、何やってんの、お嬢じようさん」

　不意に、耳元で囁ささやかれる。全身の血が凍こおるような感覚と同時に、ルーナは剣けんの柄つかに手をかけていた。一いつ瞬しゆんとかからず振ふり返った先に、その姿を捉とらえる。暗がりではっきりとは解らない、だが確かに存在している、人間。

「なぁ、オレとちょっとお話ししない？」

　しかし反応するよりも、既すでに準備の整っている相手が動く方が早い。鋭するどく風を切る音がして、何かが彼女に迫せまってくる。剣を抜ぬき放った瞬しゆん間かん、それは荒あら々あらしく弾はじけ飛んで──闇に慣れた目を焼かれ、ルーナの世界は真っ白に染まった。
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　──何だ、これは……。

　一日を終えて、屋や敷しきに戻ってきたロキシスは、新たな揉もめ事の予感にげんなりせざるを得なかった。今日も今日とて、何人ものいけ好かない人物に会って、到とう底てい心和なごむとは言えないやりとりを重ねて、後から後から無限に湧わいてくる用件をひたすら片付ける一日だった。なのにようやく解放されたと思ったら、今度は自じ邸ていで異変が起きている。

　ロキシスは、手にした紙し片へんにもう一度目を落とした。居間の、磨みがき抜かれた卓たくの上にこれ見よがしに置いてあったそれは、どうやら彼に宛あてたものらしい。見慣れない文字は、彼の同居人の手しゆ跡せきであるらしく、そこだけは素す直なおに感心した。街育ちの平民の娘むすめ、それもさして裕ゆう福ふくではなかったであろう娘が、文字を書けるほどの教育を受けていたとは思わなかった。

　だが、その肝かん心じんの中身ときたらどうだろう。

　──しばらく出かける。

　大おお雑ざつ把ぱに言うと、家出宣言と言うべきか。何日か帰らない、行ゆく方えを捜さがしてくれるなと併あわせて記してある旨むねを読んで、ロキシスは思わず手紙を握にぎり潰つぶしそうになった。あの娘は、少しは反省しなかったのだろうか。舞ぶ踏とう会の一件では、彼女なりに考えるところがあっただろうに。

　以前、彼女の身み柄がらを預かる立場であるロキシスに何も告げず、というよりは反対されたにもかかわらず勝手に屋敷を抜け出したルーナに対して、彼は厳しくその非を問うたものだった。彼女の護衛に付けていた皇宮騎士ベルダをその任から外したことを、彼女はひどく気にかけたようだ。……実際のところ、ベルダを遠ざけたのは懲ちよう罰ばつという意だけではないのだが、彼女が気に病やんでくれればそれに越こしたことはない。これに懲こりて、大人しく籠かごの鳥に甘んじていてくれればいいのに、どうしてまたしても同じ愚ぐ挙きよを繰くり返すか。

「…………」

　とはいえ、どうも彼女ばかりを責められないらしい。走り書きというよりは、殴なぐり書きという方が正しい乱雑な文字を目で追って、ロキシスは迷いのため息をついた。すぐに、ルーナを捜し出さなければならないとは思う。あの娘は『精せい霊れいの民たみ』、悪用されれば帝国の礎いしずえが揺らぐ可能性さえある。

　だが連れ戻すとなると、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。まずは事情を確かめなければならないと、ロキシスは思った。もちろん、行き先の解わからないルーナに尋たずねることはできない──尋ねるべきは、もう一人の当事者。

　しかしロキシスが、そのために足を運ぶ必要はなかった。会いたい人物が、向こうからやって来たからだ。

「ロキ」

　扉とびらを叩たたく音に応じると、来客が姿を現した。先に合図を寄よ越こす分別が、この男にあるとは珍めずらしい。自分の用件を伝えるためには、相手の迷めい惑わくなど顧かえりみず、勝手に侵しん入にゆうしてきたりすることも多いのだが、どうやら今夜はそこまで忙せわしない心境ではないらしい。

　あるいは──彼もまた、躊躇ためらいを覚えているのか。

「イシュト。どうしたんだ、こんな時間に」

　とりあえず、先に彼の用件を聞こうと、ロキシスはそう応じた。すぐには答えず、イシュトは部屋に入ってくると、おもむろに手にしていたものを卓に置いた。古びた革かわ表紙や、絹の張られた優ゆう雅がな装そう丁ていのもの、逆に表紙の文字さえ掠かすれかけたものもあるが、どれも本だ──今日、彼と彼女は揃そろって、皇宮の書庫に出かけたはずだった。

「これ、ルーナに渡わたしてくれ」

　基本的に書庫の本は持ち出しが禁じられているはずだが、もちろんイシュトにとっては、それがどうしたくらいの禁止であろう。その件については何も言わず、ロキシスは素知らぬ顔で訊きき返す。

「何の本だ？」

「彼女が知りたがっていることが書いてある。『精霊の民』に関する、古い記述がある」

　そういえば、そんなことを言っていた気がする。ルーナは己おのれの出自、その身に流れる血の意味を、知りたがっているようだった。もしそこに何かの意味を見み出いだすことができれば、皇宮に留め置かれている現状を受け入れやすくなるだろうと考え、ロキシスもまた、それを否いなとは言わなかった。イシュトと一いつ緒しよであるならば、護衛役にくらいは十分なるだろうし、彼女が知りたいことを知るための助けにもなるだろうと思った。過去に消えた『精霊の民』のことはともかく、彼らの残した『輝き石せき』について、ある意味もっとも詳くわしいのは彼だ。イシュトにとっては、あの書庫はこの屋敷と同様、子供の頃ころから出入りしている場所でもある。たとえ何事か起きたとしても、十分に対応できるはずだ。

　しかし、それならどうして今、彼女はここにいないのか。

「自分で渡してきたらどうだ」

　それができないのは承知の上だが、敢あえてそう言ってみる。ルーナの出しゆつ奔ぽんに対して、もし彼に思い当たることがあるなら、それらしい反応をするだろう。案の定、イシュトは苦しいところを突つかれたというように答えを躊躇ったが、やがて小声で呟いた。

「……しばらく、顔を見たくないって言われたから」

「今いま更さら何を言ってるんだ。今までだって、散々言われてただろうが」

　これまで何と言われようと、まるで頓とん着ちやくせず、ひたすら彼女に付きまとっていたのは一体誰だれだというのか。しかしそう指し摘てきしても、イシュトが動く様子はなかった。やはり、とロキシスは確信する。

「──今度は、何をやらかしたんだ」

「ロキ」

「あの娘は、ここにはいないぞ」

　え、と目を瞬またたくイシュトに向かって、ロキシスは手にした紙をひらひらと振ってみせた。置き手紙だ、と告げる。

「俺が帰るまでに、どこかに姿を消したらしい。帰ったら、こんなものが残っていた」

　一応、手紙を残していった辺り、前回の教訓が生きていると取れなくもない。無断で消えては騒さわぎになると認にん識しきしているということは、彼女が自分の置かれた状じよう況きようを正しく理解している証左である。手紙を取ったイシュトが、黙もく然ぜんとその文面を見やる表情を見て、ロキシスは更さらに口を開いた。

「これを残していったからといって、勝手に出て行くことを許すつもりはない。だが一応、俺が預かっている以上、あの娘に対しても責任がある。彼女がこの屋敷にいたくないと言うなら、それが不当でないかどうか、原因を突き止めなければならない」

　そしてその原因を、イシュトは知っているはずだ。雑な筆ひつ致ちで書かれた手紙に記されている言葉から、十分に窺うかがえる──この屋敷にいる限り、イシュトと二人きりで顔を合わせることは防げない、それが嫌いやだからここを離はなれると。

　イシュトが鬱うつ陶とうしがられているのは確かなことだが、それでもこれまでは、ルーナがここまであからさまな態度を取ることはなかった。彼の出すちょっかいを拒きよ否ひしてはいたが、その存在ごと拒きよ絶ぜつしはしなかった。おそらく、そういうことはできない娘なのだ。素っ気ない態度の裏で、少しでも関かかわった相手のことを見過ごせない。長く一緒にいた者に裏切られても憎にくめない。自分の意志とは無関係に付けられ、好ましく思ってはいなかった監かん視し役のことでさえ、自分の行動のために不利な立場に追いやったと心苦しく思うくらいだ。その罪悪感を利用して、彼女の行動を制限しようとしたロキシスが言えた義理でもないが、根本的にお人ひと好よしだ。

　しかしそんなルーナが、ここへきて突とつ然ぜん態度を翻ひるがえすからには、それなりの理由があるに違ちがいない。何があった、と問い質ただすロキシスに、しかしイシュトは答えなかった。彼の声など耳に入っていないかのように、手紙を見つめて立ち尽つくしていたが、唐とう突とつに背を向けて立ち去ろうとする。

「！　ちょっと待て、どこに行くつもりだ」

「ルーナを捜さないと……まだ、遠くにはいっていないはずだ」

「落ち着け、それは後でいい。一応、帰ってくるつもりではあるようだし」

「そんなの解らないだろう！」

　思いがけず、感情的な答えが返ってくる。腕うでを摑つかんだ手を振ふり払はらわれそうになって、ロキシスは更に力を込めた。今、彼を行かせてはならないと思った。常にない反応は、かつてない鬱うつ屈くつの表れだ──まるで彼自身も、どうしていいか解らないでいるような。

「イシュト、答えろ。──おまえ、ルーナに一体何をした？」

　真っ直すぐに目を見み据すえて問うのは、子供の頃からの習いだった。問い詰つめるためではない──何を言っても話は聞いてやると、伝えるための仕草。

　果たして、先に目を背そむけたのはイシュトの方だった。一つ息をついて、吐はき出すように呟つぶやく。

「……した」

「何だと？」

「押し倒たおした、彼女を。君の子供が欲しいって」

「…………」

　予想外の答えに、一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。が、その言葉は聞き間ま違ちがえようもなかった。ロキシスは啞あ然ぜんとしたが、次の瞬しゆん間かん、事態を把は握あくすると、別の意味で思考が飛んでしまう。

「こ……っの、馬ば鹿かが！　何をしてる！」

「何もしてない、口付けをしただけだ。途と中ちゆうで逃にげられたから」

「ふざけるな！」

　思わず、相手の襟えり首くびを引っ摑んで怒ど鳴なりつける。ろくでもないことをしたのであろうと思ってはいたが、ここまでろくでもないとは想像していなかった。それは、決して許されない行いだ。力と暴力で押さえつけられることを、望む者はいない。ましてそれが、力では絶対に抗あらがえない女であったなら。

「自分が何をしたか、解わかっているのか？　そんなのは……あってはならないことだ」

　と同時に、何故なぜルーナがこの屋や敷しきを出て行ったかも理解できた。そういうことがあれば、彼女が心底からイシュトを拒絶するのも当然か。忌いむべき卑ひ劣れつの告白に、ロキシスは頭に血が上るのを感じたが、しかし続く相手の言葉を聞いて、気勢を殺そがれる。

「そうとも、あってはならないことだし、そうし続けることもできない。彼女をおれのものにすることも──彼女が望まないのに、ここに閉じ込めておくことも」

「…………」

「『精せい霊れいの民たみ』の血を継つぐ子供がいれば、彼女を解放してやれる。おれの力を継いでくれれば、この国と魔ま法ほうを維い持じすることができる。間違いじゃない……何が、駄だ目めなんだ」

　今度は相手から真っ直ぐに目を向けられて、ロキシスは言いかけた言葉を吞のみ込んだ。言いたいことはたくさんあるが、それをぶちまけても、どうなるとも思えなかった。何が駄目なのかと呟くイシュトは、きっと間違いに気付いている。けれど気付いていてなお、何が間違いなのか理解できないのだ。帝てい国こくの礎いしずえとなることを望まれて──そのためにしか生きてこられなかった彼には。

　代わりに、舌打ちして摑んだ襟首を放す。乱暴に相手を突き放すと、ロキシスは苛いら立だちを隠かくさずに告げた。

「もういい、解った。おまえは引っ込んでろ。──ルーナは、こっちで捜さがさせる。おまえは必要ない」

「おれが見つけるんだ。彼女は……」

「いい加減にしろ」

　反はん駁ばくを途中で断たち切る。およそ事情が解った今、これ以上彼に訊きくことはなさそうだった。ならば、ロキシスにできることは、事態の更なる悪化を防ぐことだけだ。

「前に言ったはずだ、要いらんことをするなと。鎖くさりで縛しばりつけようと、どこかに閉じ込めたとしても──力で抑おさえつければ永遠に手に入らなくなると、何故解らない」

　イシュトにとって、あの娘むすめは違うのではないかと思っていた。有う象ぞう無む象ぞうの人形、手て許もとに置いて壊こわすだけの玩具おもちやではなく、共に生きて魂たましいを持つ存在だと理解するかもしれないと。そしてもしそうできれば、きっと閉とざされた世界は変わるはずだと。

　だが結局、それは儚はかない期待だったのかもしれない。彼はこの先、少しも変わることはないのだ──この閉ざされた皇宮を、一歩たりとも出ることのない、彼の世界も。

「おまえには、人の心が解らない。それはもう、どうしようもないが……だがそれなら、せめて言われたことくらいは叶かなえろ」

「言われたこと……？」

「しばらく、顔を見たくないと言われたんだろうが」

　心を推おし量る必要はない、それこそがはっきりと示された、ルーナの意志だ。そうだろうとも、とロキシスも思う。彼女の立場になってみるまでもない、そんな暴挙に及およんだ人間に誰だれが近付きたいものか。

「言われた通りに、引っ込んでいろ。決して、あの娘を追おうなどとは考えるな。少しでも、彼女に悪いと思う気持ちがあるのなら」

「…………」

「──しばらく、頭を冷やせ」

　冷えるまで、ここへは来るな。冷たく言い捨てて、ロキシスは背を向ける。これ以上、話を続ける意義はない。決めるのは、イシュト自身だ──いくら彼女を追うなと言ったところで、ロキシスにはそれを止める術すべはないのだ。

　やがて背後で扉とびらが開閉する音がしても、彼は振り向かないままでいた。他ほかにできることは、何一つなさそうだった。
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　──正直なところ、何が起きたのか自分でも解らない。

　がらんとした空間、冷たい空気のわだかまる部屋に、イシュトは座り込んでそう思った。外が暑かろうと寒かろうと、幾いくつ季節が移ろおうと、この空間の冷たさには変わりがない。本当に気温が低いのか、それともこの場に満ちる強大な力が、彼にそう感じさせているのかは解らない。目には見えない力の流れが、渦うずを巻いて場に満ちる──『輝き石せき』の真上に位置する皇こう帝ていの居所は、ある種祭さい壇だんにも近い。『ヴァルシウスの術式』で奇き跡せきを縛り、帝国の安あん寧ねいを保つために、その一身を捧ささげるべき場所。

　肌はだに触ふれる空気の冷ややかさと力の気配はとうに慣れたものの、しかし今夜は、馴な染じまない別の感覚が神経に障さわる。イシュトはじっと掌てのひらを見つめた。そこに残る感かん触しよくが、今も消えない。華きや奢しやでしなやかな腕──彼が床ゆかに押し付けた、彼女の身体からだの柔やわらかい温度。

　──どうして。

　確かにそれは、してはならないことだったのだろう。合意を得るでも、説得を試みるでもなく、単純に力で抑えつければ、反発は必定である。意に染まぬことを強しいる相手に、生まれるのは憎しみだけだ。

　だが、それでも彼女が欲しかった。むしろ、憎まれることさえ喜びだった。ずっと長い間、ルーナは彼の存在さえ知らなかったのだ。イシュトが一方的に見つめるばかりであったはずの、輝かがやかしき〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉。その彼女が、実体を持って彼の前に現れたのは、まさに奇跡にも等しい。触れられるのなら触さわりたくなる、声を聞いたら話しかけたくなる。彼女の気を引けるなら、好意も憎ぞう悪おもさして変わりはしない。見つめていたい、触れたい、自分のものにしたい。憎まれても嫌いにはならない。彼女を愛している。

　愛しているというのはそういうことだと、ずっと思っていた。憎まれても嫌われても関係ない、そんなことなどどうでもいい──必要なのは、揺ゆるぎない自分の気持ち、ただそれだけだと。

　けれど……あの瞬間、何かが変わったのだ。

　──そんなに、子供が好きなのか？

　それはまったく、想定外のことだった。自由を奪うばわれ、固い床に押し付けられて、ルーナは彼を見上げてそう訊いたのだ。状じよう況きようから考えれば、おそらくは彼女も深くは考えていない、咄とつ嗟さの問いかけだったのだろうが、イシュトの意識を奪うには十分すぎるものだった。そんなこと、考えたこともない。何を問われているかさえ、すぐには理解できなかったほどだ。

　イシュトが子供と言ったのは、それが必要なものだったからだ。帝国のため──この先どこまで守れるか解らない帝てい位いのために、『精霊の民』の血を通じて、この先も長く『輝石』を支配し続けるために必要なのだ。それ以上でも以下でもなく、そのことに疑問を持ったことはない。生まれつきの魔法の資質が有用であったから、幼い彼は皇宮に迎むかえられた。いつかは『ヴァルシウスの術式』を受け継ぐものとして育てられた。自身を顧かえりみても、目的のために子供を必要とするのは、当たり前だと思ってきた。

　もしイシュトがルーナの立場なら、必要のない子供は拒きよ否ひするだろう。あるいは、何か別の利益があって望むなら、彼の行動を受け入れるかもしれないが、いずれにせよ答えははっきりするはずだ。間ま違ちがっても、実際のルーナがしたような、「問いかける」という行動になることはない。

　ましてや、彼女は「好きなのか？」と問うたのだ。もし彼が好きだと答えていたら、どうなっただろう。彼女にとってはまるで必要性のない子供を、彼のために受け入れてくれたのか──意に沿わぬ相手でも、たとえ何も利益をもたらさないものだとしても、彼女は『好き』だと言うだろうか。

　そしてそう思った瞬しゆん間かん、イシュトは卒然と理解した。子供に限らない、どんな相手でもそうなのだ。だからこそ、彼には彼女が理解できない──自分を裏切った相手を、それと解ってなお心に留めておくことも、鬱うつ陶とうしがっていたはずの皇宮騎き士しの処分を気にかけるのも、全すべて根は同じに違いない。『好き』という感情が解らないわけではないけれど、それでも彼の知っているそれと、彼女のものは大きく違いすぎる。自分にとって利をもたらすこと、都合がいいということ、何かを得ることの対価として発生する『好き』は、彼女の言う『好き』ではないのだ。

　──だが果たして、そんな彼女の目に、この自分はどう映るのか。

　彼女の腕うでを摑つかんだ手から、力が抜ぬけた。振ふり払はらわれるに任せて手を離はなしたのは、強いて言えば恐きよう怖ふであっただろう。摑んだ腕の感触が、組み伏ふせている身体が、急に生々しく実体を持ったような気がした。彼女の瞳ひとみが見み透すかすようにこちらを見るのが、たまらなく恐おそろしい。皇帝という殻から、その中に満ちる魔ま力りよく、それだけが彼という存在だ。富でも地位でも保護でも、彼女がそうしたものを望むのなら、いくらでもあげられる──なのに、ルーナが見ているのは、きっとそのどれでもない。

　ずっと、彼女は光だった。一方的に夢想を託たくせる、手には触れられない光。現実の彼女が多少理想と異なっていても、『愛して』いたから平気だと思っていた。光は真っ直すぐに飛びゆくもの、彼を導くためのもの──皇宮下層の暗くら闇やみで、彼に手を差し伸のべてくれたように。

　だが、多分それは間ま違ちがっている。彼女は光ではない、彼に都合のいいばかりの女め神がみではない。でなければ、どうしてあんな目で彼を見るだろうか。これまで誰も見なかった、何もない空くう虚きよな内側に気付かされる。

　気付きたくないことに気付かされそうな、予感がある。それは決して快いことではないだろう。だが、それがただの恐怖だとしたら──この焼け付くような衝しよう動どうは何なのか。

「──会いたい」

　焦こがれるように、そう思う。言葉にすればこれまでと同じ、けれど味わったことのない感覚だった。手許に置きたいわけではない、自分のものにしたいとはもう思わない。

　ただ、いなくならないでほしかった。知らないところへ行かないでほしい、彼の目の届かないところへ行かれたら、この手で守ることさえできない。

　──失いたくない、どうしても。

　視線を落としていた掌から顔を上げ、イシュトは意識を切り替かえる。この場に満ちた力の流れを捉とらえると、ゆっくりとそれをねじ曲げる。普ふ通つうなら声を使った呪じゆ文もんか、術式を必要とする魔ま法ほうだが、どちらも彼には必要がない。

　やがて音もなく、魔法が完成する。それを示すように、一いつ瞬しゆんだけ宙に現れた光は、すぐに四方に飛び去って消えた。再び目には見えなくなった力の流れは、網あみのように皇宮を覆おおい尽つくす。どんな魔法の痕こん跡せきも、たちどころに感知できるように──もしルーナが皇宮を出ようとしたり、どこかで使われる魔法に触れるようなことがあれば、すぐに駆かけつけられるように。

「……っ」

　瞬間、胸を貫つらぬく鋭するどい痛みは、このところすっかり馴な染じみになったものだ。皇宮全体にはびこった魔ま獣じゆうを一いつ掃そうしたあの夜から、心臓に穿うがたれた術式が軋きしむ。当然のことだった。代だい替たいのない部品にひびが入ったなら、あとは完全に壊こわれてしまう日を待つより他に道はない。

　そしてその日は、もうさして遠くない。この身に『輝石』の力が流れ入るたびに、彼の鼓こ動どうは失われていく。既すでに、前は何とも思わなかったこんな術式を使うだけで、これほどに消しよう耗もうするのがその証しよう拠こだ。

　それでも、これは甘受すべき負担だ──それで、もう一度彼女に会えるなら。

　気がつけば、既すでに夜半も過ぎていた。しかし寝しん台だいに入る気にはなれない。もし眠ねむっている間に、彼女に関かかわる何かの手がかりを見み逃のがしてしまったら。もしそれが重大な何かで──永遠に彼女を失うようなことになってしまったら。

　だから、がらんとした夜の中に座り込んで、イシュトはじっと闇やみを見つめる。何の光も見み出いだせないその闇こそが、彼の明けない夜のはじまりだった。
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「なぁ、オレとちょっとお話ししない？」

　聞き覚えのない声とともに、視界が真っ白に染まった瞬間、ルーナは軽い眩暈めまいを覚える。ただし、単純に体調のせいではない。頭の芯しんに響ひびくような独特の感じには覚えがあった。

　──魔法。

　胸むな元もとに、ちりちりと焼けつくような刺し激げきが走る。間違いない、とルーナは確信した。これこそは彼女の身に流れる『精せい霊れいの民たみ』の血の、唯ゆい一いつの利点というべきものだ。『輝石』を支配する血と、帝てい国こくの魔法とが相あい容いれないものであるために、魔法の影えい響きようをほとんど受けない。

　そうした思考がはっきりと意識されるより早く動けたのは、ひとえに闘とう技ぎ場で重ねた経験による、反射の鋭さの賜たま物ものだろう。視界の靄もやが完全に晴れるのを待たず、剣を閃ひらめかせて敵に斬きりかかる。

「！　うひゃおう！」

　情けない悲鳴が上がった。この間合いの斬ざん撃げきは予想していなかったのだろう、敵はあたふたと剣をかわす。しかしそうして避よけられることこそ、ルーナの読み通りだ。体勢を崩くずした相手に足を引っ掛かけて転ばせると、体勢を立て直される前に、すかさず剣を突つきつける。

「うわっ、とっ……え、ちょ、ちょっと待った。え、何これ……？」

　床ゆかに座り込む恰かつ好こうになった敵が、何やら慌あわてた様子で口走っている。ことここに至って、ルーナはようやく相手を確かめることができた。記き憶おくにない顔の、若い男だ。歳としは、まだ三十には届かないだろう。剣を前に焦あせる姿には、洗練されたところなどどこにもないが、よく見れば仕立ての良さそうな服を着ている。素す早ばやく視線を向けてみれば、男の手の甲こうには何か描えがかれている。よく目にするものよりも数段装そう飾しよくめいた、精せい緻ちな模様──だが『印』には違いない。

　──貴族か。

「何者だ」

　まだ何やら呟つぶやいている男の言葉を断たち切って、ルーナは鋭く誰すい何かする。どうやら男には、戦いの心得はないらしい。それはそれで、すんなり勝たせてもらえそうで助かるが、しかしこんな男に襲しゆう撃げきされる心当たりなどない。

　対する男の方は、目を瞬またたいて彼女を見上げる。剣を突きつけられる恐怖というよりは、驚おどろきの方が強いらしい。しげしげと彼女を見つめると、呆あつ気けに取られた口調で言った。

「えー……何で？　何で何も起きねーの？　オレの魔法はどうなったの？」

「……大方、おまえがしくじったんだろう」

　やはり、この男は彼女に、何か魔法で攻こう撃げきを仕し掛かけたのだ。察して、ルーナは咄とつ嗟さに言い逃のがれる。彼女が『精霊の民』の血を引くことに感づかれそうなことは、何であろうと避さけた方がいいに違いない。

「はぁ？　オレがぁ？」

　しかしその答えは、男にはひどく不満らしい。眉まゆを顰ひそめると、気取った仕草で肩かたを竦すくめる。

「そんなこと、あるわけねーし。発動失敗なんてどこの素人しろうとよ、オレを誰だれだと思って……」

「だから、誰なんだおまえは」

「ちょ、止やめてくださいおねーさん」

　一瞬前の余よ裕ゆうの振ふる舞まいはどこへやら、ルーナが剣けんの刃はを首筋に触ふれさせた瞬間、男は態度を翻ひるがえす。しかしルーナには、剣を引く気はなかった。こんな時間に、こんな場所を偶ぐう然ぜんに通りかかるはずもない。明らかに、この男は知っているのだ。ついさっき、ここで起きていたことを──ここで交かわされた、不ふ穏おんな会話の意味を。

「おまえは誰だ。ここで、何をしている」

「それは、オレの方が訊ききたいんだけど」

「訊いているのは私、答えるのがおまえだ」

「うわー、それってずるくね？　頼たのむから、その剣をしまってって……解わかった、解ったよ！」

　突きつけた剣を僅わずかに揺ゆらすと、男は観念したように喚わめいた。確かに戦意はなさそうに見えるが、しかしルーナは警けい戒かいを解かず相手を見下ろす。何しろ、いきなり魔法で攻撃を仕掛けてくるような男なのだ。今は彼女が有利な状じよう況きようであるから大人しくしているものの、決して信用できるとは思えない。
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「えーと、そうだな、まずは自己紹しよう介かいからしようぜ。オレはヒューレイっていうんだ。あんたは？」

「何で私が名乗らなきゃいけない？」

「ひでえ！　何なのおねーさん、我わが儘まま過ぎだろ！」

「それで、そのヒューレイとやらは、ここへ何しに来た」

「──もちろん、あいつらの話を聞きにきたに決まってる」

　不意に、懐ふところに斬り込まれたような感覚を覚える。剣をぶれさせるようなことはなかったが、半ば意識せず身構えるルーナに、男は意味ありげな視線を向けた。先刻までの情けない表情ではない、唇くちびるを歪ゆがめて笑えみさえ浮うかべる。

「あんただって、そうなんだろ。こんなところで待ち伏ぶせなんかしてるからには」

「わ、私は──」

「で？　あんたはあの若い奴やつの方の知り合いなの？」

「！」

　突とつ然ぜんの質問に、思わず言葉を失う。何か言い訳をするべきだったのかもしれないが、つい見せてしまったその反応が、何よりの答えとなってしまった。更さらに笑みを深くするヒューレイに、それでもルーナはすぐに表情を取り繕つくろうと、逆に尋たずね返す。

「……どうして、そう思う？」

「そりゃ簡単さ。年寄りの方は、オレの知り合いだからな」

　そしてあの年寄りを追っているなら、オレのことを知らないわけがない、とヒューレイは当たり前のように言う。ということは、とルーナは思った。彼はあの老人に近しい人間なのだろうか。

「……いいのか、そんなことを言って」

「あ？　どういうことよ」

「あの二人が何を話していたか、おまえも聞いていたんだろう。近しいなんて、言っていいのか。あれは……」

　してはならないこと、許されざる背信だ。言いかけた言葉を、ルーナは途と中ちゆうで吞のみ込んだ。それをはっきりと口にすることは躊躇ためらわれた。まるでその恐おそろしいことが──恐ろしいことを、『彼』が企たくらんでいるという事実が、言葉にすることで確定してしまうような気がして。

　だが彼女が黙だまっていても、現実が覆くつがえるわけでもない。耳に残るあの言葉だけで、ここで会話を交わしていた彼らの意図は疑う余地もない。

　──帝てい位いにあるべきは、あの男ではない。

　帝位の簒さん奪だつ、玉座への反逆。彼らの望みは、つまり現在の皇こう帝ていであるイシュトを、その座から引きずり下ろすことなのだ。市し井せいで育った一いつ介かいの平民であるルーナですら、それが途と方ほうもない大罪であることは解る。発覚すれば、それだけで死は免まぬかれない。たとえ成功しなくとも、考えを起こすだけで罪を問われる類たぐいの陰いん謀ぼうだ。

　到とう底てい、まともな考えがあっての所業とも思えない。しかしルーナを愕がく然ぜんとさせたのは、その企みばかりではなかった。暗がりの中に立ち現れた、見知った姿を思い出す。その姿を、今はもう聞き慣れていたあの声を、間ま違ちがえるはずがない。

　──ベルダ。

　どうして、彼があんなところにいたのだろう。皇帝の直属たる皇宮騎き士し、その剣を皇帝に対する忠誠に捧ささげたはずのベルダが、何故なぜあんな企みに手を貸そうとしているのか。

　いや、それだけではない。もしあの老人が正しければ、彼は更に恐るべきものに手を染めている。

　──あの異形の化物どもを、生み出そうなどと考えたのは。

　あの夜のことは、今でも鮮せん明めいに思い出せる。皇宮中に満ちた魔ま獣じゆうは、ありとあらゆる場所へ入り込み、破は壊かいと襲撃の限りを尽つくした。イシュトとともに、皇宮の下層を彷徨さまよっていたルーナにしても、一歩間違えば生命を落としていたかもしれない。イシュトの力で一いつ掃そうできていなければ、更に被ひ害がいは拡大して、食い止める術すべはなかっただろう。

　本当に、ベルダがあの悪夢を現出したというのだろうか。そんなことをしなければならないどんな理由が、彼にあるだろう。平民に生まれながら皇宮騎士の誉ほまれを得るなど、滅めつ多たに叶かなうことではない。そして彼もその環かん境きようを良しとしていたはずだ。実質的な上司であるはずの宰さい相しようロキシスも、彼のことは高く買っていて……。

「あー、それだよそれ」

　不意にヒューレイが声を上げて、ルーナはそこで思考が断ち切られるのを感じた。再び会話に意識を戻もどす彼女の前で、ヒューレイは僅かに身を乗り出す。

「近しいからこそ、困るのさ。何の断りもなく、勝手に泥どろ舟ぶねに乗せられたんじゃたまらない。……先の短い人生、どんなくだらねえ野心を抱いだこうが勝手だが、オレまで巻き込まれるのはごめんだ」

「…………」

「なあおねーさん、あんた、あのじいさんが何者か知ってるかい？」

　突とつ然ぜん尋たずねられ、ルーナは軽く面めん食くらう。が、少し考えた後、首を横に振ふった。彼女の答えに、ヒューレイはいかにも狙ねらい通りとばかりににっこり笑う。

「教えてやるから、この剣しまってくれねえ？　これじゃ、おちおち話もできねーし」

「おまえと話すことなんかない。訊かれたことに、大人しく答えてくれればそれでいい」

「脅おどさなくても答えるって、信用してよ。だから、オレから教えてやるって言い出したんじゃん。あんたにだって、悪い話じゃねーだろ？」

　少しの間黙り込んで、ルーナは目の前の男の言葉を考えてみる。ヒューレイが信用に値あたいするかどうかはさておき、ベルダと話していた相手のことは気になった。きっと、あの男が諸悪の根源に違ちがいない。ベルダは何か理由があって、あの男に従わざるを得ないのだ──そうでなければ、どうして彼が反逆など考えるものか。

　結局、ルーナはため息をついて剣を引いた。ようやく解放されたと思ったのか、ヒューレイは喉のど元もとを押さえて息をついている。それでも、何か不穏な動きをしたら即そく座ざに反応できるよう、柄つかから手を離はなさないでいる彼女に気付くと、ひょいと肩を竦めて言った。

「ああ、ああ、そう怖こわい顔すんなって。──あのじいさんはな、ヘムダル・ストラシアだ。一応、ストラシア家の長ってことになってる」

「ストラシア家？」

　それで説明は済んだだろうとばかりに、ヒューレイはしたり顔だが、しかしルーナは首を傾かしげた。聞き覚えのない名だ。皇宮の中のことなどまるで解らない、おそらくは貴族の名なのだろうが、もちろん知るわけがない。

「何なんだ、そいつは。有名なのか？」

「えええ、あんた、ストラシアを知らねーの？　でも、聞いたことくらい……」

「悪いが、全く知らない。私は皇宮の生まれじゃないから」

「へえ？　あーほんとだ、『印』がないもんな。どこの家に仕えてんの？」

「私のことは放ほうっておけ！　それよりその、ストラシアというのは何なんだ」

　ヒューレイが自分の手に視線を向けたのを察して、ルーナは慌あわてて話を軌き道どうに戻す。彼女自身のことを、彼に知られるつもりはなかった。再び剣けんの柄を握にぎり締しめて問うと、意図は伝わったのか、ヒューレイは渋しぶ々しぶといった様子で口を開く。

「何だよ、もう……オレはただ、親しん睦ぼくを深めようとだな」

「これ以上、親しくなるつもりはないから大だい丈じよう夫ぶだ。今すぐ質問に答えてくれ」

「質問？　ああ、ストラシアね。うーん、改めて説明しようと思うと難しいんだけど」

　果たして、それはやはり貴族の家の名だった。古くから続く貴族で、過去には皇帝を出していた血筋でもある。徹てつ底ていした血統主義のおかげか、一族には『印』なくして魔ま法ほうを扱あつかえるような強い力の持ち主が多くいる──中には、『ヴァルシウスの術式』を受け継つぐことができるほどの力を持つ者もいる。そうした来歴もあって、ストラシアは良くも悪くも他ほかの貴族とは違う。少なくとも、一族の者はそう思っている。我らは、皇帝を生み出す者なのだと。

「中でも、あのじいさんは最悪だ。帝位を求める怨おん念ねんだけで生きてるみたいなものだからな。だから、ストラシアの出じゃない今の皇帝は気に入らない。ついでに、政治を牛ぎゆう耳じっている宰相も気に入らない。なもんだから、常に連中を目の敵かたきにしてるんだが……まさか、こんな手段に出ようとはねー」

　内容に比べて、あまりにも軽い相変わらずの口調で、ヒューレイはあっさりとしたものだ。僅わずかに眉まゆを顰ひそめているところを見ると、彼らの企みを良しとは思っていないようだが、それは悲ひ嘆たんというよりは、もっと単純に迷めい惑わくを厭いとうもののようだ。近しい人間と語っていたはずの者が、許されざる陰謀に関かかわっていることへの、悲嘆や心配といった面おも持もちは欠片かけらも見えない。

「ついに耄もう碌ろくしたかねー。いや、元々あんな感じではあったけど……でもここまで思い切ったことはしなかったのに。あれか、あんたの知り合いのあの若造に、焚たきつけられでもしたのか」

　今度ははっきりと呆あきれた顔をして、ヒューレイは呟つぶやいた。いかにも咎とがめるような眼まな差ざしを向けられて、ルーナは思わず言い返す。

「馬ば鹿か言うな、唆そそのかしたのは、おまえの知り合いの方に決まっている。あいつには、そんなことする理由はない」

　ない、ないはずだ。確信を持ってそう思えるのは、ヒューレイの話を聞いたからである。ストラシア家が常に帝位を狙っているものとすれば、尚なお更さらベルダと合うわけがない。ましてストラシア家が、彼がこの上なく敬愛し、忠節を誓ちかっているはずの宰相ロキシスといい間あいだ柄がらを築いていなかったなら、よほどのことがない限り、好んで近付きもしないだろう。

　──よほどのことが……。

　しかしそこまで考えて、ルーナははっと気付いてしまった。よほどのことが、あったではないか──ベルダは、ルーナの監かん視し兼けん護衛役を外された。彼にその任を与あたえたロキシスが、舞ぶ踏とう会の夜にルーナに勝手な行動を許したとして、その責を問うた結果だ。

　ルーナにとっては、到底納なつ得とくのいかないことだ。軽挙の責を問われるべきは彼女一人、ベルダを巻き込んでしまったことさえ含ふくめて彼女のせいである。しかし結局、ロキシスの決定を覆くつがえすことはできなかった。

　あの一件が、彼にどんな思いをさせたかは想像に難かたくない。ロキシスの信を得て任されたはずの務めを、完かん遂すいすることができなかった。どころかそれを責められ、遠ざけられさえしてしまったら、完全に信を失ってしまったと思うに違いない。過去を悔くい、取り戻せないものを嘆なげくなら、何もかもを憎にくらしく思っても不思議はない。その憎しみを晴らすためなら──たとえロキシスの敵でも、むしろ敵だからこそ、近付くことだってあり得る。

　──私の、せいか。

　だとしたら、ベルダが今夜ここに辿たどり着いたのは、彼女の招いた災いなのだ。閃ひらめいた考えに、ルーナは愕然としてしまう。彼女が追い詰つめたのかもしれない。あのベルダが、彼女がロキシスの名を呼び捨てにしただけでもいちいち咎めてきたほどの忠心を持っていた彼が、その剣を向ける先を誤るまで思い詰めたのだとしたら、これほど救われないことはない。

　──……いや、まだだ。

　まだ間に合う。拳こぶしを握りしめ、ルーナは先刻彼らがいた闇やみの中を見み据すえた。ここで話されたこと、彼らの企たくらみを知る者は、まだ彼女と、目の前の男を置いて他にないのだ。今なら止められる、何も明るみに出ることなく、彼の名めい誉よを救うことができる。

「ヒューレイ」

　はじめてその名を呼んでみる。前置きもなく呼ばれたヒューレイは、一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、しかし構っている場合ではない。ルーナは相手を見据えると、急いで尋たずねる。

「あの二人が、どこへ行ったか知らないか。ストラシアとかいう家はどこにある」

「え、何すんの？　まさか殴なぐり込みとかじゃないよね？」

「私の知り合いを、返してもらう。あの男は、こんなことに手を染める人間じゃない──今なら、まだ間に合う」

　謀ぼう略りやくが明るみに出る前に、ベルダを連れ戻す。しかし密ひそかにそう決意するルーナに、相手の反応は冷たかった。ええーと不満げな声を上げ、ヒューレイは顔をしかめる。

「そいつは困るんだけどー。そんなことされたら、何のためにオレがここに来たのか解んねーじゃん」

「は？」

「大体、奴やつらはもう無理でしょ。反逆ってのはさ、計画してるだけでもう罪なんだし」

「だから、それはまだ誰だれも……」

「知ってるじゃん。あんたも、オレも」

　一瞬の沈ちん黙もくで、ルーナは相手の言い分を理解する。考えてみれば当たり前のことだが、ヒューレイは彼女と考えを同じくする者ではないのだ。それは先刻の、ストラシア家についての口くち振ぶりからも十分窺うかがえる。彼は、自分と近しいと言っていたあの老人を好いてはいない。そして今夜、ここで見聞きしたことを忘れてまで、好かない相手を庇かばう道理はない。

　我知らず、剣の柄に手が伸のびる。いくらルーナが隠かくし通そうとしても、ヒューレイが口を開けば、この陰いん謀ぼうは白日の下に晒さらされる。せめてベルダの所在を見つけて、説得するくらいの暇ひまはなければならないが、それもどうなるか解わからない。残る手段は、ヒューレイの口を封ふうじることだが……しかし殺しでもしない限り、完全に封じることなどできはしない。

　またなのか。歯は嚙がみする思いで、ルーナは自身に問いかける。またしても手を拱こまねいて、見ているしかないのだろうか。既すでに一度、己おのれの行動でベルダに不利益を押しつけておきながら、それを覆すことができなかった──その借りを返すことすら、できないままで終わるのか。

「──でもまあ、確かに、大事になってもらっちゃ困るんだ」

　しかし彼女の迷いを断たち切るように、意外な言葉が飛び出した。依い然ぜん座り込んだままのヒューレイは、ルーナを不敵な目で見上げる。剣に手をかけた彼女を恐おそれる様子はない。

「なあおねーさん、オレと手を組まない？」

「……何だって？」

「悪いようにはしないさ。──あんた、あの男を助けたいんだろう？」

　ルーナもまた、相手を見返す。この申し出がどういう意味か、測りかねたのだ。答えないまま、様子を窺う彼女を見て、ヒューレイはへらりと笑う。

「正直さー、オレはあんたの知り合いのことはどうでもいいんだよね。でもオレの目的を果たしちゃうと、多分ろくでもねー死に方すると思うんだ。でも、もしあんたが協力してくれたら、あの男のことはあんたに任せられる」

　ここで会ったのも何かの縁えんだし、と軽く言われて、ルーナはますます困こん惑わくする。そんな縁があったところで何だというのか。しかし一方で、この申し出を一いつ蹴しゆうすべきでないことも解っていた。少なくとも、彼と口裏を合わせない限り、早晩ベルダのことが明るみに出るのは避さけられまい。

　ここは一つ、話を聞いてみるべきだとルーナは判断した。何となれば、彼は現状を共有しているただ一人の相手なのだ。他の誰にも相談できない。イシュトにも、ましてロキシスにも話せないことである。

　しかし、決して信用できる相手でもない。胡う散さん臭くささを拭ぬぐえないまま、ルーナは口を開いた。

「……解った、話を聞いてやる。その上で、協力できるならしてもいい。ただ、先に一つ教えてほしい」

「うん、何よ？」

「おまえは何をしようとしている？　目的は何だ」

　もし、この陰謀を推おし進めようとしたり、何かよからぬ目的のために動いているのなら、協力はできない。言われたヒューレイは、ちょっと肩かたを竦すくめてみせる。

「よからぬ、ねえ……おねーさん的に何がいいのか悪いのかは解んねーけど、とりあえずヤバい橋を渡わたるつもりはないね。あくまで臣民の義務として、不ふ逞ていの輩やからを放ほうっておけない的な？」

「真面目まじめに答えろ」

「──オレの狙ねらいは、あのじじいだけだ」

　不意に低まった声こわ音ねは、それまでとは違ちがう響ひびきを持っている。酷こく薄はくな気配に、ルーナは僅かにぎくりとする。それは恨うらみでも、怒いかりでもない。獣けものが獲え物ものを捕とらえるように研とぎ澄すまされた、けれど感情を持たない声。

　だが、その気配は一瞬のことだった。再び発された声は、さっきまでと変わらない軽けい薄はくなものに戻もどっている。

「ま、そんなわけだから、お互たがいうまくやろうぜ」

「……まずは話を聞いてからだ」

「ところで、まだ教えてくれる気はねーの？」

「何を」

「名前さ。なんて呼べばいい？」

　ああ、とルーナは思い出した。そういえば、名乗らずにいたままだった。適当な偽ぎ名めいでも教えようかと思ったが、そこまでするほどのことでもない。

「私はルーナだ」

「おっ、いーい名前じゃん。もう、何で早く教えてくんなかったんだよー。響きがいい、綺き麗れいな名前だ──あんたみたいな美人によく似合ってる」

　もうすっかり目の慣れた暗くら闇やみの中、ようやく立ち上がったヒューレイが、今度は彼女を覗のぞき込むようにしてそう言った。調子のいいことを言って懐かい柔じゆうしようとしてでもいるのかと思ったが、どうもそうではないらしい。澱よどみない口説き文句、突とつ然ぜんきりっとした表情からして、こうしたことを言うのに慣れた類たぐいの男なのだろう。

　とはいえ、慣れていると言うならば、彼女の方も同じである。何せ、この皇宮に足を踏ふみ入れてから、この類の言葉は毎日、耳が腐くさるほど聞かされている。そうだな、とルーナは素っ気なく答えた。

「いい名前なんだろう。子供の頃ころに売られた先で、そこの店の人使いの荒あらい店主が、一息で気楽に呼び付けられる下働き用の名前として考えてくれたそうだから」

「ちょっ、いろんな意味で重いなおい！」

「褒ほめるなら、もうちょっと頭を使って褒めろ。何でも褒める男は嫌きらわれるぞ」

　よもやこういう返しが来るとは思っていなかったのだろう、一瞬前の口説き顔はどこへやら、ヒューレイは憮ぶ然ぜんとした表情になる。ひどくねえ、と肩を竦める仕草を見て、ルーナはとりあえず剣けんの柄つかから手を離はなした。
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　居い候そうろうが家出をし、幼おさな馴な染じみと気まずく別れてからの数日、ロキシスの屋や敷しきにはかつてない平へい穏おんと静せい寂じやくが満ちていた。昼間は家主さえいないがらんとした屋敷は、使用人の手で整然と維い持じされて、ある意味ではロキシスの理想通りである。騒さわがしくもない、余計な揉もめ事が持ち込まれることもない。

　しかし、雑音とばかり思っていたそれらが消えてしまって、どこか空くう虚きよさを感じるのは何故なぜなのか。

　雑音の片割れである居候の動向については、差し当たり静観の構えを取ろうとロキシスは決めていた。置き手紙を発見した直後こそ、何事かと思ったものだが、後で確かく認にんしてみたところ、どうやら彼女は屋敷を出て行くに当たって、それなりに準備をして行ったらしい。厨ちゆう房ぼうにあった保存できる類の食しよく糧りようは洗いざらい持っていったと言うから、少なくとも飢うえて死ぬことはないだろうし、それが尽つきれば戻ってくるだろう。広大な皇宮から、当てもなく一人を捜さがし出すのは、たとえ衛兵を動員したとしても至難ということもある。もう何日か待ってみて戻ってこなければ、何か変事が起きた可能性を考える必要があるだろうが、今のところは放っておこうと思っている。

　逆にそうもいかないのは、行ゆく方えこそははっきりしている幼馴染の方だ。ルーナが屋敷から消えてからというもの、イシュトもまた、この屋敷にやってこなくなった。これまで毎日のように入り浸びたっていた、その目的が何だったか、露ろ骨こつすぎるほどに解るというものである。とはいえ、ロキシスとしては頻ひん繁ぱんに顔を合わせても鬱うつ陶とうしいだけなので、イシュトの来訪が減ったなら減ったで構わないのだが、しかし今のような状態は困る──自分の住まいに引っ込んで、どこにも出てこないというのは。

　──何やってるんだ……。

　もっとも、「頭が冷えるまでここへは来るな」と言ったのはロキシス自身なのだが、しかしそれだけが原因というわけでもないだろう。イシュトが現れなくなったのはロキシスの屋敷にだけではない、他ほかの場所にもだ。元々、政治向きの会議などには出たがらないイシュトではあるが、それでもロキシスから動向を聞いたり、彼が決定した政策を追つい認にんする書類仕事くらいはしていたのだが、それさえも放ほう棄きして自分の居室に籠こもりっ放しだ。『輝き石せき』の真上に皇こう帝ていの住まいがあるのは、そこに皇帝が魔ま力りよくの柱として存在することによって、帝てい国こくの魔ま法ほうを維持するのが目的だから、イシュトは課せられた役割を果たしていると言えば果たしている。しかし、本人がそういうつもりで引きこもっているかどうかは、甚はなはだ怪あやしい。

　──どうせ、ふてくされてでもいるんだろうが。

　最後に交かわした会話を思い出す。自分がした行こう為いが原因だというのに、それでルーナが出て行ったと知って愕がく然ぜんとするのは馬ば鹿かげている。彼女にしたことは許されないことだ、頭を冷やせと言って、ロキシスはイシュトを追い出したのだった。あれから、イシュトが顔すら見せなくなったことを考えれば、あのやりとりに腹を立てたか、逆に現実を突つきつけられて落ち込んだかどちらかだろう。

　できれば真しん剣けんに反省してほしいところだが、しかしどうであれ、このままイシュトを放っておくことはできなかった。彼の存在を必要とする、重大な用件がある。

　以前、機を改めると決まった諮し問もん会議が、再び開かれる。ストラシア家の家長は皇帝の臨席を強きよう硬こうに求め、他の貴族たちもそれに同調する流れだ。形ばかりでも、皇帝たるイシュトに出てきてもらわなければならない。ロキシスにとっては、力不足と感じられて内心忸じく怩じたるものがあるが、一応はイシュトにも事態を伝えて、協力するとの旨むねの答えももらった。のだが。

　──絶対に、覚えてないだろうな。

　会議の開始日時を知らせる使者が、手ぶらで戻ってきたことを知って、ロキシスはそう確信した。何でも、皇帝の居所まで行った使者は、しかしそこで何の反応も得られなかったという。扉とびらを叩たたいても応じる声なく、召めし使つかいの一人も出てこない。たかが使者の身では、恐おそれ多くも皇帝陛下の坐ざす場所へ通じる扉に手をかけられず、仕方なく戻ってきたようだ。

　となれば、方法は一つだ。そこに足を踏み入れて、罰ばつせられない人間が行くしかない。

　かくして、ロキシスは自ら皇帝陛下に拝はい謁えつを賜たまわるべく、その場所へ向かうことにしたのだった。皇帝の座所はあらゆる意味で皇宮の中心であり、はじまりの場所でもあった。建国当初、最初に皇宮として建てられた塔とうは、今でも現存するもっとも古い建物の一つだ。

　何一つ、変わらない。遥はるか昔から──彼がここで暮らしていた頃から、ずっと。

　やがて、建物に入る大扉の前に辿たどり着いた。頭上遥かに聳そびえる厚い金属の扉は、到とう底てい人の力では開きそうにないにもかかわらず、門を動かす、あるいは守るべき衛士の姿はない。表面に特別な術式を刻まれた扉は、もし何事かあれば主あるじの意志一つで固く閉とざされるため、門衛を必要とはしないのだ。

　だが、おそらく使者が引き返したのであろう扉を前にして、ロキシスもまた異変に気付く。辺りが、ひどく静かだ──物音もない、声もない、人の気配がしない。

「……イシュト！」

　思わず扉に手を押し当てて、家主の名を呼ぶ。巨きよ大だいな扉が何の抵てい抗こうもなく、滑すべるように開いたのを見て、少しほっとした。ここが開くということは、とりあえずイシュトは中にいるのだろう。

　しかしそれにしても、この雰ふん囲い気きは異様には違いない。入ってみれば、やはり人の気配はなく、ロキシスは思わず舌打ちをする。イシュトが召使の類をあまり近くに置きたがらないことは知っているが、それでももぬけの殻からというのはおかしい。

　嫌いやな予感を覚えつつ、通路を早足で進む。迷うことはない、幼い頃を過ごした家の、どこに何があるかは解わかっている。客間や大広間の扉は一いち瞥べつもくれず通り過ぎ、家主がいそうなところを確かめる。居間、寝しん室しつ、そうでなければ──。

　──ここか。

　最後の扉は、ひどく古めかしいものだった。黒ずんだ木の扉には装そう飾しよくの一つもなく、皇宮のものとは思えない粗そ末まつなものだが、しかしこれこそが重要なのだ。この皇宮が作られた当初から存在する秘所、『輝石』の力を御ぎよするために築かれた、皇宮の真の中ちゆう枢すう。

　扉を叩くが、返事はない。もしかしてここも違ちがうのかと思ったが、それでもロキシスは扉を開ける。中はひどく暗かった。窓は閉ざされ、光はなく、物の形もよく解らない……。

「──踏むな」

　瞬しゆん間かん、足あし下もとで何かが弾はじけた。鋭するどい音が空気を裂さいて、小部屋に踏み込みかけたロキシスの足を止める。踏みしめた床ゆかの上に、ほの白い光の線が浮うかび上がる。何もない床いっぱいに広がった精せい緻ちな紋もん様よう──大規模な術式。

「邪じや魔まするなって、言ったはずだ。出て行け」

　その術式を見つめながら、冷たい声がそう言った。壁かべ際ぎわに座り込んだまま、術式を注視して扉に目も向けないその人ひと影かげこそ、捜していた相手だ。

「イシュト！　おまえ……何やってるんだ？」

「……ロキ？」

　さすがに声をかけられれば解ったらしい、そこでようやく、イシュトは顔を上げた。緩かん慢まんな動作でロキシスを見返すと、ぼんやりと呟つぶやく。

「……何やってるの？」

「それは、俺がおまえに訊きいている。──これは、何だ」

　尋たずねながら、ロキシスは相手の様子を観察する。闇やみの中に沈しずみ込むその姿は、まるで百年も前からそこにあるような澱よどんだ空気を纏まとっていた。自然ではあり得ない、弱く冷たい魔法の光に照らされたその顔が、何やらひどく無機的なものに見える。一体いつから、この男はこうしているのだろうか。

「捜してるんだ」

　再び視線を床の術式に戻もどして、イシュトは抑よく揚ようを欠いた声で呟いた。虚うつろな眼まな差ざしが、光の線を絶えずなぞる。その精緻極きわまりない紋様の一部でも、描かき間ま違ちがうことは許されないというように。

「捜す？」

「ルーナを、捜してる。こうでもしないと、見つけられない」

　ああ、とロキシスは内心で納なつ得とくと呆あきれのため息をついた。やはりあの娘むすめのことなのか。しかも『捜してる』などと言っている辺り、己おのれの所業を反省しているのかどうか。

「あの娘のことは、放ほうっておけと言ったはずだ」

　つい、声が険しくなるのを抑おさえることができない。ことルーナに対して、イシュトのしたことは完全に間違っている。その過あやまちを改めることのないまま、再び力ずくで連れ戻すようなことをすれば、どうせまた同じことを繰くり返すだけだ。

「まだ解らないのか。そんなことして連れ戻しても──」

「戻ってこなくてもいい」

　だが、返答は意外な言葉だった。ロキシスの驚おどろきはよそに、イシュトは淡たん々たんと呟く。

「おれの前から、消えてもいい。それなら、まだ耐たえられる──おれの知らないところで、傷つくよりは」

「…………」

「呼んでるかもしれないんだ」

　感情のこもらない声、しかし決して冷れい酷こくではない、むしろその反対だ。ひび割れて掠かすれた響ひびきは、擦すり切れた内心の表れのようにも思える。

「どこかで、ルーナが呼んでるかもしれない、助けてほしいって……何かひどい目に遭あっているかもしれないのに、もしおれが聞き落としたら」

　それが恐ろしくてたまらない。彼女を失うことよりも、遠く離はなれてしまうよりも──彼女を助けられないことが、何よりも恐ろしい。

　ロキシスは思わず口を閉ざす。しげしげとイシュトを見やったのは、それがおよそ彼らしくない言葉だったからだ。手て許もとに置いて、好きにできなければ意味がないのではなかったか。嫌きらわれても恨うらまれても関係がない──間違っても、『戻ってこなくてもいい』とは言わなかったはずだ。

　しかし今、目の前のイシュトは、何かが違うように思える。俯うつむいた横顔が、少しやつれて見えることに気付いて、ロキシスはため息をついた。彼にとって、ルーナはただの、預かりものの保護対象だ。『精せい霊れいの民たみ』の血は、現代においては他ほかに残っているかどうかも解らない稀き少しようなもので、他に利用されるわけにはいかない。そのためになら守りもするが、しかし自らの意志でその保護を抜ぬけるなら、別の手段を講じるだけである。

　だがきっと、イシュトはそうもいかないのだろう。──そうもいかないと、思うようになったのか。

「……あのなあ」

　今度は躊躇ためらうことなく、ロキシスは室内に足を踏ふみ入れる。踏まれた術式の光が抗こう議ぎするような音を立てるが、構わずに進む。

「！　ロキ！」

「不気味なくらい大人しいから、何やってるんだと思ってたが……こんなことしてたのか、馬鹿」

「ロキ、おれは……」

「馬ば鹿かだろう。何日、こうしてるんだ？──そんなに心配しなくても、そのうち帰ってくる」

　何か言いかけるイシュトの言葉を遮さえぎって、ロキシスは手を伸のばすと、座り込んだままの相手の頭を乱暴に撫なでた。全く、馬鹿げた話だ。今になってそれほど思い詰つめるなら、最初からろくでもないことをしなければ良かったのに。

　とはいえ、イシュトにとっては結果論でしかないであろうことも解ってはいる。これまで、彼がこんな態度を見せたことはなかった。こんなことははじめてなのだ──何かを失って後こう悔かいすることも。自分のためでなく、誰だれかのことを、これほど心配することも。

　──それにしても。

「何するんだ」

　イシュトが顔をしかめて、頭上の彼の手を振ふり払はらう。が、ロキシスは逆にその腕うでを摑つかんだ。とりあえず、彼をこのままここに置いていてはいけないことだけははっきりしている。昔からそうだ、この男は常に加減というものを知らない。

「いいから立て。ここから出るぞ」

「？　何でさ。おれはルーナを」

「見つける前に、おまえが潰つぶれる方に賭かけてもいい。自分の顔を見てみろ、酷ひどいぞ」

　床に広がる術式の仄ほのかな明かりの中でも、その顔がいつもと違うことは、日々見慣れている目にはすぐに解る。常にない濃こい陰いん影えいは、深い疲ひ労ろうの現れだろう。当然いるべき召めし使つかいも追い払い、ろくに寝ねもせずここに籠こもって……放っておいたら、おそらく彼女が帰ってくるまでそのままだ。

「ちょっと横になって寝ろ。こんなことでおまえに身体からだを壊こわされても、洒しや落れにならん」

　そのままでは、どうせ使いものにもならない。ここへ来た本来の目的が脳のう裏りを掠めたものの、ロキシスはそう割り切ることにした。皇こう帝ていの能力を疑問視するストラシア家の主張を収めるには、イシュトが臨席してくれた方がいいには違いないが、そんなことで無理をさせても仕方がない。とにかく、この忌いま々いましい小部屋から引き出して休ませるのが先決だとロキシスは思ったが、しかしそんな心などまるで汲くまず、イシュトはきっぱり言い返す。

「嫌いやだ。おれはここでいい」

「おまえな！　我わが儘まま言うな。そんな顔で何がいいものか」

「おれは顔ならいいはずだよ。おれのたった一つの長所だって、ルーナも言った」

「どこから突つっ込んだらいいのか解らんが、とりあえずそういうことを言ってるんじゃない」

「とにかく、おれはここにいる。ロキは帰るなら帰ればいい。……ていうか、何しに来たんだ？」

　ようやくその点に考えが至ったらしい。あれ、と呟いて目を瞬またたくイシュトに一いち撃げき食くらわせてやりたい衝しよう動どうに、ロキシスは何とか耐えた。何しに来た、とはいい度胸だ。

「やかましい！　これ以上ぐたぐた言うなら、枢すう密みつ院いんに連れていくぞ！」

「枢密院？……あ」

　ああ、とイシュトは納得したように応こたえた。以前に出席しろと言っておいた会議のことは、一応は記き憶おくしているようだ。

「あれって、今日だったっけ？」

「日付の感覚もなくなってるだろうおまえに言っても仕方がないが、今日だ。大人しく言うことを聞かないと、引きずってでも連れていく。それが嫌なら、寝しん室しつだ。好きな方を選べ」

　どのみちこの部屋からは追い出すつもりだと、暗に告げる。さすがに観念するだろう、とロキシスは思った。人々が顔を突き合わせて、主張と妥だ協きようを駆かけ引きするああした集まりが、ただでさえ理解できないらしいイシュトは、会議に出るよりは大人しく休む方を選ぶに違ちがいない。

「……解わかった」

　果たして、少し考える間があってから、イシュトは従順に答えた。

「枢密院に行くよ。それでいい？」

　と思ったら、答えは予想外だった。呆あつ気けに取られるロキシスの前で、イシュトはさっと立ち上がる。

「面めん倒どうだけど、さっさと片付ければ戻ってこられる。一度約束したしね。おれがいた方がいいんだろう」

「おい、ちょっと待て！　そうじゃなくて……」

「──そっちの方が、眠ねむるよりましだ」

　そのまま、イシュトは摑まれた手を払って歩き出す。止めようとしかけたロキシスは、しかし結局は、その言葉の意味を悟さとって諦あきらめざるを得なかった。眠ってしまったら、解らなくなる。もし変事が起ころうと──彼女が助けを求めていたとしても、気付くことができない。

「……まったく！」

　馬鹿だ。馬鹿さ加減まで加減を知らない。しかし放ほうっておけるはずもなく、ロキシスは一言吐はき捨てると、先に出て行ったイシュトを追って、その小部屋を後にした。
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　──やっぱり、置いてきた方が良かったのか……。

　光に満ちた大きな窓、居並ぶ人々の身分に相応ふさわしい洗練された一室で、ロキシスは内心深い後悔に苛さいなまれていた。目の前で繰り広げられる、およそ洗練とはほど遠いやりとりに、密ひそかに頭を抱かかえる。

「我々には、知る権利がある」

　位階に従って与あたえられた席の中、もっとも重きを置かれるべき一席から声が上がった。抑えた声こわ音ね、だが滲にじみ出る苛いら立だちは隠かくしようもない。帝てい国こく屈くつ指しの権門ストラシア家の長ヘムダル・ストラシアは、拳こぶしを握にぎりしめて正面を睨にらんでいる。その炯けい々けいとした眼光は、見る者によってはそれだけで怯ひるみそうな敵意と怒いかりに満ちていたが、しかし受けている当の本人はそれを何とも思っていないようだった。卓たくの上座から冷めた一いち瞥べつを向けて、イシュトが答える。

「説明なら、既すでに一通り為なされたはずだ。それがあなたの望むものでなかったからと言って、文句を言われる筋合いはない」

　冷静な口調は、無ぶ遠えん慮りよなまでに直ちよく截せつだ。切って捨てるような物言いに、ヘムダルは更さらに険悪な表情を深め、ロキシスは一言言いたくなる気持ちをぐっとこらえた。最後の言葉は言わなくても良かった。確かにヘムダルの言うことが難なん癖くせであることは解り切っているが、正面切ってあげつらうのも間ま違ちがっている。互たがいにしこりを残さないように持っていかなければ、後々に支障が出る。

　だがもちろん、イシュトがそんな配はい慮りよをするはずもない。そもそも、この部屋に足を踏み入れた瞬しゆん間かんからそうだった。出席者たちが皆みな立ち上がり一礼する中、席についたイシュトは開口一番言ったのだ。

　──あなた方と、話し合いをするつもりはない。命じるのが私、従うのがそちらだ。

　あまりにも単刀直入な主張は、議場にかつてない衝しよう撃げきを与えた。皇帝がその権力を以もつて他の意見を抑おさえにかかるようなことは、これまでになかったからだ。自らの発言権を既き得とく権益と思っていた貴族たちは当とう惑わくし、図はからずも効果的な先制攻こう撃げきとなったのだが、しかしロキシスにとっては甚はなはだ不本意な話ではある。これまで、こうした場でイシュトを喋しやべらせずにおいていたのは、中立と公正を司つかさどるべき皇帝の立場を示すためだったのに……その努力の積み重ねも、一撃で粉ふん砕さいされるとは。

「我々は等しくあの夜に、危険に晒さらされた身だ。その原因の究明を望むのは当然のこと」

「魔ま獣じゆうが、何者かの仕し掛かけで生み出され、皇宮を襲おそったのは確かなことだ。しかしこれ以上のことを、あなた方が知る必要があるとは思えない。野次馬根こん性じようを満たすだけの質問に、答えるつもりはない」

　しかも、その理由が解るだけに恨うらめしい。取りつく島もないイシュトの言い様を聞きながら、ロキシスは更なる頭痛を感じる。普ふ段だんなら、こういう場では大人しく人形に甘んじていてくれるはずの彼が、こんな振ふる舞まいをするのは、つまり。

　──結局、早く帰りたいだけだな。

　イシュトの魂こん胆たんは読めている。こんな徒労はさっさと終わらせて、またあの暗い部屋に戻もどりたいのだ。そのためになら、何だってするつもりだろう……相手が逆上しようが、それで会がお開きになろうが、今この場が解散すればそれで構わないのだ。

「野次馬根性だと！」

　案の定、ヘムダルは怒りに満ちた声を上げる。もし人前でなければ、それでも平然とした顔をしているイシュトの頭でも叩たたいてやりたいところだが、所しよ詮せんは叶かなわないことである。仕方なく、ロキシスは別の役に回ることにした。

「もちろん、あの折の諸卿の協力には感謝している。あなた方の力がなければ、皇宮の被ひ害がいは更に大きかったはずだ」

　魔獣たちが皇宮の至るところを攻撃したとき、皇宮を守るべき兵たちだけでは全すべての場所を網もう羅らすることはできず、人々はそれぞれに脅きよう威いとの対たい峙じを迫せまられた。幸いというべきか、皇宮の中の住人は、召めし使つかいたちを除けばほぼ全てが『印』持ちだ。人々が個々に魔ま法ほうを用いて魔獣を防いだことが、混乱の規模に比して人的被害が少なかった要因の一つには違いない。

　貴族たちの果たした功績は十分理解していると言うことで、ロキシスは場の空気を和やわらげようと試みた。本来なら、イシュトにはこっちの役をしてほしかったところだが、それも期待できないとなれば、せめて彼がやるしかない。

「しかし、これ以上諸卿の手を煩わずらわせることもないと思う。あの魔獣の素す性じようについては、軍で調査中だ。結果が出るまでは、濫みだりに憶おく測そくを巡めぐらすわけにもいかない」

「原因が解らなければ、対策のしようもないではないか」

　だが、それでもヘムダルの勢いは止まらなかった。ロキシスのとりなしを切って捨てるその声は、ひどく憎にく々にくしげなものだ。濁にごった眼まな差ざしが向けられる──空くう虚きよながらも揺ゆらめく闇やみは、もはや怨おん念ねんともいうべきもの。

「それに、同じことが起きぬと誰だれが保証できる？──皇宮の障しよう壁へきが弱まっておるのならば、もはやあの化物どもを防ぐ手立てなどないぞ」

　──来たか。

　瞬間、張り詰つめた空気が室内に満ちる。その言葉の意図を正確に察したロキシスもまた、苦々しく胸中で舌打ちをした。これこそが本題だ。ヘムダル・ストラシアにとって重要なのは、魔獣の脅威でも、皇宮の民たみの安全でもない。

「もし皇こう帝ていが、『ヴァルシウスの術式』を維い持じできないようであれば、この国も我々もお終しまいよ。その力なき者に、帝てい位いを任せておくことはできぬ」

「…………」

「お尋たずねする、陛下。あの異形の化物を招いた御おん身みに、その資格があるかどうかを」

　水を打ったように、辺りは静まり返っていた。誰一人、身み動じろぎすらせず息を殺しているのは、解き放たれた言葉の意味を、よく解っているからだ。事実上、それは皇帝に対する不信任を表明したのと同じことだ。その能力を疑問視し、その地位を不適とすると、公然と批判している。

　このまま黙だまってはいられない、敵は越こえてはならない一線を越えたのだ。であるならば、もはや見て見ぬふりはできない。帝てい国こくと皇帝の名において、その尊厳を認めない者には相応の報むくいをくれてやらねばならない。

　しかしロキシスが何か言うよりも、視界の端はしの影かげが動く方が早かった。乱暴に椅い子すが倒たおされる音、勢いよく立ち上がったイシュトは、何やら低く呟つぶやいて、正面に手を突つき出す。瞬間、宙に光の紋もん様ようが明めい滅めつし、ロキシスはすぐさま何が起きようとしているのかを悟った。光の紋様は魔法の術式──何か大きな魔法が発現する。

「！　イシュト！」

　思わず制止の声を上げる。いくら不ふ埒らちな発言があったにせよ、それでいきなりヘムダルを吹ふき飛ばすような真ま似ねが認められるはずはない。列席者の幾いく人にんかが、恐おそれ慄おののいたように腰こしを上げかけたが、しかしイシュトは構わなかった。不意にロキシスの腕うでを摑つかむと、素す早ばやく一言告げる。

「ロキ、伏ふせて──来る」

　何が、と問う暇ひまもない。身体からだの芯しんが震ふるえるような衝撃と同時に、激しい破は壊かい音おんが響ひびき渡わたる。一いつ瞬しゆん前まで、陽光に輝かがやいていた大窓は無残に打ち破られ、黒い影が出現していた。巨きよ大だいな翼つばさが光を遮さえぎったかと思うと、影は無遠慮に窓から押し入ってくる。逞たくましい獣けものの四し肢し、不気味に獲え物ものを睥へい睨げいする赤い眼め──魔獣だ。

「────！」

　誰のものとも解わからない悲鳴が上がる。それに反応したように、魔獣が俊しゆん敏びんな動きで声の方に飛びかかっていく。既に全員が席から立ち上がっていたが、中でも逃にげ遅おくれた手近な人間に焦しよう点てんを絞しぼったようだ。その鋭するどい爪つめが対象を捕とらえ、牙きばを剝むく──だが次の瞬間、身み悶もだえするようなおぞましい悲鳴が上がる。人の喉のどでは到とう底てい出せない、魔獣の叫さけび声。

　薄うすい光の膜まくが、人々と魔獣を隔へだてていた。粉々になった窓まど硝子ガラスの破は片へんを踏ふみつけ、魔獣は苦痛と苛いら立だちの唸うなりを響かせながらこちらを見る。どうやら魔獣は、その光に焼かれるらしいとロキシスは気付いた。いつの間にか、部屋にいる人間全てを庇かばうように張り巡らされた光が、彼らを守っているのだ。

「どこから現れたのかな」

　そして誰がそれをしたかは、解り切っている。ぽつりと側そばで呟く声に、ロキシスは尋ねる。

「皇宮の障壁は、破られていないのか」

「何ともない、あの夜と同じだ」

　ならばつまり、この魔獣も、何者かの手で生み出された存在ということか。再びの悪夢の襲しゆう来らいに、ロキシスは愕がく然ぜんとするが、しかし逡しゆん巡じゆんしている暇はない。まずは目の前の困難をどうにかしなくては。

「下がって」

　同じ結論に達したのだろう、イシュトがそう言って軽く彼を制した。

「おい、無茶するなよ。衛兵を呼んで」

「いいよ、必要ない」

　再び、魔獣の咆ほう哮こうが響く。イシュトが視線を戻すのに合わせて、光の膜がめくれるように向きを変えた。これまで人々の側に展開していたそれは、今度は魔獣側に倒れ込む。しなやかな薄うす絹ぎぬに包み込まれるように、光の膜にとらわれた魔獣は、一ひと際きわ高い苦く悶もんの声を上げた。思わず聞く者の顔をしかめさせる不快な音を発しながら、大きくのたうって……そのまま、骸むくろも残さず消え去る。

「…………」

　断だん末まつ魔まの叫びが消え去って少しの間、口を開く者はいなかった。ようやく危機が去ったことを確かめて、ロキシスは深く息をつく。全く、何がどうなっているのだ。

　まだ虚きよ脱だつ感に支配された室内に、ようやく衛兵が現れた。いち早く我に返って、ロキシスは更さらなる警けい戒かいと周辺の捜そう索さくを申しつける。別の魔獣が、どこに潜ひそんでいるとも限らない。どころか、イシュトの言うことが確かなら、魔獣をけしかけてきた人間は、まだそれほど遠くないところにいるはずなのだ。何としても、捕らえなければならない……。

「──やはり、そうではないか！」

　が、不意に声こわ高だかに喚わめかれて、室内の空気が再び凍こおる。その場の全ての人間の視線を一身に集めたのは、かのヘムダル・ストラシアだ。言った通りだ、と彼は居い丈たけ高だかに言った。だから言ったのだ。

「魔獣は来た。再び我らを襲ってきたのだ！　これこそ、わしの恐れておったことだ。皇宮の障壁は、またしても我らを守らなかった──陛下、御身が帝位にある限り、『ヴァルシウスの術式』は力を持たぬ！」

「まさか！」

　咄とつ嗟さにロキシスは反論してしまう。言いがかりも甚はなはだしい。たった今、目の前で魔ま獣じゆうを消しよう滅めつさせてみせたのは誰の力だと言うのか。

「それに、皇宮の障壁は関係のないことだ。あの魔獣は、皇宮内で生じさせられたものだ。前回と同じように」

　だが、ヘムダルが納なつ得とくする様子はない。老いた顔に微かすかな嘲ちよう笑しようが浮うかぶ。

「ほう、それを証明できるのか」

「何だと」

「あの魔獣がどこから来たか、はっきりと魔ま力りよくで感じることができるのか。解らんだろう──よしんば他ほかの誰が察知し得たとしても、そなたにだけは解るはずがない。いい加減な言辞を巡らすのは止やめにすべきだ」

「…………」

「ましてや、『ヴァルシウスの術式』が正常に働いているのかどうか、身を以もつて知ることができるのはただ一人だけ」

　ロキシスは思わず返す言葉を失う。ヘムダルの主張がおかしいのは、誰が聞いても明らかに思えた。魔獣が現れたのは、外部の脅威から人々を守る皇宮の障壁が正しく機能していないからに他ならず、障壁を生み出す『ヴァルシウスの術式』を支える者の不適格のせいだというのだ。だがイシュトによれば、魔獣は障壁を破って侵しん攻こうしてきたのではない。少なくとも、舞ぶ踏とう会の夜の一件については、皇宮内で魔獣が生み出された証しよう拠ことなる術式が見つかっている。

　しかし、それを今この場で衆目に明らかにすることはできなかった。居並ぶ人々が、胡う乱ろんな眼まな差ざしをこちらに向ける。彼らにしてみれば、たった今目の前に生じた危険に混乱しているのだろう。どうしてあんな恐ろしいものが、自分たちを襲おそうのか理解できない。その理り不ふ尽じんは誰だれのせいなのか、声高に主張されればどうしても引きずられる。全すべては帝国を支える皇帝の不始末であり、それさえ是ぜ正せいできれば、この恐きよう怖ふは去るかもしれない。

　不当な非難、だがそれを一身に受けるイシュトは、少しも表情を変えなかった。疑われて憤いきどおる様子も、逆に焦あせる様子もない。黙ってヘムダルの言い分を聞きながら、何やら考えているようだったが、やがておもむろに口を開く。

「あなたの意見は解った、ヘムダル卿きよう。つまりあなたは、誰か別の者が帝位に即つけばうまくいくと考えているということか」

　あまりにも直ちよく截せつな言葉に、言われたヘムダルでさえ、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたようだ。ロキシスは目を剝いてイシュトを睨にらむ。一体何を言い出すつもりか。上げ足を取られるようなことを言うなと言いたかったが、しかしイシュトの口調は真しん剣けんだ。

「そこまで言うからには、あなたには心当たりがあるんだろう。誰なら、その資格がある？」

　普ふ通つうに考えれば、揶や揄ゆか不興の表れであろう問いだが、その声こわ音ねは何故なぜか妙みような切実さがあった。まるで、本気で教えを請こうているようにすら聞こえる。予想外の質問に、ヘムダルは窺うかがうような視線を向けたが、すぐに傲ごう岸がんに言い返す。

「ふん、帝てい位いに必要な資質を持つのが、御おん身みだけと思うておるのか。我がストラシアの血統がどのようなものであるか、よもや忘れてはおるまい。……欠けつ陥かん品を生むアールレックの、その血ですらまともに継つがぬ御身が、横から帝位を掠かすめ取りさえしなければ」

「かつてのストラシアの栄光は解っている。しかし、あなたでは務まらないだろう」

　瞬しゆん間かん、ヘムダルの顔が強こわ張ばる。イシュトに悪意がないことは、ロキシスには解っている。しかしそれが老人にとってひどく癇かんに障さわる指し摘てきだということにも気付いていた。ストラシア家の血統を誇ほこりに思うこの男は、単純に魔ま法ほうの資質という点ではそれほど優すぐれているわけではない。もしヘムダルに皇こう帝ていとなり得るほどの資質があれば、イシュトに帝位が回ってくるはずもなかったのだから当然のことなのだが。

「だから、教えてほしい。私の代わりに、誰を帝位に即けるつもりなのか」

　依い然ぜん変わらないイシュトの真面目まじめな問いは、たとえその意図がなくとも、聞く者には罵ののしられるより屈くつ辱じよく的なことだったかもしれない。ヘムダルは僅わずかに身を震わせると、射い殺ころしそうな目でイシュトを見た。本当は、自身が帝位を望んでやまないヘムダルにとって、別の人間を帝位に即けるという想像は面おも白しろくないに違ちがいないのだ。

「……人ならば、いくらでもおる。もし御身が帝位を望まぬとあれば、代わりに立つも容易ぞ。本来であれば、そうあるはずであったのだ……我が甥おい、ストラシアの血を色いろ濃こく継ぐあの男であれば、帝位も夢では」

「──あんま勝手なこと言いふらすの止めてくんねーかな、叔お父じ貴き」

　唐とう突とつに割って入る声。同時に、それまではヘムダルの左右を守っていたはずの私兵が、突とつ然ぜん身を翻ひるがえした。くぐもった声を発して、彼らに拘こう束そくされた老人は、何が起こったか解わからない様子だったが、振ふり返って声の主の姿を認めると愕然と目を見開く。

「お、おまえは……」

「ほんと、迷めい惑わくしてんだよ。何でオレが、帝位なんぞ関かかわらなきゃいけねーんだ。相変わらず勝手だなー」

　扉とびらから、物々しい雰ふん囲い気きの男たちが入ってくる。いずれも剣けんを帯びているが、皇宮の衛兵ではない。彼らに護衛されるように、後から姿を現した男こそが声の主だった。緊きん張ちようした雰囲気に似合わぬ場ば違ちがいな軽い物言い、一応は整った容姿と言えそうだが、その表情に重みは感じられない若い男の姿を見て、ロキシスは反射的に顔をしかめる。相手は旧知の間あいだ柄がらだった──不本意ながら。

「ヒューレイ・ストラシア……」

「よう、坊ぼつちゃん。久しぶりじゃないか」

　呻うめくように呟つぶやいた名が耳に届いたのか、男は振り返って手を上げた。愛あい想そがいい、というよりは軽けい薄はくさの勝まさる笑えみを向けられて、ロキシスはますます渋じゆう面めんになる。何故、この男がこんなところに来たのか。

　ヒューレイ・ストラシアは、その名の通りストラシア家の一員である。ヘムダルの兄の息むす子こであり、本来なら家か督とくを継ぐはずだった身だが、面めん倒どうがって叔父に渡わたしてしまった。権けん勢せい欲よくの強いストラシア家にあっては、変わり者の男であるが、ロキシスが彼に因いん縁ねんめいた隔かく意いを感じるのは別の理由だ。ヒューレイは幼い頃ころから、ストラシア家随ずい一いちの魔法的資質の持ち主だった──もしイシュトが皇宮に引き取られなければ、帝位を継いでいたかもしれないほどの。

「何しにきた」

　特に仲がいいというわけでもないが、幼い頃から比ひ較かくされ続けていた、言わば腐くされ縁えんの相手だ。あまり顔も見たくないと思うロキシスが冷たく尋たずねると、ヒューレイは少し肩かたを竦すくめてみせる。

「冷たいね。揉もめ事の種を回収しに来たのさ」

「何だと」

「なあ叔父貴、ちょっとやりすぎじゃないか？　自分で魔獣をけしかけといて、それで駄だ々だ捏こねようなんてのはさ」

　今度はヘムダルに向かって、軽い調子で言い放つ。だが内容は、到とう底てい軽く流せるものではない。室内は動どう揺ようしたが、中でも取り押さえられた老人の動揺が一番激しかった。愕がく然ぜんとした顔で、動きを止める。
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「ヒューレイ……！　お、おまえは」

「まあでも、待った甲か斐いがあるってもんだけどね。今いま頃ごろ、魔獣の術式の場所も押さえてるはずだ。動かぬ証拠だよ。あんたがあの皇宮騎き士しと組んで、ここに魔獣を放ほうり込んだ証拠」

「な、何故それを……」

「おっと、恨うらまないでくれよ。オレが言い出したわけじゃない、これは一族の総意でね。──あんたに付き合って、没ぼつ落らくするのはごめんだとさ」

　邪じや気きのない、明るい笑顔を向けるヒューレイを、ヘムダルが血走った眼めで睨む。息を吞のんだ一いつ瞬しゆん後、老人は何かを喚わめき出したが、すぐに大人しくなった。ヘムダルを取り押さえているストラシアの私兵が、おもむろに腕うでを捻ひねり上げたのだ。苦痛で声も出なくなった叔父に、ヒューレイは一いち瞥べつをくれると、左右の男たちに言った。

「ああ、とりあえずその人は連れていって。叔父貴、あんまり煩うるさくしないでくれよな。煩いと、きっと後でこっちの坊ちゃんたちに引き渡したときの心証が悪くなるぜ」

　軽い言い方は前と変わらず、しかしそれは同時に、ぞっとするほど酷こく薄はくな響ひびきでもある。いともあっさりと運び出されていく老人を、それ以上見ることもなく、ヒューレイは再びこちらに向き直った。

「……悪いね、話の解らん叔父貴が面倒を起こして」

「ヒューレイ、これは一体どういうことだ」

「どうもこうもない、馬ば鹿かを未然に防いだだけさ。ああ、そうだ、まあとりあえず言っとくか」

　そう言うと、今度は室内をぐるりと見み渡わたす。ヒューレイは急に口調を改めると、芝しば居いがかった一礼をしてみせる。

「──皇帝陛下、宰さい相しよう閣下、ならびにご列席の諸卿に申し上げる。我が叔父ヘムダルの所業が、かくも甚じん大だいな被ひ害がいをもたらしたことを、同族として恥はじ、心よりお詫わびするものである。かの者に許されざる企たくらみがあったことを、一族の名において告発する──何なに卒とぞ、相応の罰ばつで報むくいられるよう」

　室内が、僅かにどよめく。それは伝統的な裁きのための口上だった。身内から罪人が出たときに、一族はその者を自分たちから告発することによって、他ほかの人間の名めい誉よと潔白を示すものだ。なるほど、それがストラシア家の判断なのかとロキシスは悟さとった。帝位を取るか、逆に叛はん意いを問われて失しつ墜ついするかの可能性を比較した結果、一人を犠ぎ牲せいにすることを決めたのだろう。たとえ、それが家長であっても。

　だが、とりあえずストラシア家の内部の事情はどうでもいい。ロキシスが一番驚おどろいたのは、別の一言だ。

　──あんたがあの皇宮騎士と組んで、ここに魔ま獣じゆうを放り込んだ証拠。

　どういう意味なのか。本当に、犯人は皇宮騎士なのだろうか。ヒューレイは、はっきりとそれを確かく認にんしたのか──だとしたら、それは一体誰なのか。

「おい、ヒューレイ。さっきの話……」

　だが、それを最後まで言うことはできなかった。それよりも先に、割り込んで口を開く者がいたからだ。

「どこにあるって!?」

　それまでは興味なさそうにしていたイシュトが、突然ヒューレイに尋ねた。尋ねると言うよりは、問い詰つめると言う方が正しい。勢いに啞あ然ぜんとする相手に、解っていないと思ったのか、苛いら立だった口調で再度問う。

「魔獣の術式の場所を訊きいてる。今、押さえてるって言っただろう。──もしかして、この塔とうの下？」

「おい、イシュト」

　何の話だと聞く暇ひまもない。同じく驚いているらしいヒューレイが、それでも頷うなずくのを見ると、そのままどこかへ行きかける。咄とつ嗟さに腕を摑つかんだロキシスに、イシュトは一言、彼女だ、と言った。

「ルーナだ。やっと見つけた──きっと、そこにいるんだ」
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　暗く埃ほこりっぽい通路を抜ぬけると、広い空間に辿たどり着いた。今は住人を失った、皇宮の古い区画の一つではあるが、元々あまり使われてはいなかった場所なのだろうとルーナは思った。式典や舞ぶ踏とう会に使われていた形けい跡せきはない、低い天てん井じようを、武骨な石柱が無造作に支えている様子は、広間というよりは倉庫に見える。

　──ここか……。

　だがそれでも、ここが指示された場所に違ちがいない。通路の端はしで角灯の明かりに覆おおいをかぶせ、辺りの気配を窺うかがう。油断なく剣を抜けるよう警けい戒かいしながら、ルーナはそこに足を踏ふみ入れる。もし、ヒューレイが言ったことが正しければ、ここにあの男は現れるはずだ。

　──ベルダ……本当に、そうなのか。

　あの夜、かの皇宮騎士が見知らぬ男と話し合っている光景は、彼女にとっては衝しよう撃げき的だった。監かん視し役という立場上、ときにいけ好かないこともあったが、それでも彼の皇宮騎士としての誇ほこりと、その忠誠を疑ったことはなかった。むしろ、融ゆう通ずうが利きかないとさえ思っていたほどだ。

　その彼が、よりにもよって、皇こう帝ていと皇宮に対する陰いん謀ぼうに手を貸すとは。

「あのじじいは叔お父じ貴きでね。昔から、厄やつ介かいな性質たちではあった」

　密談の場に居合わせたことから、互たがいに手持ちの情報を交こう換かんすることになったヒューレイは、ベルダと話していたもう一人の人物についてそう語った。

「一族の悲願だ何だって言うけど、実際のところは負け犬の遠とお吠ぼえってところだ。帝てい位いなんて、オレは絶対欲しくないけどねえ」

　彼と叔父の属するストラシア家というのは、どうやら皇宮の貴族の中でも名家に属する家門らしい。中でも、ヒューレイにとっては叔父に当たるというその人物は、隙すきあらば帝位を一族のものにしようと、絶えず画策しているのだという。

　とはいえ、これまでは貴族内に派は閥ばつを作り、皇帝ないしはその意を受けた宰相の政策に異を唱えるようなことがせいぜいであったが、今回は少し様子がおかしい。政治的な対立という範はん囲いを超こえて、皇帝に対してあからさまな敵対行動を取るようなことがあっては、一族の先行きにかかわる。

「痛い目を見ねーと解わからん人間なんだよ。面倒くさいが、こちらに火の粉が降りかかるなら仕方がないってな」

「…………」

「それで、あんたが追いかけてるあの男は何者？」

　胸の宝玉ってことは、皇宮騎士か、と続けるヒューレイに、ルーナは言葉に詰まった。そこも聞かれていたらしい。しかし、ベルダの名を口にするのは躊躇ためらわれた。叔父を切り捨てるつもりのヒューレイとは、ルーナは立場が違う。

「……私は、彼を止めたいんだ」

　決定的なことを仕出かす前に、気付かせたい。過あやまちを犯おかす前に止めたいのだ。だから名前を言うわけにはいかないというルーナに、しかしヒューレイはにやりと笑う。

「おいおい、オレたちは協力しようって約束したんじゃねーか。ここは助け合いが肝かん心じんだろ？──あの男の名を教えてくれたら、オレもいいこと教えてやるよ」

「いいこと？」

「叔父貴がいつ、どうやって、あの男と魔獣を使うつもりかってこと」

　それが解わかれば、彼らの先回りをして未然に行動を防ぐことができる。言われて、ルーナはまた少し考え込む。それは確かに、彼女が今もっとも望むことだ。ベルダを止めることができるのは、今のところ彼女しかいないのだ──イシュトやロキシスに話すことはできない。舞踏会での一件もある、そんなことを告げようものなら、今度こそベルダに戻もどるところはなくなってしまう。

　元はといえば、ルーナのせいかもしれないのだ。彼女のせいで、ロキシスの信を失わなければ、ベルダがこんなことに手を染めることはなかったのかもしれないと思うと、どうにもやりきれなかった。

　一方で、疑問も残る。あの老人は、ベルダを『魔ま獣じゆう使い』と呼んだ。あの舞踏会の折、皇宮に魔獣を溢あふれさせたことに、彼は関かかわっているのだろうか。もし彼の仕し業わざだとしたら、何故なぜそんなことをしなければならなかったのか。

　何にせよ、直接話を聞かないことにははじまらない。ルーナはヒューレイに彼の名を告げ、ヒューレイは彼女の望み通りの情報をくれた──この場所に、魔獣を生み出す術式があるはずだと。

　柱の陰かげに身を隠かくしながら、辺りを確認する。手て許もとの明かりがなくてもうっすらと周りが見えるのは、どこかに窓があるためだろうが、立ち並ぶ柱に遮さえぎられ、光源はよく解らなかった。見通しはよくない。

　しんとした薄うす闇やみの中、ルーナは気配を探さぐりながら進んだ。ヒューレイの話では、ここで生み出された魔獣は、そのまま上層階の人々を襲おそう手て筈はずになっているという。貴族の中でも、とりわけ有力な人々が集まったところを襲おそわせる。どちらかといえば目的は襲しゆう撃げきそのものではなく、それで混乱を起こすことらしい。皇宮の安全を脅おびやかし、皇帝の権けん威いに傷をつける、仕組まれた罠わな。

　──皇帝の……。

　ふと脳のう裏りに浮うかんだ顔が、妙みように懐なつかしく思えることに、ルーナは密ひそかに当とう惑わくする。そもそもは、彼に腹を立てて逃にげ出してきたはずだ。誰だれもいない書庫で、彼女に対して見せた振ふる舞まいは、到とう底てい許してはおけないものだった。今でもその気持ちは変わらないが、しかしそれはそれとして、この状じよう況きようは落ち着かない。ヒューレイの叔父が敵視し、陰謀を企たくらんでまで引きずり下ろそうとしているのは、他ほかならぬイシュトなのだ。

　まるで実感が湧わかない。ルーナにとってあの男は、何となくいつも側そばにいる、当たり前の人間だ。もちろん苛いら々いらさせられたり、鬱うつ陶とうしく思うこともあるが、それも含ふくめてただの人間だ。腹が立てば怒おこれる、気に入らないことがあれば文句も言える。

　しかしこうして、陰謀の対象となる『皇帝』もまた、確かにイシュトのことなのだ。おそらくは、彼の人格も行こう為いも関係ない、単に彼が皇帝の地位にあるということを、喜ばない人々がいる。そういうものだと、頭では解っているが、しかし今その現実は、これまでに感じたことのない感情を胸に残す。

　──そんなことで、いいのか。

　明めい滅めつするように、書庫の記き憶おくが脳裏に閃ひらめく。押し倒たおされた床ゆかの冷たさ、腕うでを握にぎる手の感かん触しよく、聞き慣れた声の、どこか張り詰めた響ひびき……本来なら、全すべておぞましい記憶として意識に刻まれていてもおかしくないそれらを、けれどそれほどの動どう揺ようもなく思い返せるのは何故なのか。

　今にして思う、イシュトが彼女を傷つけるつもりなら、いくらでも逃とう亡ぼうを防ぐやりようはあったはずだ。どうして彼は、彼女を逃げるがままにしておいたのか。それを言うなら、そもそもあれはどういうつもりだったのか──何か、言いたいことがあったのではないだろうか。

　けれど、何も聞かずに出てきてしまった……。

「────！」

　不意に、薄闇を劈つんざいて響き渡わたる音に、取りとめのない思考は一いつ瞬しゆんで霧む散さんする。ルーナは反射的に剣けんを抜き放つ。音の正体は解っていた。聞いた瞬しゆん間かん、背筋に走る感覚は、身体からだに染しみついている。どれほど追い詰つめられても人の身では発せられない、甲かん高だかく、暴力的な鳴き声──魔ま獣じゆうだ。

　──どこだ！

　虚うつろな空間は幾いく重えにも音を跳はね返し、方向感覚を狂くるわせる。魔獣の気配がする方向に駆かけ出しながら、ルーナは知らず舌打ちをする。聞いていたよりも、だいぶ早い時間だというのに、もう魔獣を呼び出してしまったのか。本当はその前に説得をしたかったのだが、どうやら遅おそすぎたらしい。

　けれど、まだ間に合う。まさに今、ベルダは術式の側近くにいるはずなのだ。ここで魔獣を片付ければ、外には出さずに倒せれば、罪は誰にも知られずに済む。ベルダが彼女の言葉を受け入れてくれたなら。

　柱の間を、縫ぬうように駆ける。確かに魔獣の声は近付いている。そろそろ真近にきたと思った瞬間、何かが耳元を掠かすめる気配がして、ルーナは素す早ばやく床に転がる。凝こらした視線の先で、黒い影がばね仕じ掛かけめいた動きで、柱から柱へ取りついた。腕に抱だきかかえられるほどの大きさ、だが鋭するどい爪つめは人を殺傷するに十分な破は壊かい力だ。

　魔獣は、一匹ぴきではなかった。ルーナが顔を上げた瞬間、目の前が真っ暗になる。剣を振ふると、一ひと際きわ大きな鳴き声を発して、影は宙に舞まい上がる。大きな翼つばさを持った、こちらは巨きよ大だいな魔獣──しかしルーナの視線は、その真下を素早く捉とらえた。薄闇の中に僅わずかに見える、床に描えがかれた光の線。円を基調とした幾き何か学がく的な紋もん様ようこそ、ずっと彼女が探していたものだ。

「──ベルダ！」

　魔獣を生み出す術式、これがここにあるということは、それを行った者もまた、この近くにいるに違ちがいない。魔獣の関心を引いたことに気付きながらも、ルーナは四方に視線を向ける。彼女の声に応こたえる者が、どこかに現れるかと思って。

「ベルダ、どこだ!?」

　言わなければならないことがある。しかしそう繰くり返し呼んでも、人の気配はどこにもしなかった。彼女の声が、魔獣の闘とう争そうの叫さけびと相まって、誰もいない空間に虚ろに響く。

　──遅かった、のか？

　もしかして、間に合わなかったのか。魔獣を生み出したベルダは、そのままどこかへ姿を消してしまった後なのか。ルーナは愕がく然ぜんとしたが、しかしそれで動きを止める余よ裕ゆうはなかった。二匹ひきの魔獣の攻こう撃げきを、急いで避よける。ぼうっとしていては、彼女の生命の方が危ない。

　こうなったら、何としてでも、ここで魔獣を倒さなければならない。この魔獣がここで消えれば、ベルダの反逆行為だけはなかったことにできる。

　──それに……イシュトも。

　正直、単純に魔獣が彼を襲うことは心配していなかった。たとえ魔獣が群れを成して襲いかかろうが、イシュトにとっては物の数ではないと既すでに証明されている。

　だが、『皇こう帝てい』に対する陰いん謀ぼうはどうか。彼の力をもってしても打ち果たせない悪意は、この魔獣を起点とするのだ。

　ルーナは改めて、手にした剣を握り直す。『皇帝』を、守らなければならないと思った。かつて、顔も知らない相手に抱いだいていた恩義や信しん頼らいとは違う、まして帝てい国こくの主に対する忠誠などではない。『皇帝』は、イシュトではないからだ。彼女の知っている、迷めい惑わくで鬱陶しい、けれどどうしても憎にくめないあの男とは違う。

　──こんなの、同じじゃないか。

　書庫で身体を押さえ込まれたとき、意志を蔑ないがしろにされる屈くつ辱じよくを味わった。『精せい霊れいの民たみ』として皇宮に留とどめられたことも、なかなか受け入れられなかった。何かと利益を比べる秤はかりにかけられて、手を離はなされるときの言い様のない空むなしさも、きっと根は同じことなのだ。そこには心がない。彼女の意志ではなく、誰かが勝手に彼女を動かそうとするから、逆に心が削けずられる。

　そしてきっと、『皇帝』も同じだろう。イシュト個人ではなく、『皇帝』であるがために他人の悪意と対たい峙じするなら、きっとイシュトも彼女と同じ思いをするに違いない。

　剣を構えて、敵を見み据すえる。まず先に挑いどむべきは、小さい魔獣の方だ。四つ足で柱を垂直に駆け上り、目にも留まらぬ速さで柱を飛び移っていく魔獣の姿を、ルーナは冷静に捉え続けた。翼のある方を牽けん制せいしつつ、狙ねらいを定める。魔獣は、ただ斬きるだけでは倒せない。核かくとなる部分を貫つらぬかなければ、何度でも再生する。

　好機は一瞬だけだった。背後の柱の上から、牙きばを剝むいた魔獣が逆さまに襲いかかってくる。すかさず剣を逆手に持ち、ルーナは魔獣に向かって鋭い突つきを繰り出した。狙うのは、大きく開いた口──角度を合わせて全身を貫けば、核も壊こわせる。

　果たして、彼女の手足にも等しい剣は、期待通りの動きをした。断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが響き渡る。貫かれた魔獣は、剣の柄つかさえ食いちぎろうとするかのように身み悶もだえたが、それも一瞬の足あ搔がきに過ぎない。見る間にその影は崩くずれ、闇やみに溶とけるように消えていく。

　しかし、彼女にできたのはそこまでだ。

「！」

　衝しよう撃げきが全身を襲う。あっと声を上げる暇ひまさえなく、ルーナは近くの柱に叩たたきつけられた。肺から空気が押し出されて、一瞬気が遠くなる。

　それでも、剣を掲かかげたのは、無意識のうちにも身を守る本能だろう。魔獣の巨大な翼が、勢いをつけて彼女を弾はじき飛ばしたのだと気付いたときには、ルーナは床に座り込んでいた。背中がひどく痛む。すぐには立ち上がれない。

　見上げると、宙を舞う魔獣の姿がある。地上を睥へい睨げいするようなその赤い眼めの輝かがやきが、胸に突き刺ささる。今、急降下して襲おそいかかられたら、まず勝ち目はないだろう。

　だが同時に、それは再びの好機でもある。目を逸そらすことなく、ルーナは剣を手た繰ぐり寄せる。どちらが早いか、これは生命を賭かけた勝負だった。彼女が飛びかかってくる魔獣の核を貫くのが早いか、それとも魔獣の爪が彼女を切り裂さくのが先か。

　宙に舞う魔獣が、翼を大きく羽ばたかせる。助走をつけるようなその仕草、一瞬たりとも目を離すまいと緊きん張ちようするルーナの前で、しかし魔獣は意外な行動を取った。次の瞬間、ルーナは対象を見失う──魔獣は彼女の頭上を越こえて、そのまま飛び去ったのだ。

「！　何……っ!?」

　何を思ったか、魔獣は彼女を襲わなかった。しかし、ルーナが感じたのは安あん堵どではない。息を吞のんで、すぐさま背を預けている柱の向こうを振り返る。低い天てん井じようの辺りを飛びながら、翼ある魔獣は器用に林立する柱を避け、何処どこかへと向かっている──おそらくは、窓でもあるのだろう。この空間から脱だつ出しゆつするための。

　──逃のがした……！

　それは、一いつ般ぱん的には勝利と呼んでいいものかもしれない。あの巨大な魔獣は、彼女との勝負を避けて、逃とう走そうする道を選んだのだ。しかし今、それは何の誉ほまれにもならない。仕留められなければ意味がないのに。

　しかし、飛ぶものの後を追うことはできない。まして、こうして石の床に座り込んでいる有様で、一体何ができるというのか。ルーナはそっと身体を動かしてみた。今いま更さらながらに剣を持つ腕うでが痺しびれる。右みぎ肩かたから背にかけて、柱に打ちつけた衝撃が、熱い痛みに変わっている。

　──まただ。

　また、何もできなかった。ベルダを止めることができなかった──彼を絶望させる原因を押し付けたかもしれないというのに、彼を救うことはできなかった。一人では、魔獣を倒たおすことさえできない……もう、陰謀の幕は上がってしまったのだ。

　ひどく惨みじめな気分だった。呼吸するたびに、胸に走っていた痛みが和やわらいでも、ルーナはまだその場から動けずにいた。無力感が、重く肩かたに圧おし掛かかる。

　しかし、いつまでも座り込んでいるわけにもいかない。搔かき回された埃ほこりっぽい空気が落ち着き、焼けつくような打ち身の最初の痛みが引いてから、ルーナはようやく立ち上がる。失敗を悔くいていても仕方がない。次にすることを考えなければ……。

「──動くな」

　突とつ然ぜん、低い制止の声が上がる。それは全く、予期せぬ出来事だった。ルーナは心臓が跳ね上がるような心ここ地ちがした。思わず身を強こわ張ばらせ、慌あわてて周囲を確かめる。

　瞬間、走った身体の痛みに顔をしかめた僅かな間に、周囲の雰ふん囲い気きは一変した。静せい寂じやくを踏ふみつける、無数の足音。薄うす闇やみの向こうから現れたのは、武器を手にした男たちだった。柱を背に、隙すきなく剣を構えるルーナを、取り囲むように近付いてくる。彼女の逃にげ場を塞ふさぐ、一糸乱れぬ動きは、明らかに何者かの指揮を窺うかがわせるものだ。皇宮の衛兵かとも思ったが、闇に紛まぎれる黒っぽい恰かつ好こうは、衛兵の制服とは違っている。第一、住む者もいない皇宮の下層を警備する衛兵などいない。

　やがて、警けい戒かいするルーナと距きよ離りを置いて、男たちは立ち止まった。

「……何だ、あなたたちは」

　ルーナの問いに、答えはなかった。男たちはただ黙だまって、彼女を見返すだけだ。薄うす気き味み悪わるさを感じ、ルーナはもう一度相手の意図を質ただそうとしたが、しかしそれより先に男たちの一人が口を開く。

「……女、おまえはここで何をしている」

　それはお互たがい様ではないかとルーナは思ったが、すぐに口に出しはしなかった。威い圧あつしようとするかのような相手の低い声もまた、当とう惑わくしているらしいことに気付いたからだ。ルーナにとっての彼らがそうであるように、どうやら相手にとっても、彼女の存在は予定外のものらしい。

　では、彼らの当初の予定とは何だったのか。

「それを、あなたたちに答える義務があるのか？」

「生意気な口を利きくのはためにならんぞ。隠かくし立てもな。──男はどこにいる」

「男？」

「ここにいたはずだ──この術式を描かいた男がな」

　言って、男は足あし下もとを軽く蹴ける。先刻はまだ残り火のように、微かすかながらも光を帯びていた紋もん様ようは、既にただ石の床ゆかに描かれた線となって、闇に溶け込んでいる。ルーナは表情を変えないように努めながら、目の前の男を見やった。つまり、彼らが捜さがしているのはベルダか。

「知らない。ここには誰だれもいなかった」

「隠し立ては、ためにならんと言ったはずだ」

「どうして私がそんなことをしないといけないんだ」

　この辺にいると思うなら、好きに捜せばいい、と言いながら、ルーナは相手の様子を探さぐる。ベルダを捜す彼らの目的は何なのだろう。彼らも、ベルダと同じく陰謀に関かかわる協力者なのだろうか……しかしそれにしては、態度が物々しい。

　一方で、相手もまた彼女を見み透すかそうとしているらしい。ベルダの件はそれ以上言わず、再び元の問いを口にする。

「では、おまえは何者だ。何故なぜ、こんなところに入り込んだ──この場のことを、誰から聞いた？」

　間ま違ちがいない、この男たちは、ベルダの側の人間だ。この場のこと──魔ま獣じゆうの術式があることを当然と知っていて、それがルーナという外部に漏もれていることを危き惧ぐするのは、陰謀者の陣じん営えいの反応だからである。

　彼らがベルダの所在を知らないのは何故かと思いはするが、しかし同じ企たくらみに加担する仲間であれば、いずれはベルダの行ゆく方えも解わかるだろう。ここは話を合わせてみようとルーナは考えた。術式により魔獣が解き放たれた今となっては、彼の行動を変えることはできないかもしれない。けれど、それでも話をしなくては。

「あなたたちの尋たずね人の行方は、本当に知らない。……実は、あなたたちと同じ人を、私も捜している。彼に会いたくて、ここに来たんだ」

　噓うそは言っていない、しかし大事なことははっきりさせない答えを返す。男たちから話を聞き出したかった。ルーナのことを、ベルダと同じ立ち位置だと──自分たちと同じ目的で動く人間だと誤解してくれれば、この警戒も解けるかもしれない。

　結果として、その目もく論ろ見みは半分が当たり、半分が外れた。そうか、と目の前の男が呟つぶやく。

「おまえは、あの男を知っているというのだな。奴やつがここにいたことも」

「ああ、でもそこから先は本当に知らない。何か知ってる？」

「おいおい捜そう。だが、まずは──おまえには、ここで死んでもらう」

　突然、襲いかかってきた斬ざん撃げきを避よけられたのは幸運だった。それを合図にしたかのように、他ほかの男たちも次々と武器を構える。最初の一いち撃げきは身を躱かわし、続く別の剣けんは受けて逸らし、ルーナは思わず叫さけぶ。

「何のつもりだ！　私は、あなたたちと敵対する気は……」

「すぐに、あの男も送ってやる」

　背後から返事が聞こえたが、振ふり向いて確かめる余よ裕ゆうはない。左右から攻せめてきた二人の間をすり抜ぬけて、包ほう囲い網もうを破ろうと試みる。鋼はがねの刃はが打ち合わされて、悲鳴じみた音を立てる。

「ここを見られたからには、口を封ふうじるしかない。それが我が主あるじの命令だ」

　そうか、とルーナは卒然と悟さとった。つまり、用済みということだ。男たちの主は、おそらくはヒューレイの叔父おじというあの老人であろう。彼はベルダと手を組んで、魔獣による皇宮の混乱を狙ねらった──そして首しゆ尾びよく魔獣が生み出された今、素す早ばやく掌てのひらを返して、証しよう拠この隠いん滅めつを図はかろうというのだ。

「下げ衆すめ！」

　仮にも盟約を交わし、共に計画を進めた相手に対する報むくいとも思えない。その上、ただ居合わせただけのルーナまで斬きろうとするに至っては、もはや非道という以外にない。

　しかしいくら罵ののしろうと、彼女の窮きゆう地ちが変わるわけではない。間かん一いつ髪ぱつのところで相手の剣を避け、あるいは足を使って逃げようと試みるが、逆に次し第だいに追い詰つめられていくばかりだ。剣を打ち合わせるたびに、先刻打ちつけた肩が疼うずく。剣を持つ腕が上がらない。

「っ！」

　痛みに気を取られた瞬しゆん間かん、別の方向からの攻こう撃げきを受ける。受け流すつもりが、自分の想像以上に力が入らない剣は、その方向を少し変えただけだった。危あやうく切っ先が目の前を掠かすめると同時に、頰ほおに痛みが走る。次の攻撃は、いよいよ受けられない。膝ひざががくんと崩くずれ落ち、ルーナは動けなくなった。

「そろそろ、観念してもらおうか」

　既すでに逃げ場はない。それでも顔を上げた先には、男が薄うすい笑えみを浮うかべて立っている。瞬またたきもせず見つめる彼女の前で、振り上げられた剣は何故か一いつ瞬しゆん、残ざん酷こくな輝かがやきを放ったように見えた。

　──死ぬのか。

　その輝きを、避ける術すべはない。あまりにも無造作に振られる剣を、ただ見ていることしかできない。心臓が激しく胸を叩たたく。全身の血が逆流するような感覚は、強しいていうなら怒いかりであっただろう。

　──ふざけるな。

　こんなところで死ぬつもりはない。こんなくだらない理由で、狩かりの獲え物もののように嬲なぶられて、従順に生命を奪うばわれるなんてふざけている。生命を賭かけるのはここではない、死ぬはずない、死にたくない。何故、この腕は上がらない。何故、立ち上がることができない。

　──『戦わなければ』

　何かが耳元で囁ささやく。彼女の心、彼女の意志に、別の声が被かぶる。彼女の鼓こ動どう、彼女の呼吸、彼女の痛み……何かが身体からだに入ってくる。満たされていくような──奪われていくような。

　振りかざされた剣が落ちてくる。その視界すら、自分のものであって自分のものではない。侵しん食しよくされていく、未知の感覚に何もかもが解らなくなる。

　──『あなたを、まもるよ』

　ちらりと聞こえた声は、彼女のものではなかった。どこかで聞き覚えのあるその声が、何だったかを思い出す前に、ルーナの視界は真っ白に染まる。

「────！」







　……再び視界が戻もどったとき、世界は静まり返っていた。静せい寂じやくというよりは、間近で轟ごう音おんを聞いてしまったときの、痺しびれるような空白に似ている。

　ルーナは死んでいなかった。どころかすっくと立ち上がって、辺りを見回している。彼女を追い詰めていた男たちの姿はない──まるで目に見えない何かに弾はじき飛ばされたように、少し離はなれたところに転がっている。

　──……何で!?

　一瞬前と、まるで違ちがう光景に当惑する。思わず声を上げそうになるが、しかし口から出るのは別の言葉だ。

『このひとにさわらないで』

　確かに自分の声、自分の唇くちびるが紡つむぎ出した言葉。しかしルーナは愕がく然ぜんとそれを聞いていた。喉のどが震ふるえる感覚も、唇が動く感覚も確かにあるのに、ただ彼女の意志だけがない。

　ルーナは歩きはじめる。床を踏ふみしめるのは彼女の足に違いないが、しかし歩いているのは彼女ではない。得体の知れない感覚が続く中、ルーナの身体はある男の前で足を止めた。先刻、剣を振りかざしていた男──彼女を殺そうとした男。

　男は床に倒たおれ伏ふしていた。どこか手傷を負ったのか、床に点々と血の滴しずくが落ちている。押し殺した苦く悶もんの声を上げていた男は、しかし彼女が側そばに立つと、引きつった悲鳴で応こたえる。

「ひっ……この、化物め……！」

　しかし、ルーナはまるで動じない。手にした剣を男につきつけると、どこかぼんやりした声で言う。

『ころそうとした』

「何……」

『おまえは、ころそうとした』

　だがその声も言葉も行動も、ルーナのものではない。彼女ではない何かが、彼女の身体を動かしている。経験したことのない出来事に、ルーナは困こん惑わくしたが、しかしすぐにそれも驚きよう愕がくに変わる。ルーナの身体は、手にした剣を持ち上げると、ゆっくりと刃を下に向けたのだ──身動きできない男の真上。

『いらない』

　一体、これは何者なのだ。彼女の身体を奪って、彼女に人を殺させようとする、このもう一人の自分は。

　──止やめろ！

　精せい一いつ杯ぱいに叫ぶが、言葉にはならない。口も動かなければ、今にも突つき下ろされそうな剣を止めることもできない。

　代わりに、ルーナの中に、今までにない感情が湧わき上がってくる。目の前の男が、急に現実感を欠いて見えた。道に落ちている邪じや魔まな石、小こ汚ぎたないずだ袋ぶくろと同じ。ここにあってはならないもの、処分して片付けるのが当たり前の……。

　──違う。

　これは自分のものではない。彼女の身体を乗っ取った、別の何かの感情だ。いや、感情というかも怪あやしい──冷ややかで無機的な思考が、彼女の意識までも乗っ取っていく。

　剣を持つ手が止められない、どころか指の一本さえ動かせない。怒り、屈くつ辱じよく……けれども何にも増して強いのは恐きよう怖ふだ。自分の身体が侵おかされていく。目には見えない力に搦からめ捕とられ、自分以外の誰だれかに勝手に弄もてあそばれる。

　男が更さらに悲鳴を上げる。恐怖に顔を引きつらせ、しかし逃にげることもできないでいるのは、自分の中にある力のせいだとルーナは知っていた。魔ま法ほうとは別の、彼女の血に与あたえられた古い力が、この男を縛しばりつけているのだ。

　その姿に無感動な一いち瞥べつを投げ、ルーナは剣けんを振りかぶる。嫌いやだ、こんなことはしたくない、殺したくなんかない──嫌だ！

「ルーナ！」

　剣を振り下ろすのと、名を呼ぶ声はほぼ同時だった。瞬間、全身を震えるような感覚が貫つらぬいて、剣は目標を捉とらえ損そこなう。不快な音を立てて、剣の刃が石の床ゆかに傷をつける。

　その声を、知っている。邪魔くさくて鬱うつ陶とうしくて苛いら々いらさせられて──いつの間にか、耳にするのが当たり前になっていたあの声。

「ルーナ」

　もう一度呼ばれて、振り返る。薄うす闇やみの中、忽こつ然ぜんと現れたその姿は、確かに彼に違いなかった。ほんの何日か離れただけなのに、何故なぜか妙みように懐なつかしく感じる。暗がりでも輝く白金の髪かみ、整い過ぎて作り物めいた印象さえ与える美び貌ぼう、その姿のどこにも欠けたところのない、この国の唯ゆい一いつの主。

「やっと、見つけた……」

　──イシュト。

　名を呼び返したつもりだったが、やはり声は出せなかった。代わりに、身体を乗っ取った誰かが呟つぶやく。

『おまえは』

　恐おそろしいほど冷めた声こわ音ねだった。身体を支配している思考が、それまでと趣おもむきを変える。冷れい淡たんな無関心の代わりに冷れい徹てつな打算、嫌けん厭えんではなく、執しゆう着ちやくじみた憎ぞう悪お。

　ルーナの腕うでが、再び剣を持ち上げる。身体に染しみついた動きが、自然に形を取る。

『おまえも、いらない。あんなもので、いつまでもしばられる』

　続く流れは素す早ばやかった。瞬く間に距きよ離りを縮めると、ルーナはイシュトに斬きりかかったのだ。まるで自由にならない身体を、それでも取り戻そうともがきながら、ルーナは彼が呆あつ気けに取られている様を見た。それはそうだろう、彼にしてみれば、突とつ然ぜんルーナが乱心して剣を振ふり回しているようにしか見えないはずだ。

　いや、本当にそうでないと言えるだろうか。実は本当に彼女の気がおかしくなっていて、もう一人の自分がいるような気になっているだけなのではないだろうか。自分の身体に自分の意志を無視されるなど、信じる者があるだろうか。

　──逃げてくれ。

　声が出せるものならば、心の底からそう言いたかった。しかしそんな彼女の叫さけびとは裏腹に、最初の攻こう撃げきを危なっかしく避よけたイシュトは、逃げるでもなくその場に立っている。剣を恐れる様子もなく、じっと彼女を見つめる。

「ルーナ……じゃないな。何なんだ」

『このひとにさわるな。おまえは、いらない』

「ふざけるな。──彼女を返してもらう」

　再び、ルーナの身体からだが剣を突き出す。しかしイシュトが動く方が早かった。その腕を摑つかむと、身体ごと抱だき寄せる。至近距離で拘こう束そくされて、彼女が咄とつ嗟さに動けないでいる間に、イシュトは素早く俯うつむいて、相手の胸むな元もとに口付ける。『精せい霊れいの民たみ』の痣あざの上。

　ふと、身体から何かが抜ぬけていく。風穴でも開いたかのように、頭がすっとした。この感覚は自分のものだ──この心も感情も、確かに自分だけのもの。

　──戻った……。

　恐る恐る、顔を上げてみる。ちゃんとルーナの意志に従って、ゆるゆると視界が上がる。胸から首、顔へと見上げていって、やがてその先で目があった。

「あ……あの……」

「…………」

「ありがとう、元に戻れた。あ、じゃなくてその、ごめん、かな。斬りかかったりするつもりじゃなかったんだ」

　もし本当に斬ってしまっていたら、ごめんでは済まないところだった。思い出してぞっとしながら、ルーナは焦あせって謝る。一体何がどうなっているのか、彼女自身にも解わからないのだが、とにかく恐ろしい思いをさせたには違いない。

　しかしその言葉は、思いがけない反応で報むくいられた。突然、イシュトがその場に座りこんだのだ。

「あ！　大だい丈じよう夫ぶか？　ごめん、やっぱりどっか怪け我がさせて」

「……った」

「え？」

「──良かった」

　慌あわててルーナもしゃがみこんだ瞬しゆん間かんに、抱き寄せられる。体勢を崩くずして、思わず彼の方に倒れ込んでしまったが、イシュトは少しも気にしないようだった。そのまま彼女をぎゅっと抱きしめると、小さく呟く。

「ずっと……捜さがしてた」

　ああ、とルーナは思い出す。よく考えたら、イシュトとはこんな再会をすべきではなかったのだ。彼の仕打ちに腹が立ったから、屋や敷しきを出てきたのだった。水に流せることではないのに、こんな風に抱きしめられたりしていいはずがない。

　だが、ルーナが彼の肩かたを押し返して引き剝はがす必要はなかった。耳元で、掠かすれた声が囁ささやく。

「ごめん。──おれが悪かった」

「……はあ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を出してしまったとしても、仕方がないところだと思う。それほどに、この台詞せりふはルーナにとって青せい天てんの霹へき靂れきだった。今までイシュトが──ルーナを相手に、ありとあらゆる好意の押し付けという名の嫌がらせをしてきたこの男が、たとえ口先でも謝ることなどあっただろうか。

「もう、君が嫌がることはしない。約束する」

　しかし、ルーナの反応にもかかわらず、イシュトは随ずい分ぶんと真しん剣けんなようだった。予想もしなかった態度に、ルーナは当とう惑わくしてしまう。彼には、解らないと思っていた。彼女は人形などではない、心があって意志を持つ──彼と同じ世界に生きている人間だということが。

「……急に、どうしたんだ」

　一体彼女がいない間に、何が起きたというのだろう。もしかして、ロキシスに力いっぱい説教でもされたのだろうかとルーナは思ったが、続く答えに何も言えなくなった。

「君がどこにいてもいい。何をしてても、好きなところに行っても……おれの側そばにいなくてもいいけど」

「…………」

「でも──いなくなるのは、止やめてくれ」

　それは本当に小さな声で、ともすれば聞き落としそうなほどだったが、何故かはっきりと耳に残る。ルーナは目を瞬またたき、次いで相応ふさわしい言葉を探した。屋敷を出るときは、絶対に自分は間ま違ちがっていないと思っていた。何故こんな目に遭あわなければならないのか──望んでもいないことばかり押しつけられる生活に、嫌いや気けばかりが募つのった。
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　でも──こんな風に言われることがあるなんて、想像もしていなかった。

「うん、私もごめん。……そんなに心配されてるなんて、思ってなかった」

　抱きしめられる感かん触しよくが、心ここ地ち好よい。自分の形が解るような気がする。一人でいては見えない自分の姿は、自分以外の誰だれかのおかげで解るのだろう。──たった今、自分が誰だか解らなくなりそうだった彼女を、イシュトが助けてくれたように。

　答えはなかった。代わりに背に回された腕の力が強くなる。ルーナもまた拒きよ否ひはせず、しばらくはどちらもそのままでいた。何となく、この時間を終わらせたくない気分だった。身み動じろぎするのも怖こわいような──けれど何故か、ほっとする。

　しかしいつまでも、こうしているわけにもいかない。

「イシュト」

　そろそろ離はなしてほしいと言いかけて、身体を捻ひねったルーナは、しかし次の瞬しゆん間かん驚おどろいた。がくんと肩に重みがかかる──微かすかに聞こえる、規則正しい呼吸。

「……寝ねてたのか！」

　どうやらわざわざじっとしていたルーナとは違ちがい、イシュトの方は途と中ちゆうから、全面的に彼女に寄り掛かかっていただけらしい。何故か急に顔が熱くなって、ルーナはわざと大きくため息をついた。……あんな思わせぶりなことを言っておきながら、全く馬ば鹿かにしている。

　しかし、そう思って叩たたき起こそうとした相手の顔を見て、ルーナは一いつ瞬しゆん動きを止める。久しぶりに見るその顔は、相変わらず小こ憎にくらしいほど整っていたが、よく見れば少し面おも差ざしが変わっている。目の下には薄うすい隈くまができ、何やらひどく疲つかれ切った様子で──けれど彼女を抱きしめる腕は、一向に離れる気配がない。

　だから今のうちに、やってみよう。起こす前、彼には気付かれないように。

　ルーナはそっと相手の背に腕を回すと、今度は自分からぎゅっと抱きしめてみる。無む理り強じいされるのは不ふ愉ゆ快かい、拘束されるのは恐ろしい──けれど自分の腕で抱きしめるのは、案外いいかもしれないと思えた。
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　その扉とびらの前で、ロキシスは一瞬の躊ちゆう躇ちよを覚えた。

　場所は、帝てい国こく軍の魔ま法ほう研究所内にある一室である。彼がこの施し設せつを訪おとずれることは滅めつ多たにないが、しかし彼の躊躇ためらいは、馴な染じみのない場所を訪れたせいではなかった。

　ちらりと、視線を巡めぐらせる。通路の先には既すでに、皇宮騎き士しが配置されているはずだ。逃とう走そうを防止するためにと進言された故ゆえのことだが、実際のところ、ロキシスはその必要性を感じてはいなかった。あの男は逃走などしない、するとしたら、誰にも阻そ止しできないよう完かん璧ぺきな策を巡らせてかかるはずだ──少なくとも、目め障ざわりな同どう僚りようの醜しゆう聞ぶんに興味をかき立てられているような軽けい薄はくな連中には、捕つかまえられはしないはずだ。

　一つ息をついて、ロキシスは扉を叩いた。応じる声に従って、中に入る。

　研究室としては、小さな部屋だった。もちろん、所内に部屋を割り当てられるというのは、相応の能力を認められている証しよう拠こなのだが、それでも見る者によれば、都落ちとせせら笑われることもあるかもしれない。一度は宰さい相しようの従者として、皇宮の中ちゆう枢すうで動いていた人間が、研究所の隅すみに追いやられるというのは、あまり例のない異動である。

　そして、その異動を行ったのは、ロキシス自身だ。

「ベルダ」

　所ところ狭せましと並ぶ棚たなの奥から、部屋の主が出てきた。僅わずかに驚いた顔をしたのは、ロキシスが一人でここを訪れるとは思っていなかったからだろう。かつてと変わらぬ、恭うやうやしい礼を返そうとする彼を遮さえぎって、ロキシスは言った。

「俺がここへ来た用件は、解わかっているな」

　ベルダは答えない。ただ黙だまって、続く言葉を待っている。ロキシスはできる限りの淡たん々たんとした声こわ音ねで、それを告げる。

「──ヘムダル・ストラシアが全部喋しやべっている。おまえの名を、共犯に挙げている」

「…………」

「その前の、舞ぶ踏とう会の魔ま獣じゆうもおまえの仕し業わざだな。魔獣を生み出す術式とは……おまえらしい」

　生まれが帝国北部の国境近くであるベルダにとって、魔獣は馴染みのある存在だった。やがて皇宮騎士となり、魔法の知識を得た彼が、他ほかの人間より早く魔法と魔獣の関係に気付くのは自明だ。それを一つの術式として完成させるのは、能力と根気のいる仕事だが、ベルダになら十分可能だろうとロキシスは思っている。

　ただ、そうでなければいいと思っていた。ルーナの側から離し、この研究所に押し込めても、それでも彼の潔白を信じたかった。しかし結果として、ロキシスの危き惧ぐは当たってしまった。

　魔獣をけしかけ、皇宮を攪かく乱らんする──守るべき秩ちつ序じよを破は壊かいする、帝国の敵。

「兵を外に待たせている。もう、逃にげ場はない。これから、一いつ緒しよに来てもらうぞ」

　言い捨てるように呟つぶやくのは、こんな言葉を言いたくはなかったからだ。しかしこれには、思いがけない反応があった。ベルダは不思議そうな顔をして、はじめて口を開く。

「……そんなことのために、わざわざ閣下がいらっしゃったのですか」

「そんなことだと？」

　思わず取り繕つくろうのも忘れて、ロキシスは声を上げる。そんなことであるものか──長く側そばに置いて、信しん頼らいしてきた相手の裏切りが、そんなことなどであるものか。

「それとも、おまえにとっては、そんなことだったのか。……おまえに限ってと思っていた、俺だけが甘かったというわけか」

「閣下」

「答えろ。何故なぜだ──何故裏切った」

　皇宮騎士となる際には、帝国と皇こう帝ていに忠誠を誓ちかう宣せん誓せいをする。ベルダは誓ったはずだ。皇宮騎士ではないロキシスも、心に誓っていることである。

　平民出の皇宮騎士と、帝てい位いを継つげない皇子。外れ者同士、同じ理想を抱いだいていると信じていた──この国のために、それが必要なことだと解り合える、ただ一人の相手だと思っていた。

　しかし、ロキシスに語ご気き荒あらく問われても、ベルダは表情を変えなかった。どころか、真剣な表情で答える。

「私は、裏切ってなどおりません」

「罪状を否ひ認にんするのか？」

「いいえ、私がそれをしたのは確かなことです。しかし、それを裏切りと仰おつしやられるのは心外です。──いずれ、全すべてを壊こわさなければならなくなる。その予行に過ぎません」

「何だと」

「閣下、覚えておいででしょうか」

　幼い頃ころ、私たちが話したことを。言われて、ロキシスは面めん食くらう。それこそまさに、先刻彼が思い起こしていたことではないか。外れ者でも、誰に何と言われても──必ずこの国をいいものにする。誰もが平等に、幸せになれるように。

「ですが、それは不可能です──この国に魔法が、貴族に『印』がある限り」

「ベルダ」

「であれば、ストラシア家はいずれ排はい除じよするべき存在です。凝こり固まった魔法の血統、古い因習の塊かたまりのような一族──新たな世界には、必要のないものではありませんか」

「新たな……？」

「『印』のない世界です」

　言い切って、珍めずらしくベルダは笑えみを浮うかべる。子供のような、無む邪じや気きな笑顔。しかしロキシスは妙みような気分になった。この男は何を言い出すのか。

「閣下。私は、誓いを違たがえたことはありません。私の忠節は全て、あなたに捧ささげるためにある──『印』を持つこともできないあなたこそ、私の主あるじとして相応ふさわしい」

「ベルダ！」

　何かがおかしい。どうしてこの男は、こんなことを言っているのだろう。ロキシスは再び、旧知の人物を見つめる。見慣れた顔が、何故か今は別の人間にさえ見える。

「──ですから、今しばらくは、これを使い続けることをお許しください」

　瞬しゆん間かん、かざして見せたベルダの手にある『印』が輝かがやく。思わず一歩踏ふみ出しかけたロキシスは、すぐにそれができないことを知った。足あし下もとに、術式が浮かび上あがっている。人を搦からめ捕とり、その場に留め置く魔法。嵌はめられたのだと、ロキシスは悟さとった。ベルダは、彼がここへ来ることを予想していたのだ──一人で部屋に入ってきたロキシスが、ここを自ら出ない限り、外で待機している兵が無ぶ遠えん慮りよに踏み込んでくることはあり得ない。

「申し訳ありません。時間が経たてば、消えるようにしてあります」

　そこは本当に申し訳なさそうに言う辺りが、猛もう烈れつに腹立たしい。睨にらみつけるロキシスに丁てい重ちように謝ると、ベルダは棚の陰かげにある鏡板をずらした。ぽっかりと空いた暗くら闇やみから、黴かび臭くさい空気が流れ込んでくる。皇宮には数ある隠かくされた通路──今は遺い棄きされた誰だれも知らない場所へ通じる隧ずい道どうが、この部屋にもあったのだ。

「閣下、どうかお忘れくださいませんよう。あなたこそが、私のただ一人の主です。──次にお会いするときは、必ずあなたに玉座を」

　規律正しい敬礼を残し、ベルダは身を翻ひるがえす。歯は嚙がみして見送るロキシスに背を向けると、隧道の暗闇に姿を消した。
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　こんにちは。本書をお手に取ってくださいまして、ありがとうございます。




　本書『とらわれ舞姫の受難　掟破りのプロポーズ』は、シリーズの三巻目となります。実は毎回毎回性しよう懲こりもなく同じことを繰くり返しているのですが、今回もまた、非常にタイトル決定に難なん儀ぎしました……『プロポーズ』って、日本語に似た意味の言葉は少ないんですね。訳語としては『求きゆう婚こん』ですが、個人的にはぴんとこなくて採用せず……。相手に対して面と向かって、結婚を申し込む行こう為いそのものを指す言葉として、『プロポーズ』はいい言葉だと思います。夢とロマンがありますよね！

　……うん、作中のそれに夢とかロマンがあるかどうかとはまた別問題です。すみません。

　ついでに『掟おきて破やぶり』の方も、破った掟は慣習などではなく、良識とか人の道とか、そういうレベルのもののような気がします。まことに相すまないことです。




　そんなこんなで、どっちに進んでいるのか……むしろ進む方向は本当にそれでいいのかと私が突つっ込みたくなったりもしつつ、それでもキャラクターたちの向かう先は定まってきたのではないかと思います。

　彼らの行く先を、見守っていただければ幸いです。







　この本を作るに当たって、お世話になった方々に御おん礼れいを申し上げます。

　今回も美しいイラストを描かいてくださったまち様。ラフ画を拝見するたびに、その美び麗れいさ繊せん細さいさにきゅんとしてたまりません。イラストにしていただいたどのシーンも美しく、一枚一枚にどきどきしました。本当にありがとうございます。

　多大なお力を貸してくださった担当様。ご尽じん力りよくなくしては、到とう底ていこの本は出来上がらなかったと思います。いつもご迷めい惑わくをおかけするばかりの私ですが、それでも辛しん抱ぼう強く助けてくださって、心から感謝しております。

　いつも的確なご指し摘てきをくださる編集部をはじめ、この本を作るのにかかわってくださった全すべての皆みな様さまに御礼を申し上げます。いろいろと無茶な進行をやらかして、大層ご迷惑をかけたことと思います……。大変申し訳ありません。




　そして、ここまでお付き合いくださった皆様に、最大の感謝をお伝えしたいです。

　物語は、次の巻で最後です。キャラクターたちの思いや、私の考えていることを、余すことなく描えがけたらと思っています。




　この本をご覧いただき、本当にありがとうございました。少しでも楽しんでいただけるよう、心から祈いのっております。





雨川　恵　　







雨川恵個人サイト　『R*R』：http://rainriver.sakura.ne.jp/（２０１４年12月現在）
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